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　薄うす闇やみの中にぼんやりと光が浮うかぶ。

　まばゆいというほどではないけれど、足元を照らしだすその光は王宮の地下でも見たものだ。

（何度見ても不思議……）

　聖堂で一息つく暇ひまもなく、ナディル殿でん下かは私を抱き上げて地下へと足を向けた。

　タイムリミットギリギリというわけではないけれど、私はきっと王宮から出ていないことになっているはずだから、できるだけ早く戻りたいのだろう。

（……この光は何をエネルギーにしているのかしら？）

　ずっと不思議に思っていたのだけれど、これまでその疑問が解決されることはなかった。

　この世界に電気は存在しないのに、この光は蛍けい光こう灯とうやＬＥＤ……電気によってもたらされる光によく似ている────いや、似ているというより、そのものと言っていいかもしれない。

　本当は殿下に聞こうと思っていたのだけれど、あちらの世界の単語を使わずしてどう問えばいいのかわからなくて、ずっと聞けないままだった。

　ごく近くにあるその横顔にちらりと視線を向ける。

　聖堂に仕える騎き士し達だけが纏まとうことを許されている白地に金で飾かざられた外がい套とう姿────やや嶮けわしい表情の横顔はいつもと違う雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて、そんな場合じゃないのにときめいてしまった。

（こんな時に……）

　なけなしの乙女おとめ心ごころのなせる業わざとはいえ、本来いるべきではない場所で身の竦すくむような思いをした直後だというのに、私ってば何を暢のん気きにときめいているのかしら……と思わず自問自答してしまう。でも、かっこいいと思ってしまうのは仕方がないと思う。

（絶体絶命とまでは言わないけど、ピンチの時に助けに来てくれるヒーローにときめくのは当然の心理だよね）

　吊つり橋ばし効果というやつである。

　元より好意はたっぷりとあるのだから、吊り橋効果分のときめきが増したところで全体量としては大差ない。

　深く息を吸って、吐はく────深呼吸を一回。

　脳のう裏りにちらつくのは先ほどの男の激げき昂こうした真っ赤な顔や、振り上げられた拳こぶし。それから浴びせられた罵ば声せい────少しだけ、身体が竦すくんだ。

（……これくらいのことで竦んでいては駄だ目めだから！）

　もう一度深く呼吸をして、脳裏から嫌いやな映像を追い払う。

　それから、よし、と手を握り締めて、意を決して口を開いた。

「……ナディルさま」

「どうした？　どこか痛むのか？」

　足元を気にしながらも、殿下は私の言葉にすぐに反応してくれる。

「……いいえ。……あの、もう大丈夫なので自分で歩きます」

　さっきまでは腰が抜けたような感じで立ち上がるのもおぼつかなかったのだけれど、だいぶ落ち着いたと思う。たぶん大丈夫だろう。

「……いや、ここで無理をするものではない」

「いえ、本当にもう大丈夫です」

　殿下に抱き上げられて移動するのは止めると決意したばかりなのだ。

「……ルティア。靴くつが足に合っていない。血もにじんでいるではないか。……ここで無理をする必要はない。建けん国こく祭さいの夜会ではまた踊おどらねばならないのだぞ」

　ナディル殿下は、真しん摯しな表情で私を言い諭さとす。

「……でも……」

（自分で歩くって決めたばかりなのに！）

「ルティア」

　穏おだやかだけれど、確かつ固こたる意志のこめられた声こわ音ね。

　たぶん、私がどう言いい募つのってもうなづいてはくれないだろう。

（これは、不ふ可か抗こう力りよくなんです。私の意志が弱すぎるとかじゃないですから！）

「……わかりました」

　誰だれに言い訳しているわけでもないのだけれど、私は小さなため息をついてうなづいた。

　その様子があまりにも悄しよう然ぜんとしていたのだろう。殿下が困ったように視線をさまよわせた。

「……私のためだと思って腕の中にいてくれ」

　私に顔を見せないようにか、殿下は逆の方を向いて少し早口で言う。

（……もしや、照れてる？）

「……殿下のために、ですか？」

「ああ。……その足で歩かせるのは私の心が痛む。別に君を子ども扱あつかいしているわけではない。……ただ、心配なだけだ」

「そこまで心配していただくようなケガではないんですよ？」

　だって言われるまで痛みも感じていなかった。

（ふさがりかけていた薄うす皮かわがはがれちゃったっていうか、かさぶたがはがれちゃったんだと思う）

「それでもだ。……君は、君が思うよりずっと弱い」

「……そうなのでしょうか？」

「ああ。……エルゼヴェルト生まれの者は線が細いだけではなく、基本、それほど丈じよう夫ぶにできていない。……公こう爵しやくは別だがな」

　それは薄うす々うす自分でも気付いていた。ここしばらくの私の倒れっぷりからすればそう思わない方がおかしい。そして、最後に付け加えられた例外に、思わず小さく噴ふき出だした。

「血筋なのだろうな。女性は特にか弱い者が多い」

　おそらく、殿下は私の母を思い出したのだろう。少しだけ何かを懐なつかしむような響ひびきが混じる。

（……女性には出産っていう大仕事があるから余計にそういう結果になるんだろう）

「わかりました……でも、今だけですよ。足が治ったら、ちゃんと自分で歩きますから」

　丈夫でないことと今回の足のケガは全然関係がないと思うけれど、殿下が心配だというのならば仕方がない。でも、ちゃんと釘くぎはさしておく。だって、この先ずっと抱だき上げられて移動するわけにはいかないから。

「ああ」

　殿下はちゃんとうなづいてくれた。

　陽の光も月の光も射ささない地下迷宮の闇やみの中、足元にぼんやりと浮うかび上がる光を頼たよりに殿下は足を進める。

　よくよく見ると、石材できっちりと整備された路面の一部が光を発しているらしい。

（蛍けい光こう塗と料りようとか蓄ちつ光こう塗料というには明るすぎるけど、蛍光灯というには暗すぎる……ＬＥＤの常じよう夜や灯とうっぽい感じ）

　やや薄うす暗ぐらいものの、自分で歩いていないせいで私には周囲を観察する余よ裕ゆうがある。

（……どういう空間なんだろう？）

　目が慣れてきてこの空間の広大さがわかるようになると、途と端たんに疑問が押し寄せてくる。

「どうした？」

　殿下は私程度の重みは何とも思っていないのだろう。息を切らすことなくかなりの早足で迷いなく進んでゆく。その歩みの力強さに安心を覚えた。

「……ここは、王都の地下なんですよね？」

「そうだ。正確に言うならば、旧王都と呼ばれるユトリア、レガリア、サフォリア、エルリア、リオリア、ルディリア、マラリアの七つの地域の地下にあたる。……地下通路は、前にもユトリアへ出たときに使っただろう？」

「はい。そうなんですけれど、こんなにも天てん井じようは高くなかったように思います」

「……あそこは王宮の地下だったからな。……王宮の敷しき地ちの地下は、統一帝てい國こく時代の城じよう塞さいだったと言われている。正せい宮ぐうと西宮にしのみやにかかる一部分が城塞で最も大きな建物の遺い跡せきで、そこを中心にかつて都市が広がっていた」

「では、城塞遺跡の外がそのまま地下都市の遺跡なのですね？」

「そうだ。今歩いているこの道は、地下都市の大通りの一つになる」

「アル・グレアは、地に沈しずんだ都市の上に建築されたと聞いていますが……」

「そうだ。王都アル・グレアは、建国王がアルセイ＝ネイに設計させ、十二代目のファリス一世の時代に完成したと言われている」

「ちょっと待ってください。アルセイ＝ネイってどれだけ長生きなんですか？　この王宮も確かアルセイ＝ネイの設計ですよね？　それも、その十二代目のファリス一世の命令だった気がします」

「正解だ、ルティア」

　殿下はにっこりと笑って続ける。

「前にも言ったことがあったと思うが、アルセイ＝ネイという名前は、史書のあちらこちらに出てくる。それも、まったくかけ離れた時代に記されていることがしばしばある。ゆえに私は、それらは同一人物ではなく、同じ名前を名乗る技術者集団だと考えている」

「……では、言われている、と言うのは？」

「私は『都市』に完成はないと思っている。常に未完成のまま発展し続け、完成した……都市のその発展が頂点に達した時点で衰すい退たいへと向かってゆく。このアル・グレアは未いまだ年経るごとに膨ぼう張ちようし続けている……ゆえに完成にはまだほど遠いのだ」

（ナディルさまらしい言い回しというか、理り屈くつっぽいと言うべきか……）

　ナディル殿下は、場をわきまえてはいるけれど実は学者らしい好こう奇き心しんが旺おう盛せいな方だ。以前ご自分でおっしゃっていたが、知らないものや知らないことをすべて知りたいのが学者の性さがというものなのだと。そして、一度気になると追つい及きゆうせずにはいられないらしい。

　私がとてもナディル殿下らしいと思う部分の大半は、そういった学者気質によるものだ。

　殿下が一番すごいのは、自分をちゃんとわかっていてしっかりとコントロールできているところだ。追求せずにはいられないけれど「時」と「場」はちゃんと選ぶ。

『変人』と言われる人間が大半な学者の中で、それは極めて珍しい資質だと思う。

（あと、すごく正確さを求めるところがあるよね。言葉の使い方とか……）

　すべてにというわけではないけれど、一部にとても細かい。

　誤解を恐おそれずに言うならば……殿下はわりと面めん倒どうくさい人なのだ。

（でも、好きなんだよなぁ……そういうところも）

　私は、『完かん璧ぺきな王おう太たい子し殿下』の顔ではなく、『好奇心を抑おさえきれない学者』の顔をしている殿下が好きだ。そちらの方が素の表情のようだし、どこか幼げにも見える。何となく私に気を許してくれているようで嬉うれしい。

（本当に素かどうかはわからないんだけど……）

　私はナディル殿下のことを知らなすぎると思う。

　エルゼヴェルトの冬の湖に転落したせいで、そもそもの土台となる己の記憶すら完全ではない。今ここにいる『私』は、記憶を失ったせいでよみがえった和泉いずみ麻ま耶や（三十三歳・独身）の意識が基準となっていて、王太子妃としては判断基準とするべき知識も指し標ひようも欠けている。

（知っているのは、ナディルさまの食べものの好き嫌いくらいで……）

　私が今の『私』になってまだ一年しか経たっていなくて、私はその一年分の殿下しか知らない。

　でも、おいしいものを食べた時のわかりにくい上じよう機き嫌げんな表情とか、それから、静かな時間を邪じや魔まされて不ふ機き嫌げんな時の表情はすぐに思い出せる。

　餌え付づけ作戦は今も絶賛続行中だ。胃い袋ぶくろを摑つかむのとっても大事！　私の中ではこれほぼ最優先事じ項こうに近い。元々はこの世界で生きていくために殿下の胃袋を摑むのが目的だったけど──今はそれ以上に殿下の喜ぶ顔が見たくてやっているようなところがある。

　さりげなく、ちらりと目の前の殿下の横顔に視線をやった。

　そっと胸元を押さえる。

（今ここにある気持ちは変わらないし、噓うそじゃない）

　この奥にある感情────この想いだけは、記憶を失ってもなくなったりしなかった。

（もう、ただ『好き』というだけではなくなってしまったけど）

　今の私には、独どく占せん欲よくがあり、そして、強い願いがある。

（ううん。願ってるだけじゃだめなんだ）

　だって私は殿下の隣に立ちたいのだ。

　そこを誰かに譲ゆずる気なんてまったくない。

　それは、腕の中で守られているだけでは満足できないということだ。

（私はもう、願っているだけの子供ではいられない）

　この国は私の国なのだと、今は亡なき恩おん師しルハイエ教授は言った。

（私の国に対して、私は何ができるのだろう……）

　思い出すのは、私がミルクと蜂はち蜜みつを好んだことで乳製品の開発や養よう蜂ほうが盛さかんになったという殿下の言葉だ。

　今ではさまざまな種類のミルクが手に入る。その副産物としてチーズなどの乳製品も豊富に生産され、幅広く売られているし、王都の料理店ではチーズを使った料理が流りゆう行こうしているとも聞く。

　かつてはその大半が薬屋で扱あつかわれていたという蜂蜜は、今では食料品店でも普ふ通つうに購こう入にゆうできるくらい一いつ般ぱん的てきなものになり、民の食しよく卓たくを賑にぎわせているそうだ。

（そういう風に、皆がおいしいものをたくさん食べられればいい）

　私に、ダーディニアという国の政治や経済の難しいことはわからない。

　でも、食を豊かにするということに関してなら、わずかではあるけれど、できることがあるんじゃないだろうか。

（この国ならではの名物料理を作るとか……）

　ぼんやりとそんなことを考えている。

　今はまだほとんど名前だけの王おう太たい子し妃ひである私にできることはそれほど多くはない。

（……でも、王おう妃ひになったらたぶんもっと多くのことができるようになる）

　きゅっと握り締めた左の手首には、孔く雀じやく緑みどりの鮮あざやかな色合いのシュシュがある。

　それを見ていたら、この二日間の出来事が鮮せん明めいによみがえってきた。

（すごく、いろいろなことがあった……）

　生命いのちを狙ねらわれて迷めい宮きゆうを逃げ惑まどったこと……グラーシェス公こう爵しやく妃ひであるエレーヌ様と話したいくつかの事実……そして、一番印象深いのは孤こ児じ院いんで過ごした時間だ。

　慌あわただしく別れたジャーロ。さよならも言えないまま別れることになったラグやルファ、フィーやリナリーにウェイ……子供達の顔が次々と浮かび、そしてお世話になったレラ・アデーレを想う。

（私の国に生きる人達……この国の王妃となる私が守り導くべき人達……）

　これまで漠ばく然ぜんとしていて、ただ言葉でしかわかっていなかった存在だけど、初めて具体的な形をもって考えられるようになった。

　いつも私のそば近くで世話をしてくれている女によ官かんや侍じ女じよ達ももちろん私の国の民である。でも、彼らは貴族階級に属する者がほとんどで、私と同じく民を守り導くべき立場だと認にん識しきしているから、実感としてはピンと来ていなかったのだ。

（みんなに出会ったことで、少しだけわかったような気がする）

　ダーディニアの王妃になるということ。

　この国を愛するということ。

　私なりに理解の糸口を見つけることができたと思う。今ならば、かつてルハイエ教授から与あたえられた課題に答えを出せる気がする。

（まだ、とても拙つたないものだけど……）

　私はそのスタート地点に立ったばかりだ。
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「……ナディルさま、重くないですか？」

　たぶんもう十五分以上は地下都市を歩いていた。

　殿下の足取りは最初とまったく変わっていないようだけれど、とても気になる。

「まったく重くない。……君は、もう少し太っていい」

「……ナディルさま、女性に太るは禁きん句くですよ」

　私は笑顔でやんわりと窘たしなめる。

　こういうことはすかさずその場で直していかないと！

「では……もう少し体重を増やしたほうがいい」

「……イヤです」

　言葉を変えても意味は同じですから！

　私は確かに太ってはいない。むしろ同年代の子達と比べると、縦も横も圧あつ倒とう的てきに足りていないと思う。でも、それでも、太る、とか体重が増えるとかは聞きたくない言葉だ。

「もうちょっと肉をつけないと、体力がつかないだろう」

「運動をします！　それで筋肉をつけるのです」

「君に筋肉は無理だろう。……それ以前の問題だ」

「え？　それ以前ってどういう意味ですか？」

「急に運動したりすれば倒れる。……今のところ、日常生活にさほど影えい響きようを及およぼしていないから気にならないかもしれないが、エルゼヴェルトというのは、本当に虚きよ弱じやくな体質なのだ」

　再度念押しするかのように、殿下は私は身体が弱いのだと告げる。

「……君は呼吸器系が特に弱いと聞いている」

　半年前、私の主治医が替わった。新しい主治医は、マリアナ＝ラヴェルという中年女性だ。アル・グレアの川向こうの大学都市在住者で、週に一回の健康診断の時以外は大学で教きよう鞭べんをとっているという。

　貴族ではない者が正式に王族の主治医になった例はこれまでなく、いろいろと物議をかもしたらしいけど、結局、殿下はご自分の意思を通された。

　こう考えると、グラディス四世陛下がお亡くなりになられてから、王宮はだいぶ様変わりをしているように思える。

「これまでは、宮からほとんど出ることもないため自分でも気付いていなかったのかもしれないが、これからはそうも行かぬだろう。君は虚弱体質気味で体力もない。もちろん、運動をするなどもってのほかで、全力で走ることもできるだけ避さけた方がいい」

「え？　走るのがだめなんですか？」

「呼吸器が弱い、というのは、そういうことだ。私は医者ではないが、知識はそれなりに得ている。……何もそんな悲観的な表情をしなくとも……」

「いえ、だって……別に全力で走る予定はないのですが、何と言いますか、すごくナディルさまのお荷物のような気がします、私」

「何を言う。君を荷物だなどと思ったことはない」

　殿下は軽く目を見開いて言った。

　これ、ちょっとわかりにくいけれど、驚おどろいているときのナディル様の顔だ。驚いている、というよりはニュアンスとしては「心外だ」というところ。

「……今の状態は文字通りお荷物だと思いますけれど」

「バカなことを。荷物だったらこんな風に大切に抱かかえあげたりはしない。君は、私の宝だろう」

　殿下は当たり前のことを言うかのごとき口調で私に告げる。まるでそれは常識だとでも言うように。

「宝、ですか？」

「そうだとも。君は私のエル・ゼ・ヴェルートだ」

　エル・ゼ・ヴェルート────旧帝國語でいう『鍵かぎの姫ひめ』。でも、殿下の言葉のアクセントからすると、たぶんさらに古い意味の『宝の姫』の方なのだと思う。

「……私は、ナディルさまの宝なのですね」

　思わず、呟つぶやきがこぼれた。かすれた声を、殿下はそれでもちゃんと聞き取ったらしい。

「ああ」

　しごく当然というようにうなづく。

　その当たり前だという態度が、私を宝だと言ってくれるその言葉が……ううん、殿下が私に伝えてくれるすべてが嬉しくて頰ほおが緩ゆるんだ。

（うわー、どうしよう……）

　どうしていいかわからない。背中がムズムズして、指先がくすぐったいような感じがした。胸の奥の……身体の真ん中みたいなところが暖かくなっていて、じんわりと熱いものがこみ上げてくる。

（……嬉しい）

　少しずつあふれ出したものは、まるで尽つきることがないかのようで……それが何であるのか、言葉ではうまく言いあらわせなかった。

（何だか、無敵になった気分！）

　この瞬しゆん間かん、私の心はダイヤモンドだった。

　肉体的にはすっごくひ弱で貧ひん弱じやくだけれど、心だけなら最強無敵の勇者だ。

　胸がいっぱいで、何だか少し息苦しいような気さえして……私は熱に浮かされるように言葉を紡つむいだ。

「ナディルさまも私の宝物です」

　何をどう言ってもうまく伝えられない気がしたけれど、言わずにはいられなかったのだ。

　私の言葉に、急に殿下が足を止める。

「……ナディルさま？」

　まるで凍こおり付いてしまったように動かない。

「ナディルさま？　ナディルさま、聞こえてますか？」

　縋すがり付いた胸をそっと叩たたく。

「……ナディルさま？」

　名前を呼ぶと、殿下は深く息を吸すい込こんでゆっくりと吐いた。

「……何でもない。ちょっと考え事をしていた」

　なんだ。良かった。……じゃない。すごい恥ずかしいことを言ったのに思いっきりはぐらかされた気がする。

「ナディルさま……」

　追求しようかと思ったけれど、ふと見た殿下の耳元がほんのり赤いのを見て、止めた。

（照れてくれてるのかな……）

　そう思ったら、また少し距離が縮まったような気がした。

「………このあたりから、王宮の敷地になる」

　しばしの沈黙の後、殿下は、何事もなかったかのように私に教えてくれた。そう言われて路面に目をやったけれど、私に違いはまったくわからない。

「……ナディルさま、この路面の光は何なのですか？」

　路面の光だけではない。地下にだけあるこの蛍光灯のような明かりが何なのかが知りたかった。

（……明らかにオーバーテクノロジーなんですよね）

「遺い物ぶつだ」

「いぶつ、とは？」

　異物？　いや、遺物だろうか？

「過去の文明の遺産だな。おおまかな年代で言うならば、おそらくは帝國時代初期の頃のものがほとんどだろう。……現代の一般技術ではもちろんのこと、大学の総力を挙げても現い在まのところ複製が不可能とされている。再生・修理についても研究の段階でしかない。だいたいの仕組みはわかっているが、素材や材質が不明なものが多いのだ」

　説明してくれる殿下の声はいつもながら淡たん々たんとしている。でも、その声の底にわずかに柔やわらかな響きがあった。こういった会話を交かわすことを殿下は嫌きらいではないのだ。

「地下の……この都市を私達は単に『迷宮』とか『王おう都と迷めい宮きゆう』と呼んでいる」

「『王都迷宮』、ですか？」

「そうだ」

　見るが良い、と殿下は私を抱いたまま振り返った。

「……すごい……」

　階段をのぼったという感覚はほとんどなかったのに、いつの間にか、私達は随ずい分ぶんと高台へとたどり着いていたらしい。

　私達の眼下に、青みがかった無数の光に包まれた都市遺跡が広がっている。
















「……星空のようですね」

　それはまるで、あちらの世界で高層ビルの高処からイルミネーションを見下ろしているかのような光景だった。

「地下にある星空か……」

　ナディル殿下の口からこぼれたのは詩的な表現だった。殿下は案外ロマンチストなところがある。

　和やわらぐ空気の中で、私の中に郷きよう愁しゆうにも似たセンチメンタルな気持ちがこみ上げた。

（綺き麗れいだけど、どこか物もの哀がなしい感じがする）

　きらめく無数の光……それはとても美しく、それでいて寂さびしい光景のように思える。

　それはもしかしたら、この地下の都市にはもう誰も住んでいないことを────この都市が過ぎ去りし時代の幻影のようなものでしかないことを、私が知っているからかもしれない。

「……王都迷宮のこの光は、年々数が少なくなってきている」

　ぽつりと殿下が言った。

「なぜですか？」

「現在の技術では修復できないからだ。記録によれば、かつてはもっと多くの光に包まれていたという。我々はこの地下都市について長年研究を続けているが、わかっていることはごくわずかでしかない。残された謎なぞは多く、私の一生を懸かけてもそれらを解明することは不可能だろう」

「……でも、殿下はあきらめるおつもりはないのでしょう？」

「もちろんだ。……私は私に可能な限り、その謎を追うだろう」

　殿下は柔らかく微わ笑らった。

　ほんとうにかすかなその笑みが、私に向けられていることが嬉しい。

「君も手伝ってくれるか？」

「私が、ですか？」

「ああ」

「私に何かできることが？」

「たくさんある。……そもそも、君こそがその謎の最たるものであり、謎のすべてはおそらくは君へと帰き結けつする。君は『鍵の姫エル・ゼ・ヴエルート』だ。建国祭の儀ぎ式しきを終えたら、帝國の遺産すべての主あるじとなる」

「……ていこくのいさん」

　馴な染じみのない単語が出てきたので棒読みで鸚おう鵡む返がえしにして、わざとらしく首を傾げた。殿下はまるで私がすべてを承知しているかのように話すけれど、知らないことのほうがずっとずっと多いのだ。

　話の腰を折りたくないとは思うものの、適度なところで私は知らないんですよアピールをしていかないと、理解できないままどんどん話が進んでしまう。

「君は、陛下からどこまで話を聞いた？」

　真顔になった殿下に静かに問われた。

　殿下がちゃんと意図をわかってくれることがすごくありがたい。

「……この国が私の……統一帝國最後の皇こう女じよの血筋を守るためにつくられた国であること。私がその血筋を正しく保持している最後の一人とみなされていること。そして、殿下がそんな私を守るために選ばれた夫であること、でしょうか」

　指折り数えながら、知っていることをできるだけ簡かん潔けつに伝える。

「そうだ。……君は、統一帝國の遺産を受うけ継つぐ唯ゆい一いつの人間だ」

　殿下は満足げにうなづいて続けた。

「……帝國の遺産とこの国で呼ばれるものは、公おおやけには二つある」

「二つ、ですか？」

「ああ……」

　そこで私を見て、まるで耳に刻きざみ込こむかのようにその二つの単語を口にした。

「……大学と遺跡だ」

「……大学」

「そうだ。この大陸にはかつて七つの大学都市があったのだが、今は六つ。そのすべての大学都市、そこに属するすべての研究機関及び施し設せつ……それらすべてを総そう称しようして『大学』と呼んでいる。このダーディニアは……というより、このアル・グレアは、大陸でも類るいを見ない特別な成り立ちをしている。そして、この王都迷宮は、アル・グレアの南岸にある大学が管理していることになっている」

「本当は違うのですか？」

「大学は何も知らない市し井せいの者が遺跡に入らないように封ふう鎖さしているだけだ。遺跡というのは我々の思い通りになるようなものではない。君も知っての通り王宮の地下には、番人……姿無き衛兵がいる。他の遺跡にもそれに類するものがいることがある。何も知らずに入れば、それらに排はい除じよされる。排除の手段が不ふ穏おん当とうなものになることがほとんどだから、何も知らないものが被ひ害がいに遭わないように封鎖しているのだ」

「……私達が今歩いている場所にも、王宮の地下にいるような番人はいるのですか？」

　姿無き衛兵は殺さつ傷しようを辞さない。というか、あからさまに殺しにかかると聞いている。それがわかっていて、私はエレーヌ様と共に地下へと逃げ込んだのだ。

　私を追った人達がどうなったのか私は知らないし、確かく認にんする気もない。

（ズルいと思うけど……）

　私達を追ったせいで命を落とした人がいたかもしれない。その結果を受け止める覚かく悟ごはあるけれど、あえて自分から訊こうとは思わない。

「今のところ似たようなモノがいると判明している建築物は、王宮の地下以外に二つだな。せっかくだから一いつ緒しよにのぞきに行きたいところだが、残念だが時間がない」

（確かに今は寄り道している暇はないですよね）

「もしかして……私がいれば、そういう建物にも入れるのですか？」

　小さなあくびを嚙かみ殺ころしながら尋たずねた。一緒にと言うからには、私が必要とされる理由があるのだろう。

　もう大丈夫だとわかったからか、だんだん緊きん張ちようが解とけてくると、何だかとても眠ねむくなってくる。

「入れる。君は文字通り『鍵の姫』だから」

　孤児院でもそれなりに睡すい眠みんはとっていたけれど、ずっとどこか気持ちが張りつめていたのだと思う。夜寝たらほとんど起きない私が、何度か目が覚めたから。

　今は殿下の腕の中という絶対の安全圏けんにいるせいで、すごく安心できてしまっている。

（……あったかいし）

　殿下がマントの中に抱き込んでくれているのがほどよく温かくて、それも眠りを誘さそう一因だった。摑まるように握にぎったマントの、絹であろうすべらかな手て触ざわりが気持ちが良い。

「……マスターキーみたいなものですね」

「ますたーきー？」

「あー、えーと、万ばん能のうな鍵、というか……そういうのです」

　どうやらこちらには存在しない言葉を口にしてしまったらしくて言い直す。

「そうだな。帝國の遺産の正統な主である君を阻はばむ扉とびらはなく、姿無き衛兵も他の守護者も君の前では沈ちん黙もくするだろう。……さしあたっての問題は、遺跡は広く複雑な構造のものが多いので、おそらく君一人では目的地にたどり着けないということくらいで」

「……それ、どちらの意味で言っています？」

　口角がややあがっている表情を見れば、その言葉の意図は察さつせられる。

「両方だな」

「確かに私は体力もありませんし、方向音おん痴ちだと思いますけど！」

「安心するがいい。君を無む駄だに歩かせたりはしない」

　殿下は珍めずらしく、機き嫌げんよさげな笑みを浮かべた。最初はそれほど機嫌がよくなかったけれど、いつの間にか直っていたようだ。

「それはありがたいと思いますけど……」

「……けど？」

「自分の足で歩かなければ足腰が弱くなりますし、いつまでたっても道を覚えないじゃないですか」

「問題あるまい」

「どこがです？」

（いやいやいや、問題だらけだし！）

　何で殿下がそんなに自信たっぷりなのか全然わからないから！

「いつも私が君を抱かかえて歩けばいい。これでも私は鍛きたえている方だから君が成人しても問題なく抱えられるだろう。……それに、方向音痴というのは不ふ治じの病やまいだ。かわいそうだが、頑がん張ばってもおそらく治るまい」

「そういう問題じゃなくて……っていうか、さっき約束しましたよね。抱き上げられるのは、今回だけですって」

　殿下は何を言われたかわからないな、みたいな顔をして私の言葉をさらっと流す。自分に都合の悪いことは聞かなかったことにしてますね、それ。

「体力つけるためにも、できるだけ自分で歩きますから！」

　殿下の耳元でしっかりと言い聞かせるように告げる。

　なのに、殿下はしょうがない子だ、みたいな表情で私を見た。まるで、さも私がわがままを言っているかのように。

「ナディルさま」

　思わず、腹の底からひくーい声が出た。

　言っておきますが、わがまま言ってるのはそっちなんですからね！　私、当たり前のこと言ってますからね！　一いつ瞬しゆん、え？　私が悪いのかなって思ってしまいそうだったけど。

「まあ、それは今後の検討事項だな」

「え？　検討の必要があるんですか？」

　私は単に自分の足で歩きたいって言ってるだけですよ？

　殿下は薄うすく笑った。

　私は小さなため息を一つついて話題を変える。

「……さっきのお話ですけど」

「ああ」

「建国祭が終わったら、お弁当とお茶を持って王都迷宮に行きましょう」

「ぴくにっく、だな」

「はい。……ナディルさまのお好きなものをつくりますね」

「私の好きなもの？」

「分厚いハムと卵とクリームチーズの胚はい芽がパンのサンドイッチや、固めに焼いたレーズン入りのチーズケーキ、それから、バーラト酒に漬つけた果くだ物ものたっぷりのパウンドケーキもお好きですよね」

「……そうかもしれない」

　殿下は少し変な顔をしている。

　私は思わず噴き出しそうになって、口元を押さえた。こう言うと何だけど、すごくかわいい。たぶん、同意してくれる人はいないと思うけど。

「いろいろおかわりなさいますけど、そのあたりが一番おかわりの回数が多いんですよ。気付いていませんでした？」

「君の作ってくれるものはどれも旨うまいからな。……何を作ってもらっても好みだと思っているからわかっていなかった」

（うわぁ……これ、困る。嬉しすぎるよ！）

　殿下の腕の中にいるのでなければ、くぅぅぅと呻うめいて、この小さな身体の中を荒あれ狂くるう喜びのままにソファやベッドの上でゴロゴロと転げまわっただろう。

（これって、餌付け作戦大成功の証しよう拠こだよね!!）

　こうして地道に成果を重ねていくのが一番強いと思う。

　でも、結局は、自分が作っているものを好きだって言ってもらって、それが嬉しいっていうだけなのだ。

（料理人冥みよう利りに尽つきるっていうか……報むくわれたっていうか……）

　好きな人においしいものを食べてほしいと思って努力したことが、ちゃんと伝わって受け入れてもらえたことが嬉しい。

（……一方通行じゃないってことだから）

　嬉しすぎてどうしていいかわからないって、今の私みたいな状態を言うんだと思う。

　殿下はわかりにくい人だけれど、時々とても素す直なおにこういうストレートな賛さん辞じをくれる。そういうのって本当に嬉しい。何度言われても慣れなくて、どうしたらいいかわからなくなってしまう。

　みっともなく緩んでいる顔を見せられなくて、殿下にぎゅうっと抱きついた。

　最初は躊躇ためらいがちに、そのうち当たり前のようにそっと背を撫なでてくれた手の心地ここちよさはダメ押しで、いつの間にか私はゆっくりと眠りに落ちていった。
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「は？」

　その時、俺は己おのれの耳がどうかしたのだと思った。

「……もう一度言っていただけませんか？　兄上」

　それほどに、三つ年上の兄────ナディルの口から出た言葉はありえないものだった。

「アルティリエを迎むかえに行くから、代わりにここに座すわっていてくれ」

　執しつ務む室しつの椅い子すから立ち上がった兄上は、どこから調達したのか神しん殿でん騎き士しが身に着ける外がい套とうを羽は織おる。

（……いやいやいや。この人、何言ってるんだ？　え？　これ、本当に兄上か？　兄上の皮をかぶったシオンじゃないのか？）

　白地を金で縁ふち取どったそれはこの上なく兄上に似合っていたが、それに見み惚ほれている暇ひまは欠片かけらも与あたえられていなかった。何しろ、目の前の兄はすぐにでも出て行こうとしているので。

「か、代わりと言っても、俺……いや、私は剣をふりまわすしか能のない軍人ですよ!?　兄上の仕事の肩かた代がわりなどできっこないんですが！」

　賭かけてもいい。兄上の仕事を代行できる人間など、この世に存在しない。

「そんなことは百も承知だ。おまえはここに座ってさえいればいい。……代わりに仕事をする必要もない。むしろ、手を出すな。……万が一のことがあったときはフィル＝リンとレイを使って対処しろ。二人で事が済まない場合は、ラーダを交えて何とかしろ」

「わ、わかりました」

　座っているだけでいいなら執務机の前じゃなくてもいいんじゃないか、とか、万が一のこととはどういう場合なのか？　とか言い出さなかったのは、兄上の姿がもう見えなくなっていたからだ。

　せっかちというわけではない兄上にしては珍めずらしい慌あわただしさだ。

（それだけ、義あ姉ね上うえのことが心配なんだろう）

　まだ幼さの残る義姉……王おう太たい子し妃ひであるアルティリエ・ルティアーヌ姫の姿を脳のう裏りに浮うかべる。

　光をはじく黄き金んの髪、透すき通とおる雪のような肌……儚はかなく可か憐れんな容姿の少女なのだが、ひとたび言葉を交かわせば、その芯しんの強さがよくわかった。

　まだ成人してはいないものの、実じつ年ねん齢れい以上に思し慮りよ深ぶかく聡そう明めいで、誰だれもが心こころ惹ひかれずにはいられないような輝かがやきに満ちている少女なのだ。

　兄上が心を傾かたむけているのも当然だと納なつ得とくできたし、だからこそ、あんなにも心配をしているのだろう。

（いささか過か保ほ護ごすぎるかもしれないが……）

　とりあえず、何かできることはあるだろうかと考えて、目の前の書しよ類るい函ばこを見やり、目をそらしてからもう一度覚かく悟ごを決めて、積み重なったそれを見る。もちろん、数が減るわけもない。

「……整理くらいするか……」

　俺は深々とため息をついた。

　書類整理の基本くらいは一応叩たたき込こまれている。

「……こういうの全然向いてないけど」

　必要最低限の書類は自分で作るし、俺のサインが必要なものにはちゃんと目を通すが、ほとんどの書類は副官のステイがちゃんと揃そろえてくれる。だが、そもそも兄上の仕事量からすれば、俺が捌さばいている量など誤差の範はん囲いでしかない。

「……で、義姉上の迎えって、どこに行ったんだ？」

　もちろん、グラーシェス公こう爵しやく妃ひの襲しゆう撃げき事件のことは俺も知っている。

　襲撃事件に巻き込まれた義姉────アルティリエ姫の行方ゆくえが知れないことも。そして、共に行方不明になったはずの公爵妃だけが今は自じ邸ていに戻ってきていることも。

　事の真相は未いまだ明らかになってはいない。

　直接襲撃した犯人のほとんどがすでに死んでいて、彼らの侵しん入にゆう経路等がわかっていないため、詳しよう細さいが明らかになるまでは処分保留というのが兄上の裁さい定ていだ。この手の事件の処分はいろいろと複雑で、すぐには決まらないことが多い。

（とはいえ、すべては兄上のご意向次し第だいということになるんだけどな）

　我が国は、その成立の事情から王権が強い。

　絶対的な権けん威いとまでは言わないが、王の意向がすべてに優先するようなところがある。

　兄上におもねるためなのかわからないが、公爵妃の襲撃事件が明らかにされてまだ半日も経たっていないというのに、誰が何を血迷ったか知らないが、現職者を更こう迭てつして俺を近この衛え師し団だん長ちようにしてはどうかという上じよう申しんがすでにあったという。

（軍の枠わく組ぐみがわかってねえ奴やつの言い出しそうなことだけどな）

　国軍は全部で六軍ある。

　近衛・中央・東方・西方・南方・北方の各師団で、俺は現在中央師団長を務めている。国軍六軍の頂点に立つのは国王、あるいは国王代理となる王太子だ。

　命令系統上、国王、あるいはその代理たる王太子の下において六軍師団長のすべてが同格である。とはいえ席次は必要となるので、その場合は師団長就任年数順だ。

　俺の席次は軍のみであれば西方師団長、近衛師団長に次ぐ三番目で、軍人として出席を求められた場合はその席次に従う。

　今の時点で俺は軍人としてのほぼ最高位にあり、これ以上の出世は見み込こめない。

　であるにもかかわらず、貴族階級の人間は、どういうわけか近衛が一番上だと考える輩やからが多い。いずれ近衛将軍ですな、などと世せ辞じを言ったつもりになっている者が多くいる。

　そのたびに副官のステイが、心の中の『いつか地じ獄ごくに叩たたきこむ奴一覧表』に丁てい寧ねいに記き載さいしているらしいが、俺は深くは訊かないことにしている。今のところは絶賛放置中だ。

（まあ、あえて近衛の師団長になりたいとは思わないけどな）

　中央師団長の俺が近衛師団長に任ぜられることはよほどの事態がない限りありえない。というのは、各師団共に、自師団内からその長を選ぶことが暗あん黙もくの了りよう解かいになっているからだ。

　絶対にないと言い切れないのは、近衛師団長というのは時々名めい誉よ職しよくの色合いを帯びるので、王族の箔はく付づけに利用されることがあるためだ。

（俺の場合、どうでもいいんだけどな……）

　俺は軍人として兄上の役に立てればそれでよく、進退はすべて兄上にお任せしている。うちの副官はそれが、俺が兄に依存しているようで気にいらないらしくていつも口うるさいことを言うが、俺は兄上の命令を直接受けることができ、役に立てればそれでいい。

（しっかし、今回の騒そう動どうの根はどこにあるんだろうな）

　俺を近衛に、なんて言うのはどっかのバカの寝ね言ごとにせよ、襲撃事件があまりにも不可解すぎて謎なぞだった。

（地位が高いとはいえ無力な老婦人を狙ねらうとか意味がわからんな）

　たいしてやることのない俺は、ちょうど一番上にあった襲撃事件の報告書に目を通しながら自分の考えをまとめてみることにした。

　まず、位置関係の書き込まれた図面に注目する。

（これ、射しや手しゆは軍人じゃねえな……）

　弓は持ち去られているが、矢は残されている。残された矢は遠えん距きよ離り用のものだ。あの距離でこの矢を選ぶのは軍人としてはありえない。

（あえてはずした、という可能性もなくはないけれど、最初からはずすつもりならこの配置にはしねえよな）

　残された矢の形状、本数……射手が潜ひそんでいたと思おぼしき場所……複数の射手が交差するよう矢を放っている。一本も掠かすめていないのは、実際腕が悪いのだろう。

（それとも、最初から生死はどうでも良かったのか？）

　しかし、ただの脅きよう迫はくだというには放たれた矢の総数が多すぎるし、襲撃したであろう実行犯の数も多すぎる。

　そして、現場に残された足あし跡あとから推測される射手の人数は同じなのに、東側と西側とでは放たれた矢数が著いちじるしく違う。

（……義姉上を巻き込んだことで西側の射手が躊躇ためらった可能性があるな）

　義姉────アルティリエ姫は同年代の子供に比べて小こ柄がらだ。遠目だとものすごい幼よう児じだと誤解する可能性もある。顔はよくわからずとも、子供を巻き込むことを恐おそれた者がいたのかもしれない。

（だとすれば、少なくとも射手のうち最低一人は、公爵妃に個人的な怨えん恨こんがある可能性が高い）

　公爵妃だけに恨うらみがあるから他を巻き込まなかった人間がいる。そして、子供が巻き込まれているのを承知しながらも彼女達を地下まで追った人間もいる。

　報告書からはさまざまなことが読み取れる。俺の推論が間違っている場合もあるだろうが、いろいろな観点から見るのは大切なことだ。

「でもなぁ、結局、襲撃事件は単なる手段で目的までわかるわけじゃねえしな……いや、それともこっちが目的の一つではあったのかな？」

　疑問が口をついて出る。

「あー、良ければその目的ってやつ、教えてもらえませんかねぇ」

　耳慣れた声がした。

「……フィル＝リン」

　いつの間にか室内には兄の乳ち兄きよう弟だい……いや、兄の右みぎ腕うでと言っていいだろう執しつ政せい官かんフィル＝リンの姿があった。

　れっきとしたアルトハイデルエグザニディウム伯はく爵しやく家けの公こう子しでありながら、どこにでも出しゆつ没ぼつするせいで下働きの者達の間でもよく顔を知られている有名人だ。たぶん貴族だと思われていないと思う。

　うちの部下の俺に対する態度もたいがいだが、フィル＝リンに対するほどではない。

「お久しぶりです。アルフレート殿でん下か」

「そんなに久しぶりだったか？」

「一か月ぶりくらいじゃないかと？」

「え？　そんなに会ってなかったか？」

「ええ。前回会ったのは、殿下が演習に行く時でしたから……」

「演習？　先月頭のやつか？　西方師団との合同の？」

「そうです」

「……それなら確かにもうすぐ一か月経つな」

　俺の中でフィル＝リンと兄上は常にセットだ。兄上とは毎週のように顔を合わせていたせいだろう。フィル＝リンともそんなに顔を合わせていなかったという感じがしない。

「……なあフィル＝リン、兄上はどこまで義姉上を迎えに行ったんだ？」

　フィル＝リンが、あー、と気の抜けた声をあげ、それから、あからさまにざっくばらんな口調になって俺に告げた。

「地下から下町に」

　改まった席ではもちろん畏かしこまった様子で恭うやうやしく話すのだが、こんな風に誰もいなければかなりくだけた口調になる。

　馴なれ馴なれしいという人間もいるが、こういうあけっぴろげな態度だと構えることなく話ができて気楽だ。それにフィル＝リンほど交友関係が広い人間を俺は見たことがない。

　わけあって俺には乳兄弟や乳姉妹がいない。

　その分、兄上が随ずい分ぶんと気にかけてくれたことは、今の俺を形成する大きな要因となった。

　子供の頃の三歳の年の差というのは結構大きい。それだけじゃない。幼い頃の俺は今から想像もできないほどひ弱だった。たぶん、俺を連れてだと何をするのにも面めん倒どうくさかっただろうに、兄上をはじめ、兄上の側近達は決して俺をないがしろにしたり、持て余したりすることなく面倒を見てくれた。

　もちろん、兄上は当時から忙いそがしい人だったから、直接構ってくれたのはフィル＝リンが一番多かったように思う。そのせいで、別に乳兄弟でも何でもないけれど、俺はフィル＝リンに対してはどこか特別な親しみみたいなものがあるのだ。

「下町？　なんで下町に？」

「襲撃されたとき、公爵妃と姫さんは地下に逃げ込んだとか……。で、地下で迷子になった挙げ句、下町に出ちまった、と」

「よく無事だったな」

　義姉上が地下において絶対に傷つけられることがないのはわかっている。だが、公爵妃が無事でいられた理由を俺は知らない。

「それはですね……むかーし、むかし、公爵妃は建国祭で『姫』だったことがあるそうです。で、どうやらその時に登録されていたらしい」

　ダーディニアにおいて、建国祭は最大の国家行事だ。

『姫』というのは、建国祭の儀ぎ式しきで王宮の奥深くの『始まりの庭』で王に王権の剣つるぎを与える妖よう精せい王おうの姫君役の娘のことで、『乙女おとめ』とか『女王』と言うこともあり、王族か大貴族の娘が務めるのが暗黙の了解になっている。

　エルゼヴェルトの直系に姫がいればその姫が、いなければ他の三さん公こうか王家に連なる血筋から選ばれる。

　この儀式は、そのまま建国王と初代王おう妃ひの出会いを再現している。

　この時使われるのは、エルゼヴェルトの姫君にしか封ふうを解くことができないと言われている王家代々の宝ほう剣けんルファナザーク。封を解いた剣を始まりの庭にある台座に奉ほうじることで、ダーディニアの国王は誕生すると言われている。

「『姫』になったことがあると必ず登録されるのか？」

「いや、必ずしもそうじゃないらしいんだが、なぜか公爵妃は登録された。……あー、詳くわしくはうちの殿下に聞いてもらいたい。俺もそう詳しいわけじゃないので」

　ちなみにこの登録は、実は俺達の都合ではどうにもならないものだったりする。

　現在、地下に踏ふみ入ることを正式に許されているのは、王族をのぞけば一部の学者だけなのだが、彼らは遺い書しよを書いて地下に潜もぐっている。地下の調査が少しずつ進んでいるとはいえ、未登録者はいつどこで姿無き衛兵の怒いかりに触ふれるかわからず、生命の保証がされていないからだ。年に数回は事故が起きるのだが、それでも学者達は地下に踏み入ることをやめない。あふれる好こう奇き心しんと知識欲とやらでどうしようもないらしい。

「……それ、本人は知っていたのか？」

「さあ……」

　知らないで地下へと潜ったのなら随分と勇気があることだと思う。まったく知らないからこそできたのかもしれないが。

「建国祭の『姫』ってのは、遺産継けい承しよう者しや……鍵かぎの姫ひめを探し出すために作り出されたものだ。たぶん、公爵妃が登録されていたこと自体が特別なんだと思う。現に、アリー……アリエノール殿下は『姫』をやったけれど、登録されていない」

　フィル＝リンが妹の幼少時の呼び名を口にして言いなおした。

「……それは、俺達が先王陛へい下かからしかエルゼヴェルトの血をひいていないからじゃないか？」

　俺は、先王陛下の面おも影かげを一いつ瞬しゆんだけ思い出した。

　物心ついてから、俺は父に面と向かって父上と呼びかけたことがほとんどない。「陛下」と呼ぶのが常つねだった。

　たぶんそれは、兄上がそう呼んでいたせいだろう。おそらくアリエノールやシオンも同様だったと思う。純じゆん粋すいに陛下を「父上」と呼んでいたのは、異い母ぼの弟てい妹まいだけだ。

　正直、俺は家族というものがよくわからない。そのせいもあって、この年齢になっても未いまだに独身だ。

「そうなんだろうな。ナディルもそう言ってた」

「ちょっと待て、フィル＝リン。……兄上はかなり自由に歩き回ってないか？」

「あー、それは問題ない……たぶん。ナディルには指輪があるからな」

「……指輪？」

「王太子の証あかしの印章の指輪だ。……あれ、遺い跡せきの通行証みたいなもんらしい」

　かつて建国王の妃となった妖精王の姫君からの結ゆい納のう品ひんの一つと言われているものだ。よくわからない材質でできていて、それほど大きなものではないのに驚おどろくほど精せい緻ちな細工が施ほどこされている。

　決して複製をつくることができないと言われているこの世で唯ゆい一いつの品だ。

「らしいって……もし違ったらどうするんだ」

「それなら大だい丈じよう夫ぶだった。俺も試ためしたことあるから」

「は？　試した？」

「おう。……あの指輪使って地下を歩いたことあるんだ。いつもは姿無き衛兵がすごくいるあたりを突つっ切きっても大丈夫だった」

「……何の実験してるんだよ」

「実験っていうか……あー、ちょい、陰かげながら姫さんの護ご衛えいをしたことがあって、そん時に持たされたんだよ」

「陰ながら護衛って……」

　状じよう況きようがまったくわからなかったけれど、これだけは俺にも理解できた。

　フィル＝リンは王太子の印章の指輪を貸し与えられて、自身も自由に地下を歩き回ったことがあるのだ。

（────たぶん、それも一度や二度じゃない）

　義姉上の護衛をさせるために、というのならぶっつけ本番だったはずがない。

　あの兄上が、義姉上に関することで一か八かの賭けをするはずがないからだ。

「そのへんのことは置いといて、そんなことより、俺はさっきの手段と目的とやらが知りたいんだけどな」

　フィル＝リンが強ごう引いんに話を戻した。わざと軽い口調で言っているけれど、そのわりには目が真しん剣けんだ。

　だから俺も、ちょっとだけ居住まいをただす。

「あー、別に根拠があるってわけじゃないんだ。……俺も一応、五いつ日か熱ねつの……ネーヴェの被ひ害がい者しやが犯人じゃないかっていう話は聞いているから。……でもそれ、唐とう突とつすぎるように思えないか？」

「どのあたりが？」

「何ていうか……ある日突とつ然ぜん犯人があらわれた感じがする……別にネーヴェのそいつらが偽にせ者ものだと言っているわけじゃない。被害に遭ったこともきっと本当だろう。でも、普ふ通つうはこんな事態になったりしない。彼らの恨みや悲しみというものは、時間の流れの中でゆるやかに消えていくはずだったんだ。……現に、二年間は何もなかったんだから」

　俺はそこで言葉を切ってフィル＝リンを見た。

「じゃあ、ここにきてどうしてこんなことに？」

「彼らを煽あおる者がいたんだと思う」

　口に出してみたら、それが正しい気がしてきた。

　顔も知らない誰かが、情報をねじまげ、悲しみと恨みを燻くすぶらせたネーヴェの人々の感情に火をつけたのだ。

「……『情報屋』なんて揶や揄ゆされることのあるうちの副官でさえ、あの一件は公爵妃の善意が被害を拡大させたと思ってたんだ。たぶん、誰かがそういう風に情報を誘ゆう導どうしたってことだろう？」

「それが、故こ意いだと？」

「…………たぶん」

　確証はない、と肩かたを竦すくめて見せる。

「アル殿下は今回の件、きっかけは何だと思ってる？」

「陛下の死。あるいは、陛下の死によって兄上の即そく位いが正式に確定したこと」

　俺はあっさりと答えた。

　公爵妃に一番最初の手紙が届いたのは、およそ一年前。陛下の葬そう儀ぎの直後だったと、さっきめくった記録にあったことで確信した。

　フィル＝リンはそうだろうな、というように小さくうなづく。

「たぶんばっかりであれなんだけど、……最終的には兄上の権威を失しつ墜ついさせたいんじゃないかと思う。成功の余地はほとんどないけど」

　俺の言葉をフィル＝リンは否定しない。おそらく、彼もそう推すい測そくしたのだ。

「なんでそう思った？」

「ステイ……うちの副官といろいろと話したんだよ。うちはそっちほど情報が豊富じゃない。でも、軍関連の情報はあるから、そこらへんを加味した結果の推測」

　俺は、王太子でありながら国王代理としてほとんど政務を負ってきた兄上の地位は盤ばん石じやくなのだと思っていた。

　実務能力も、平民の人気もあり、主おもだった大貴族からの支持も厚い。

　弟の俺からみても非ひの打ちどころのないような人なのだ。どんなに頑がん張ばったとしても、追いつける気がしないし、とって代わることは不可能だろう。というか、その後のことを考えたら代わりたい人間などいないだろうと思っていた。

「ではアルフレート殿下としては、今回の一件は公爵妃の生命を狙ったものではないと？」

「いや、そういうわけでもない。……とりあえず、順を追って話すな」

　俺は一息ついて口を開く。フィル＝リンはしっかりと話を聞く体勢で俺に向きなおった。

「まず、グラーシェス公爵妃の一件は、グラーシェス公爵家をかき回したい……できればお家いえ騒そう動どうのごたごたが起きてほしいって狙いがあると思う」

「無理だろう？」

「だから、そういう意図でやったってだけでそのとおりになったとは言ってない。必ずしも意図したとおりの結果を生むわけじゃないのだから」

「っていうか、北ほつ公こうは強固なナディル支持者だ。たとえば、公爵妃に何かあって……あるいは、それ以外の理由で隠いん居きよしたとしても、息子むすこはガチなナディル信者みたいな奴だし、その子供であるクロードにいたっては元副官でさらには嫁がアリエノール姫だぞ。誰が後を継ついでもあの家はナディル支持から覆くつがえらないだろう？」

「でも、多少なりと勢力を削そぐことはできる。……現にこのゴタゴタに手をとられて、建国祭関連の諸もろ々もろの準備が遅れている。例年、北家が担当している幾いくつかの任を、すでに一族中の別の家に回したとも聞いている」

　ダーディニア貴族は、奉ほう仕しする存在だ。王に奉仕し、国に奉仕し、それが国家を支える力となる。

　建国祭のような国家行事において、ほとんどの貴族家が代々受うけ継ついできた任を持つ。王家より奉仕を求められることは、ダーディニア貴族にとって最高の栄えい誉よであり、信しん頼らいの証あかしでもある。よって、求められた奉仕の任が果たせないということは何よりも恥はずべき事態であり、貴族としての欠格事由になりかねない。

「グラーシェスの面めん目もくが潰つぶれたとしても、ナディルの支持基き盤ばんが弱くなるほどのことではないと思うが？」

「確かに」

　そもそも、兄上には表立った反対勢力がない。

　これは、表向きほぼすべての貴族家が兄上の即位を支持しているということになる。

「だから、即そく座ざにそういうことはないと思う。でも重なったら？　……南のアルハンからは側そく妃ひをいれるだのいれないだのって話になってるんだろう？　俺は全然詳しくないんだけど、これも扱あつかいが繊せん細さいな問題だ。一つ対応を間違えれば、現在は良好な関係を築いているアルハンとの関係も疎そ遠えんになりかねない」

「……代だい替がわりした西のフェルディスとは、まだ互いに探さぐりあってるみたいな感じだしな」

「あとは……エルゼヴェルトはいろいろアレだけど、兄上支持は覆らない。というより、今の東とう公こうがどれだけ不支持を打ち出したとしても、推定相続人である義姉上は兄上の唯一人の妃なのだから」

「東公は不支持を表明したりなんかしないさ。……バカじゃないからな」

　東公とはあからさまに対立しているものの、つきつめればそれは政治だの何だのではなく、お互いの感情的な部分のものでしかない。

「ただ一つだけ、エルゼヴェルトが……東公が兄上を支持しない場合がある」

「……そんなのあるか？」

　フィル＝リンが真顔で首を傾かしげた。

「義姉上だ。……義姉上が兄上の妻でなくなった場合……もっと言えば、他の男の妻になった場合、エルゼヴェルトは簡単にひっくり返る」

「ありえねーから。ナディルは絶対にそれを許さない」

「でも、義姉上の意思だったら？　どうにもならないだろう？　まあ、二人は仲なか睦むつまじいから本人の意思ではそうはならないだろうけど」

「そうだ。縁起でもないことを言うな。姫さんがナディル以外を選ぶなんてあるわけないだろ！　それに、無理やり姫さんの意思を曲げるようなことをナディルは絶対に許さない。っていうか、姫さんに手を出したらアイツ何するかわかんねーぞ」

　フィル＝リンは真剣だった。真剣に怯おびえていた。

「うん。それは今の状態からもわかってる。でも、たぶんだけど、そもそもがこれ、義姉上からはじまってると思うんだよな」

「はぁ？」

　フィル＝リンはさらに変な顔をした。

「まあ、順番に話していくよ。えーとどこまで話したっけ」

「四公との関係ひっかき回すとこ」

「ああ、そうだった。……ちなみに、今から話すことは別に証しよう拠こがあるとかじゃないから、フィル＝リンの胸の内におさめておけよ」

「わかってる」

「俺とステイで検討しただけだから……。まあ、何をどう頑張っても兄上を蹴け落おとすことは不可能なんだけど、たぶん、それを目標にしているんだろうとは思ってる。そうじゃないと目的が達せられないからな……極きよく端たんなことを言えば、最終的な目標はクーデターだと思う」

「クーデターってのは随分と穏おだやかじゃねえな」

　フィル＝リンは一年前のエサルカルのそれを思い出したのかもしれない。呆あきれ顔がおで軽く首を横に振った。

「今回の公爵妃の襲撃事件の狙いの一つは、北の守りであるグラーシェス公爵家の力を削ぐこと、公爵家の内部をひっかき回すこと。その他に近衛の責任問題を槍やり玉だまにあげることがあると思う」

　俺は一本ずつ指を折ってみせる。

「近衛の責任問題？」

　フィル＝リンがきょとんとした顔をして首を傾げた。彼は文官だから、たぶん武官……軍人の暗黙の了解的なルールには疎うとい。

「公爵妃の襲撃は、現近衛師団長であるレーデルド公爵の解任が狙いだろうっていうのが俺達の結論なんだ」

　たぶん、考えたこともない回答だったのだろう。フィル＝リンはまったく理解できないという表情になっている。

「なんでレーデルド公爵？」

「レーデルド公爵は失しつ態たいを重ねているんだ。……本当は、去年の義姉上の転落事故をはじめとする一連の責任をとって辞任するって本人も言っていたんだけど、エサルカルのクーデターがあって出しゆつ兵ぺいした。で、戦後に辞任を言い出したんだけど、勝かち戦いくさだったせいで功績と相そう殺さいされて辞任が帳消しになった」

「本来、辞任すべきところだった？」

「そうだ。近衛の一番重要な仕事ってのは、王族の護衛だ。なのに護衛対象を見失って生命の危機にさらし、さらには記き憶おく喪そう失しつにまでさせてしまったんだぞ。……これは、俺達の間では絶対の辞じ任にん案件だ。前回は兄上が重ねて慰い留りゆうしたから留任したけど、さすがに今回は無理だ。義姉上が襲撃に巻き込まれていたことをレーデルド公爵が知ったら、即そく辞表だ。下へ手たしたら、自じ害がいするぞ」

　義姉上の件は最重要極ごく秘ひ事じ項こうとして伏ふせられているが、それが判明すれば今度こそ即座にレーデルド公爵は辞任する。

「自害って大げさな……」

「大げさじゃない。そういうもんなんだ。……そういう覚悟で軍人は護衛の任をあずかってるんだよ」

「いや、でも、後任のアテはないんだ。……あそこの副官は師団長になるにはまだいろいろと足りない。公爵妃の襲撃事件は俸ほう給きゆう返上とかの罰ばつ則そくの予定だ。レーデルド公爵の解任なんて予定はまったくない」

「それはそっちの言い分だ。公爵からすれば近衛師団長として二度も面目失ってるんだ。もう絶対にうなづかない。無理に留任させれば、ひどい結果になるぞ。……そっちの考える人事パズルはどうでもいいんだ。今、公爵が辞表を出さないのは建国祭があるからというだけにすぎない。さすがにここで辞任なんかしたら、どうにもならなくなるからな」

「けど、後任が……」

「クロードがいる」

　俺はつい数日前、建国祭のために領地から出て挨あい拶さつに来た男の顔を思い浮かべた。

　妹アリエノールの夫となったグラーシェス公爵家のクロード＝エウス。

　元々は近衛師団長だった兄の副官だ。当然、将来の団長候補であったし、今でも予備役として近衛師団に籍せきだけはあるはずだった。

「いや、でもあいつ、正式に親おや父じさんとばして公爵家の後あと継つぎになるはずなんだけど」

「問題ないだろ？　確か、今のエルゼヴェルト公爵は公爵位を継いだまま、何年も東方師団の師団長を兼けん任にんしていたはずだ」

「それは方面軍だからこその特別措そ置ちだ」

「だったらその特別措置をクロードにも適用すればいいだけだ。何もずっと兼任させろってわけじゃない。その間に次を育てればいい。それに……賭けてもいいけど、クロードは断らない。レーデルド公爵の面目をこれ以上傷つけたくないと、あいつだって思ってるはずだからな」

「面目って、そこまでのことなのか？」

「そこまでのことなんだよ。特に、あの人は責任感が強い。去年の義姉上の件は、今でも気にしている」

　それから、レーデルド公爵のことを少しだけ考えた。

　かつて兄上の後を受けて近衛師団長になったあの人は、近衛を掌しよう握あくするのにかなりの苦労をしたと思う。

（俺だったら絶対に無理だ）

　絶対的カリスマの持ち主みたいな兄上の後。しかも、出しゆつ陣じんしたすべての戦いくさに勝利しているという華はな々ばなしい戦歴まで残している。師団の人間は古参であればあるほど、兄上を慕したっただろう。

（それでも、兄上直々に「すまない」と告げられた。苦労をかけることはわかっているからだ。そのうえで、だからこそ選んだのだと告げられれば、奮ふん起きしないわけにいかなかっただろう）

「…………クロードを後任にするのが一番世間的に納得が得られるっていうだけで、別にクロードじゃなきゃいけない理由があるわけじゃない。そっちでもっといい後任人事があるならそれでもいいんだ。ただ、いかなる理由があろうとも絶対に箔付け目的の貴族のボンボンだけはいれないでくれ。……あと、今回のこの件で、グラーシェス公爵が脅きよう迫はくを受けるかもしれない」

「え？　グラーシェス公爵『が』脅迫されるのか？」

「ああ」

　フィル＝リンがすごく変な顔をしていた。

　気持ちはわかる。公爵は脅迫されるような方じゃない。圧あつ倒とう的てきに脅迫する方だ。

　それも、本人にはそのつもりがまったくないのに、脅迫だと勘かん違ちがいされるやつだ。

（雰ふん囲い気きが恐ろしいんだよな……）

　近寄りがたい威い厳げんの持ち主なのだ。

「どうやって脅迫するんだ？」

「あー、ステイ曰いわく。『今回は助けてやったが、次回はそうはいかない。次は本気でやるぞ』みたいなことを言うんじゃないかって」

「それ、逆効果だろ」

　フィル＝リンの言う通り、そんなことをした場合、あの爺じいさんは草の根分けてでも犯人を見つけ出し、決けつ闘とうでも何でもして絶対に犯人を許さないだろう。そんなことは、爺さんを知るすべての人間が理解している。たぶん、わかっていないのは犯人だけだ。

　あの公爵は隠かくれた愛妻家である。妻があわや、という目にあって、それをそのままにしておくはずがない。

　今更だが、兄上と北公が仲が良い理由がわかった気がする。

「まあ、犯人には可哀かわいそうなことになるよな」

　むしろ、犯人を憐あわれんでしまうほど。

「もしや、アルフレート殿下は、犯人の目星がついてるのか？」

「……目星っていうか……まあ、たぶん？　って言っても、全部が全部そいつらなわけじゃないんだけど。……だからさっき言っただろう。義姉上が原因じゃないかって」

「姫さんが何をしたんだよ」

　フィル＝リンの表情が翳かげる。

（珍しいな……こういうの）

　フィル＝リンはあまり誰かに肩かた入いれすることがない。

　人づきあいがうまく、交友関係が驚くほど広い。が、その付き合い方は広く浅くといったところで、あまり深くは付き合わないようにしている。いつ誰を切り捨てることになるかわからないから深入りしないのだと、いつか話してくれたことがある。

　いつだって、兄上以外のすべてを切り捨てる覚悟をしているのだな、と俺はその時に理解した。

　だから、今のは見たことのない顔だ。

「義姉上が悪いわけじゃない。ただ、義姉上ゆえに彼はこんなことをしでかしたんだと思う」

「姫さんゆえに？」

「たぶん、義姉上は彼のことを認にん識しきしていないと思うけどな」

　会ったことも数えるくらいだろう。

「問題は、確かに彼は黒幕の一人だと俺は確信しているけれど、さらにその彼をそそのかした誰かがいるかもしれないってことだ」

『伏ふく魔ま殿でん』なんて呼ばれていたかつての後こう宮きゆうは今はもうないというのに、結局のところ不ふ穏おんな事件はなくならない。

「いったい、誰なんだよ、それ」

　もったいぶらないで教えろ、とフィル＝リンは言う。

「……いや、ちょっと素面しらふで口にするには憚はばかられるんだよな」

「……なんで？」

「一応、身内だから」

　フィル＝リンが目を丸くした。

「最終的には、兄上にとって代わりたい……いや、さらにその裏にいる人間にしてみればとって代わらせたい、なのかな……それって結局はクーデターってことだろう？」

「……そうだな」

（俺はこうしてちょっと考えただけで、もういろいろ腹いっぱいなんだけどな）

　なのに、この黒幕─────彼は、兄上を蹴落としたいのだ。

　だがその場合、俺も巻き込まれることは決定だ。

　時々自分でも忘れるのだが、俺の王位継承権は兄上に次ぐ二位である。さらには、兄上が即位すると兄上と義姉上の間に子供ができるまでの間、俺の継承権は暫ざん定てい的てきに一位になる。

「いったい、誰なんだ？　そのナディルにとって代わりたいって考えている奴は」

「っていうか、普通に考えてみてくれ」

「普通に？」

「そう。普通に王位について考える。……兄上を排はい除じよしたら、次は俺。でも、俺は王位なんかまったく望んでない。それはフィル＝リンだって知っているだろう？」

「ああ」

　俺にしてみれば、第二王子。第二王位継承権者という事すら面倒くさいものだ。

　それでも継承権を放ほう棄きしないのも、王子のままでいるのも、全部兄上の手助けがしたいがためだ。

「で、俺の次は？」

「……まさか、ナディア殿下？」

「違うっての。なんでそこで王女だよ。……もう一人いるだろう」

「……エオル殿下か？」
















　フィル＝リンは、まさかという顔をする。でも、そのまさか、なのだ。

　本来は俺の次はシオンになる。だが、すでに正教の聖職者として修道の誓ちかいをたてたシオンは継承権を放棄し、王子ですらなくなっている。

　ダーディニアの王位は俺の知る範囲では年齢順の男児優先で継ぐことになっているので、第三王位継承権はエオル、グラーシェス公爵家に嫁いだアリエノールは継承権を放ほう棄きしているから、第四王位継承権はナディアのものだ。

（たぶん、例外があるけどな）

　そのあたりは、国王、王太子、四大公爵あたりだけが知っているのだろう。王子であっても俺には知らされていないし、おそらく他の王族も同様のはずだ。

　もしかしたら、兄上の即位後に、俺にも知る機会があるかもしれない。

（まあ、知ったからって何が変わるわけでもないが……）

「そうだ。……双ふた子ごとはいえ、ナディアは何も知らないだろうな。知っていたら、義姉上とあんなにも無む邪じや気きに付き合っていられない。あの子は心根がまっすぐだ」

「本当の本当にあのモヤシ殿下が？」

「そう。……あんまり、モヤシモヤシ言うな。不ふ敬けい罪ざいだって言われるぞ」

　俺はため息をつきながらうなづく。

「……いや、そうなんだけどさ。何でまたナディルにとって代わろうなんて思ったんだ？　あの影かげの薄うすい殿下は」

　俺達兄弟きようだいの中で、おそらく一番、性質が亡き父上に似ているだろう異母弟おとうとの顔を思い出す。正直、ちょっとすぐには思い出せない。

　公式の場ではだいたいいつもセットでいる双子の片割れ────ナディアが、物おじしない性格なせいか、エオルの印象は極きわめて薄いのだ。

「……だから、義姉上が原因なんだ」

「姫さん？」

「……どうやら、惚ほれたらしいんだ」

「は？　ほれた？」

　フィルは言葉の意味が理解できないようだった。気持ちはわかる。

「たぶん、だけどな。どうも、エオルは義姉上に横よこ恋れん慕ぼしたみたいなんだ。……それとも、懸け想そうしたと言いい換かえた方がわかりやすいか？」

　そこまで言って、やっと理解してくれたらしい。

「……いつ？　どうやって？」

「そんなの俺に聞かないでくれ。俺のことじゃないんだから。……とにかく、エオルは義姉上に惚れた。これが大前提な。……で、だからこそ、義姉上の夫という立場を欲ほつした。うちの副官いわく、誰かが唆そそのかしたんだろうって。義姉上の夫になるには国王にならなければいけない、とね」

「……普通、諦あきらめるだろ？」

　誰がどう考えても、兄上とエオルとでは比べものにならない。

「諦められなかった……というか、諦めることを知らないかもしれない……あの子は生まれながらの王子だから」

「いや、でもさ……相手はナディルだぞ？　ナディルと張り合おうって思えること自体がすごいと思うぞ」

　本気でフィル＝リンは感心している。

「真剣に考えてないんだろう……エオルが唯一、兄上に勝まさっているのは若さってだけだが、この場合、若さが利点になるとは限らない」

「そのとおり」

「あれの周囲は、あれの癇かん癪しやくに巻き込まれたくないから適当なことを言う連中が多い。アルティリエ姫は、年齢的には王太子殿下とよりもエオル殿下との方がお似合いでございます、とか何とかな」

「あー、想像つくな。それでその気になっちまった、と。……エオル殿下って、今、いくつだったっけ？」

　フィル＝リンはエオルの年齢すら覚えていないらしい。

「十八歳。去年、帯たい剣けんの儀ぎは終えている」

「……ってことは、大たい逆ぎやく罪ざいだな」

　あっさりと言った。

　エオルが本気で兄上を陥おとしいれようとしているのであれば、それは国家への反逆であり大逆罪となる。

　王族は一いつ般ぱん的てきな法律では裁かれない。だが、事が大逆となれば話は別だ。未成年であれば罪つみ一いつ等とうを減じられることもあるが、成人していればそれはない。

「たぶん、エオルはわかっていない。……理解していないんだ」

「何を？」

「自分の望みがどんな事態を招いたか……。エオルは、もしかしたら口にしただけかもしれない。義姉上を妃にしたいと……。諦めきれないのだと。だが、その言葉は乳兄弟のファーサルド子し爵しやくを動かしたんだ」

「ファーサルド子爵？　誰だ、それ」

「アルハン公爵家の一門の……二十数年前に社交界を騒さわがせる事件を起こした家の、今の当主だ。……俺は全然知らなかったけどな」

　当時幼かった俺の記憶にあるはずもないが、そもそも俺はそっち方面に疎うとい。でも、うちの優ゆう秀しゆうな副官がきっちりと調べてきてくれた。

「事件って？」

　そういうことに詳しそうなフィル＝リンでも聞き覚えがないらしい。

「一門で定められた婚約者を捨てて、他に婚約者がいたローデリア侯爵家の令れい嬢じようと半ば駆かけ落おち同然に一いつ緒しよになった。最終的には当時の子爵家の当主が亡くなったため、他に後継ぎがいなくて、名目上は許された」

「名目上は、ね」

「そう。家が存続したというだけだ。……ローデリア侯爵令嬢の元婚約者への慰い謝しや料りようとして先祖伝来の荘しよう園えんを手放したせいで家政が立ち行かなくなり、侯爵令嬢だった子し爵しやく夫ふ人じんはかつての縁えん────従妹いとこでもあるアルジェナ妃を頼たよった。その時、アルジェナ妃が妊にん娠しんしていたことが、彼女の幸運だった。ちょうど彼女も出産を控ひかえていたんだ。それで彼女はアルジェナ妃の子供……ナディアとエオルの乳う母ばになった。で、その時生まれた夫人の子供が現在のファーサルド子爵」

「……そこまで聞いても全然思い出せねえ。っていうか、そもそも、エオル殿下の顔も曖あい昧まいなんだよな、俺」

　フィル＝リンがうーんと首を捻ひねる。下町の飲み屋の親父の顔は忘れないのに、己が仕えている主あるじの異母弟の顔を覚えていないというあたりで、フィル＝リンの中のエオルの存在価値が透すけて見える気がする。

「まあ、あんまり印象的ではないからな」

　双子の片割れであるナディアが社交的なため、どうしてもエオルの影は薄い。

「顔とかあんまり思い出せないけど、癇癪持ちのわがまま王子だってことは知ってるぞ。あと三ダメ殿下ってこともな」

「さんだめでんか？」

「学問ダメ、武術ダメ、性格ダメ。身内にはあたりがきつくわがままで、対外的には人見知りで急におとなしくなるくせにすぐに逆切れおこすモヤシ殿下だ、って東ひがしの宮みやの女によ官かんが言ってた」

　ひどい言われようである。はたから見ればしとやかな美女揃ぞろいに見える王宮女官達だが、職業柄がら強い性格の者が多く、わりと容よう赦しやがない。

「……フィル＝リン」

　それ以上言わないでくれとの希望を込めて名を呼んだ。フィル＝リンはその俺の希望を正しく読み取ってくれたらしく、ため息をついて口をつぐんだ。

「……で、そのファーサルド子爵ってのが、エオル殿下の望みをかなえるために動いて引き起こしたのか？　襲撃事件を？」

　気を取り直したように話を変える。

「ああ。事件当日、彼が見知らぬ男達を王宮内部に引き入れたところを見たという目撃者がいる」

「へえ。目撃者」

「あの日、王宮と後宮の境となる門の門もん衛えいをしていた近衛の一人が、彼の顔を知っていたんだ」

「へえ……裁判になったとして、証言してくれんの？」

　相手はれっきとした貴族家の当主だ。証言者が平民だったら逆にひどい目に遭うかもしれない。

「義姉上の異母兄あに君だ。ラエル・クロゼス＝ヴィ＝フィノス卿きよう。いつでも証言台に立つと言ってくれたそうだ」

「……姫さんの……」

　俺も東方師団から近衛に籍を移し、冷や飯を喰くらわされていることは知っていたが、実は東公の子息の身でありながら、門衛までさせられていたらしい。

　とっくに自領に帰ったかと思っていたけれど、なかなかに辛しん抱ぼう強づよい。

「襲撃事件をはじめとして、今起こっていることはいろいろ矛む盾じゆんしている。何て言えばいいのか……すごいちぐはぐなんだ」

　一いつ貫かん性せいがないのだ。だから、犯人の狙いがよくわからない。

「ちぐはぐっていうか、とりとめないっていうか……」

「うん。でも、そもそもが、子供のわがままみたいな望みからはじまっているからだと考えればつじつまが合う。思いついたことをとりあえず全部実行して……だから、やっていることに整合性がないし、行き当たりばったりみたいなとこがある。しかも、複数の犯人がそれぞれ違う目的を持ちながら互いの思おも惑わくでいろいろ動いているからな。……まあ、今俺が話したことは、兄上なら全部わかってると思うよ」

「……あいつは十分の一も話してくれないから！」

「そりゃあ、兄上だからね」

　兄上は滅めつ多たなことは口にしない。自分の言葉が持つ影響力をわかっているからだ。

「ほら、これ……」

　俺はいくつかに分冊された書類の、同じ色の付ふ箋せんがついている頁ページを開いて並べてみせる。そして赤字で兄上の見解がまとめられている箇所を示した。

「かなり前からファーサルド子爵の名前は挙がっていたみたいだ」

　走り書きでエオルの関与は？　と書かれている。そして別の資料には、エオルが兄上に不満を持つ貴族とたびたび会っていることが記録されている。

　たぶん本当に重要な証拠書類などはこんなところにはないのだろう。でも、これだけでも疑惑を確信するには十分だ。

「……あんたは、だんだんナディルに似てきたな」

　フィル＝リンは少しだけ面おも白しろくなさそうに言った。

　そんな彼に、俺はにっこりと笑って告げた。




「俺にとってそれは、最上級の誉ほめ言葉だよ、フィル＝リン」
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（……あー、ぬくぬく……しあわせ～……）

　誰だれだって布ふ団とんと結婚したいと思ったことが一度や二度はあるはずだ。特に寒い冬の朝は布団から出たくなくて、いつまでも毛布の中に居たいと思ったことがあるだろう。今の私がまさにその状態だった。

　首を縮めて、ふわふわの毛布の中に口元を埋うずめる。

　まるですっぽりと寝ね袋ぶくろに入ってるみたいに心地ここちが良い。

（お布団、さいこー。このままずっとぬくぬくしていたい……）

　理想の朝の目覚めの一つは、このとてつもなく危険なぬくもりを感じながら、誰かが作る朝ごはんの香かおりの中で目覚めることだと思う。

　例えば、お味み噌そ汁しるの優しい匂においの中でゆっくりと意識が覚かく醒せいして、ジュージューと新しん鮮せんな鯵あじのひらきか、脂あぶらののった鮭しやけが焼ける音を聞きながらのろのろとベッドから出て、胃い袋ぶくろを刺し激げきするおいしそうな匂いの中で身み支じ度たくを整える。着替え終わって食しよく卓たくにつくと、目の前にほかほかと湯気のたつ朝食が並べられているのだ。

（そんなの夢だって知ってるけど！）

　これは一人暮らしの身では味わえない贅ぜい沢たくだ。己おのれがアルティリエ・ルティアーヌである今となっては、夢のまた夢である。

　ふわふわの毛布にくるまってぬくぬくとのんびりできる幸福感を味わいながら、半覚醒の頭で考える。

　でも……。

（……一部は実現できる）

　イメージしたのが炊たき立てのごはんだったり、大好きなじゃがいもと玉ねぎのお味噌汁だったりするのは、たぶん私にとって一番おいしい朝食が母────麻ま耶やの母が作ったものだからだろう。

（別に和食にはこだわらないけど……がんばればこっちでできるものもあるよね）

　例えば、塩しお鮭じやけとか鯵のひらきは、該がい当とうする魚が見つけられれば比ひ較かく的てき簡単に食べられるだろう。

　残念ながら日本で食べていたようなお米はないけれど、麦みそみたいな調味料があることは知っているから、お味噌汁のようなものは作ることができる。

　そして、あとはほんの少し怠たい惰だになれば……あるいは、自分で殿下の朝食を整えたいという望みを捨てれば、起きて、着替えて、テーブルに着いたら温かな朝食が運ばれてくる……というのも可能だ。むしろ、そのほうが王族の通常だ。

（でも……私はできるだけ殿下の朝食は自分で用意したいし、一緒に食べたい）

　私と朝食をとることが習慣になった今ならば、たまには他の人に任せてもいいかもしれないけれど……ううん。でも、まだ気をぬいたらだめだ。安心できる理由なんてない。

（積み重ねてきたこの一年間の思い出はあるし、お互たがいに好意はあるけれど、それに胡坐あぐらをかいていられる状況ではないものね）

　周囲はナディル殿下を狙ねらう妙みよう齢れいのお嬢様方でいっぱいなのだ。

　リリアの調査によれば、ここ半年以内に入った行ぎよう儀ぎ見習いの侍じ女じよの大半がそういう人達である。

　何といっても私が幼いのがネックだ。

　つまり、まだ閨ねやを共にしていないから……隙すきを狙われやすい。

　あと、殿下と私の年ねん齢れい差を考えて、完全な善意から娘を送り込んできている人もいるからいろいろ大変なのだ。

　私からすれば余計なお世話である。

　だから、しっかりと胃袋を摑つかんでいる自信はあるけれど、まだまだ足りない気がして仕方がない。

（……だって、そもそもが缶かん詰づめの携けい帯たい糧りよう食しよくで平気な方だし！）

　食くいしん坊ぼうな人はいい。おいしいもののために犠ぎ牲せいを払はらうことを厭いとわないし、とってもわかりやすいから。

　でも、元々それほど執しゆう着ちやくがなかったり、食べられれば何でもいい的な人は難しい。さらにそのうえで、殿下のようにご自分を制することに長たけた人だともっと難しい。

　私が作るものをおいしいと思って好きになってくれても、自制して……我が慢まんができてしまうから。

　だから、油断なんかしてはいけないのだ。

（……本当は、もっとこの手で作れればいいんだけど）

　己の小さな手に目を落とす。

　自分の手で作れるものはそれほど多くない。

　私が直接作業することを皆みなが好まないし、適温で提供しようとすれば、私が一人で作っていては間に合わないからだ。

　それでも、殿下が来る前に味見をしたり、ソースの細かな調整を指示したりして、できるだけおいしいものを提供するために努めることは大事だと思っている。

　ころん、と寝ね返がえりをうとうとして、すっぽりとはまりこんだぬくもりの中で、身動きがとれないことに気付いた。

（……あれ？……）

　私、すっぽりとはまり込んでる？

　もぞもぞと身動きをして、まだ目を瞑つぶっていたいと思いながらも、薄うすく目を開く。

（……壁かべ？）

　それから、柔やわらかい肌はだ触ざわりの毛布と、なめらかな手て触ざわりのシーツに気づく。

（……ここ……どこ……？）

　己の知るどこでもないのでは？　と気づいた瞬しゆん間かんにぱっちりと目が覚め……。




「…………っっっ！！！！！」




　思わず息を吞のんだ。

　いや、だって！　誰だって息を吞む。一いつ瞬しゆん、呼吸を忘れたから！

　やや視線をあげた私の目に入ったのは、作り物のように綺き麗れいな顔。

　見み間ま違ちがえるはずもない、私の夫たるナディル殿下の信じられないようなどアップだ。

（……これ、何が起こってるの？　何の罰ばつゲームなの？）

　パニックを起こす前に思考が停止した。

　だって、え？　なんで？　なんで殿下がここにいるの？

　いや、あれ？　私、どうしたんだっけ？

　脳のう裏りに目まぐるしく流れ込んできたのは直前の記き憶おくだ。

　祭りでにぎわう街の中で売り子をしていて危ない目に遭あったこと。危き機き一いつ髪ぱつ、殿下に助けられたこと。それから、殿下に抱きあげられて王都迷めい宮きゆうを歩いたこと……殿下のいろいろな表情や、王都迷宮の話をしたこと。その思いがけず柔らかな声のトーンまではっきりと思い出せた。

（……そっか、私、寝ちゃったんだ……）

　意識は一人前の大人のつもりだけど、身体からだはまだ十三歳の少女だ。しかも、あまり体力があるとはいえない。

　うん。殿下の腕の中で寝てしまったのはわかった。

　でもね……でも、今の状態はどういうこと？

　何度目をしばたたかせても、目の前に殿下の顔のどアップがあるという事実は変わらない。

　そう。つまり、殿下と一いつ緒しよに寝ているということだ。

（……じょーきょーがよくわからない）

　記憶にある最後は、殿下の腕に抱かれて王都迷宮の中を歩いていたところ。その後は意識がぷっつりと途と切ぎれている。

　ここは、深呼吸をするべきだろう。

　目を瞑って、深く息を吸って吐はく。

　身体の中に新しい空気をとりいれて、静かにゆっくりと吐く。

　何度か繰くり返かえして、心を落ち着けた。

（……殿下、まだ寝てる……）

　疲れているんだろうな。ずっと忙いそがしかったし……それに、きっと心配かけただろうし……たぶん、私がいなくなったことで余計な仕事も増やしてしまったと思う。

「……心配かけて、ごめんなさい」

　そっと身体からだを寄せて、少し伸び上がって眠っている殿下のおでこに唇くちびるを寄せた。

　軽く抱だき枕まくら状態だったので、腕の中から抜けるのはちょっと大変だけど、多少の自由はある。

　もちろん、起きていたらそんなことできるはずがないけど。

　普ふ通つうに起きていたら私達の身長差からしてまったく無理だし、恥はずかしいからね。

（……寝てるからできるんだよね……え？……）

　唐とう突とつに、殿下の眼めがぱっちりと開いた。

　蒼あおの瞳ひとみ……どこまでも透とう徹てつとした氷の蒼アイスブルーが寝ね起おきのせいで潤うるんでいる。

　ぼんやりとしているせいか、いつもより少し幼く……いや、若く見えるかもしれない。

（……[image: 〓]）

　焦あせって挙動不ふ審しんな動作をしそうになったけれど、危あやうく押しとどめた。

　ここでおかしな動きをする方が悪目立ちする。

（……お、落ち着くんだ、私！）

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　殿下がわずかに身じろぎする。

　そして────何の感情も映さぬ瞳が、驚おどろくほど間近で私を見た。

（……あ、これ、ちゃんと見えてませんね）

　そう思ったら、さっきまでの焦った気持ちが噓うそのように消えた。

　さっきのおでこへのキスは見られてない、というか、認にん識しきされていないだろうと思ったらとても安心できたのだ。

　私はぼーっとしている殿下を観察した。

（……睫まつ毛げながいなぁ）

　あと、お肌はだが綺麗。きっと夜よ更ふかしとかすごいし、不ふ摂せつ生せいもたくさんしてると思うのに。

（ナディルさま、寝起きがあんまりよくないんだ）

　それは新しい発見だった。

　しばらく、無言でそうしていた。

「……[image: 〓]」

　そして、目覚めた時と同じくらい唐突に、殿下は私を見て大きく目を見開いた。

（……あ、起きた……）

　先に目覚めていたおかげで、私はすっかり気持ちを落ち着けることができていた。

「……おはようございます。ナディルさま」

「……おはよう」

　たぶん、ナディル殿下も一瞬だけ状況を認識できなかったのだと思う。

　でも、殿下は殿下なので、動どう揺ようはほんの一瞬だけだった。すぐに気持ちをたて直して、いつもの表情になる。ただ、ほんの一瞬垣かい間ま見せた、きょとんとした表情が目に焼きついた。作り物ではない、素の表情のように思えた。

「……あの、ここは、どこなのでしょう？」

　間ま抜ぬけな質問だな、と思いながらも口に出す。

　寝しん台だいの上だということはわかっています。私の寝台ではないということも。

「……私の部屋だ」

　殿下が、気まずいようなくすぐったいような微び妙みような空気の中で身体を起こす。私もつられるようにしてのろのろと寝台の上に起き上がった。

「……後こう宮きゆうのですか？」

「ああ」

　あっさりとうなづいた。

　たぶん、そうだとは思っていました。でも、ご本人の口から改めて聞くとなかなか衝しよう撃げき的てきな言葉です。

（だって、これってつまり、殿下の寝台に泊まってしまったって事ですよね？）

　別に何かあったとは思わない。だって私はちゃんと寝ね間ま着きを着ているし……え？　寝間着？

（ちょっと待って。……自分で着替えた覚えなんて、ない）

　さーっと背筋が冷たくなった。

「……どうした？」

　目をぱちぱちとしばたたかせた殿下が私の瞳をのぞき込む。

「わ、私の着替えは？」

「ああ……君の女によ官かんに……ラナ・ハートレーに頼たのんだ」

　リリア、有あり難がとう。私は心の底から、リリアに感謝した。

　殿下に着替えさせられるなんてあり得ないから！　私がまだ幼くて殿下のお相手をつとめられるほど成せい熟じゆくしていなくとも、恥ずかしいものは恥ずかしい。それに、いつライバルになるかわからない殿下の女官達の手で着替えさせられるのも嫌いやだ。

「……あの、リリアが私を着替えさせたのに、なぜ私は殿下の寝台に？」

「……話せば長いことになるが、簡単に言えば、こちらに戻ってきたときにすぐ君の部屋に運ぼうとした。だが、タイミングが悪くてこっそりと運べなかったので私の寝台に寝かせておいた。用事が済んでから君の宮に送るつもりだったんだ」

　でも、それは叶かなわなかったのだと殿下は言う。

「……少々厄やつ介かいな問題が発覚して、戻ってきたのが遅かった……君は起きる気配もなかったし、口裏を合わせる必要があったからな。……だから、そのまま寝た」

　殿下の手が私の髪かみに触ふれ、梳くしけずるようにそっと撫なでた。

「……噂うわさになります」

「別にかまわない。元より、私達は夫婦なのだ。誰も文もん句くは言えぬであろう」

「……私が『姫』ができないのでは、と言い出す人間がいそうです」

「それはいるだろうな」

　殿下がくすりと笑った。

　すごく腹黒い笑みだった。

「……ちょっと腹がたちますし、幼女趣しゆ味みだって言われますよ、殿下」

「言わせておけ。何と言われても私は気にしない」

　その長い指先に私の金色の髪をくるくると巻いてははずし、また巻く。それはただの手て遊すさびだったけれど、私の気を惹ひこうとしているようでもあった。

「でも『姫』は、高位の貴族の未み婚こんの娘が条件なんですよね？」

「表向きはな。……実際のところ、『姫』というのは、真実の『鍵かぎの姫ひめ』を選定するためのものだ。本当は処しよ女じよであるかはどうでもいいが、『鍵の姫』と認められればほぼ例外なく王家かエルゼヴェルトへと嫁とつぐことになるからそれが取とり沙ざ汰たされるにすぎない。だいたい、暇ひま人じんが多すぎる。私の閨の中でのことなどどうでもいいではないか」

　そのあからさまな物言いが恥ずかしくて、顔を伏ふせる。きっと耳まで紅あかくなっているに違いない。

「すまぬ。下世話な物言いをしたな」

「……いえ」

　見るからに王子様然とした殿下がそんな風な言い方をするとすごく違い和わ感かんがある。

　潔けつ癖ぺき症しようの少女であれば嫌がるかもしれないけれど、中身はとっくに成人済だった意識を持つ私にとって、正直嫌な違和感だったわけではない。むしろ、そのギャップにちょっとだけ──ドキドキした。

「……いろいろと言われているが、私は無む理り強じいをするつもりはないし、未成熟な身に欲望を押し付けようとは思わない。だから、君は気にしなくていい」

　急ぐことはない、と殿下は私の髪を撫でる。

　耳元で囁ささやくように告げられると、何だかむずがゆかった。

　私はその胸元にすがるように身を寄せて、同じように耳元で小声で問うた。

「……何か、面おも白しろいことがありまして？」

　殿下の眼差しの奥に、何かを期待するような……面白がっているような色が見えたのが不思議だったのだ。

　殿下は小さく笑った。

「……はしたない覗のぞき屋がいるのだよ」

　小さな小さな声で殿下は教えてくれた。

　そして、寝台を覆おおう帳とばりの向こう側を透すかし見るように視線をやる。私の寝台のものと違って光を通すその帳の向こう……やや離れた隣りん室しつとの境界である扉とびらのあたりに、小さな影かげがこちらをうかがっているのがわかる。

「……覗き、ですの？　夜よ這ばいではなくて？」

「もう、夜這いという時間ではないよ」

　寝台の上、互いの体温を感じるほど近くにいるというのに、いかがわしい雰ふん囲い気きにはまったくならなかった。

　でも、すごく近しくて、温かくて、満ち足りていた。

（ずっと、こうしていられればいいのに……）

　殿下が触れているのは私の髪だけなのに、なぜか全身がくすぐったかった。覗いている相手に抗こう議ぎする気持ちをこめて、殿下を見上げる。

「……私に任せてくれるか？」

「はい」

　こくりとうなづいた。

　殿下はもう一度寝直すかのように寝台に寝そべり、おいで、とでも言うように毛布をひき上げる。

（……何するんだろう？）

　まるで当たり前のようにその腕の中におさまってから気が付いた。

（これ、結構恥ずかしい……）

　私の寝間着はシンプルな白のネグリジェだ。殿下も同じく真っ白の丈たけの長いシャツみたいな寝間着で……何が言いたいのかと言えば、ようは布地が薄いのだ。

　だから、抱きしめられると互いの体温がはっきりと伝わってしまう。それが少し恥ずかしかった。

　なのに、殿下はまるで抱き枕を抱くかのように私を抱きしめるのだ。

「少し、身体が冷えたか？」

「……大だい丈じよう夫ぶです」

（……意識してるのは私だけなのかな……）

　いつもより速い鼓こ動どう……それを気付かれたくないと思う。

　私の葛かつ藤とうなどおかまいなしに、殿下は私を抱かかえなおす。

　先ほどの人影が近づいてくる気配に、少しだけ緊きん張ちようした。

「……殿下、お目覚めでいらっしゃいますか？」

　声の感じから言ってまだ十代だろう。

　ナディル殿下は、動かないようにとでもいうように、私を抱きしめる腕に力を込める。

「……殿下？」

　小さく身体が揺ゆれているのは、笑いをこらえているからだ。

　返事がないのを、まだ眠っていると考えたのだろう。

　殿下が覗き屋、と言った影は無ぶ遠えん慮りよに帳を開いた。

　その瞬間、寝間着の端はしを摑んでいた私はぎゅっと手を握りしめた。

　まるで二人だけの静かな世界が壊こわされてしまったような……あるいは、二人きりの世界が無む造ぞう作さに暴かれてしまったような気がした。

「……王太子殿下……」

　近づく無ぶ遠えん慮りよな気配。

「……あの、私……」

　その時、片腕だけで私を抱き、殿下が素す早ばやく起き上がった。

「私、殿下のことをお慕したい……ひぃぃ……」

　お慕い申し上げているのです、と続けようとしたであろう女性の声が、見苦しくひっくりかえる。

（……あれ？　どうしたんだろう？）

　殿下の胸元に縋すがるようにしてそちらを向く。

（うわぁ……）

　どこに置いてあったのか、殿下は見知らぬ侍女の鼻先に抜き身の剣けんを突つき付けていた。

「……誰だ」

「わ、わ、私は……」

「誰かっ」

　彼女が何かを答える前に、殿下の鋭するどい声が護ご衛えいを呼ぶ。

「殿下っ」

「王太子殿下っ」

　彼女が入ってきたのとは逆の扉から、近この衛えの騎き士しが二人、飛び込んでくる。

「侵しん入にゆう者しやだ。連行しろ」

「はい」

　冷静な殿下の命めいに、飛び込んできた二人は落ち着いて従う。

（……これ、ハメましたね）

　本来なら、王太子殿下の寝しん室しつに誰にも見とがめられずに入ることなどできない。扉の前に護衛がいなかったのなら、なぜいないのかを疑問に思わなければいけない。

「ち、違います。私は、ただ……」

「ただ、何だ？」

　そなたは私の寝室に踏ふみ入いることを許可されていないだろう、と殿下は思い切り高圧的に告げる。

「……王太子殿下、私は殿下をお慕いしていて……」

　騎士の手をかいくぐり殿下に縋りつこうとした侍女は、その時はじめて、殿下が大切そうに抱えた私に気付いた。

「……え……？」

　ピキリ、と音がしそうな勢いで固まる。

　まるで氷の彫ちよう像ぞうだった。

「……え？　……妃ひ殿でん下か？」

　近衛のうちの一人……緩ゆるやかなウェーブのかかった黒くろ髪かみを細い皮ひもで結んだほうの人が、ぎょっとしたような顔をして私を見る。

「見るな」

　殿下は私の姿を隠かくすかのように私を毛布にくるみこむ。

　こんな寝間着姿を誰かに見られることは、貴族女性として大変恥ずかしいことだ。ましてや私は既き婚こん女性なのだ。

　それを思いやってくれる殿下の心こころ遣づかいが嬉うれしい。

「し、失礼しました───っ」

　もう一人の茶ちや髪ぱつの……黒髪の人よりは二、三歳年上だろう人が慌あわてて背を向ける。

「……なぜ……ここに……」

　私とよく似た色合いの金の髪の侍女は、愕がく然ぜんとした表情で私を見、それからキッとにらみつけた。

　殿下はその視線から私をかばうかのように抱き寄せ、近衛騎士に向かって淡たん々たんと指示をだす。まったくもっていつも通りの冷静さである。

「これは侵入者だ。捕とらえて連行せよ」

　殿下は念を押すようにくり返した。

「え？」

　侍女が間の抜けた顔をする。

「はい」

「はっ」

　諾うべなった二人は、侍女の両側からその腕に己の腕を搦からめて強制的に立たせる。

「で、殿下、私は怪あやしいものでは……」

「私の許可なく私の寝室に入る人間のどこが怪しくないのだ？」

「ちがっ……私はただ殿下に私の気持ちを知っていただきたくて……」

　この子は、この間の舞ぶ踏とう会かいでの出来事を知らないのだろう。知っていたら、王太子殿下の寝室に無断で踏み入るなんてできないし、告白したかっただけだなんて言えないはずだ。

　ローデリア侯こう爵しやく令れい嬢じようが似たような言い分で完かん璧ぺきに拒きよ否ひされているのに。

（……それとも、よっぽど自分に自信があったのかしら）

　殿下が絶対に自分を拒こばまない、という自信が。

（まあ、結果はこれなわけだけど……）

「いや、離して……殿下！　王太子殿下！」

　必死な呼びかけだったけれど、殿下は顔色一つ変えずに連れていけと顎あごをしゃくった。

　近衛の二人は深くうなづき、彼女を連れて部屋を出てゆく。

　彼らが出て行ってしまうと、室内は途と端たんに静かになった。相も変わらず殿下が静せい寂じやくを好むために、いつだって殿下の周囲は驚くほどの静けさに包まれているのだ。

　二人きりになると急に気き恥はずかしくなって、私はそっと殿下の腕の中から離れた。

　絶対の安心を与あたえてくれるそのぬくもりから離れがたかったけれど、いつまでもべったりしているわけにはいかない。

　それから、私達は顔を見合わせた。同じ経験をしたことで生まれる近しさがまたほんの少し積み重なり、ふっと殿下が笑みをもらした。

　私も小さく笑った。

「…………夜這いでしたね」

「さあ、どうだろうか？　……あの侍女が、暗殺用の毒の指輪を持っていても私は不思議には思わない」

　ここのところ、立て続けに狙われているからな、と何でもないことのように言う。

「……ナディルさまが狙われているのですか？」

「ああ。……玉座を狙っている者がいるらしい。私が邪じや魔まなのだ」

「いったい、誰が？　玉座を狙うということは、王族の方ですか？」

　ナディル様に次ぐ第二王位継けい承しよう権けんを持っているのはアルフレート殿下だけど、アル殿下は玉座など望んでいない。これはポーズでも何でもなく、ただの事実であることを誰もが知っている。

「うん。どうもそうらしい」

「……第三王位継承権はエオル殿下でしたっけ？」

「そうだ」

「ナディの双ふた子ごの兄きよう妹だいですよね？　えっと……どんな方でしたっけ？」

　何度か会ったことはあるはずなのに、記憶にない。

（……あれ？　あれれ……？）

　顔が思い出せない。

（ナディと同じ赤毛だったと思うんだけど……）

　こちらに戻ってきてから……私が今の『私』になってから、ちゃんと会っているはずなのに。

「……ルティア？」

「……あ、いえ……お顔がちょっと思い出せなくて……」

「思い出せない？」

「ええ」

　記憶を引き出そうとしても顔のところがもやもやとしていて、どうもよくわからない。

（……つい、このあいだの夜会でナディのパートナーだったはずなのに）

　思い出すのは、夜会服のタイとポケットチーフがナディと同じドレスの生き地じだったことくらいだ。

「本当に？」

「……はい。情けないことですけれど……」

　思わず、目をそらす。

「何となくは私もわかるんです。ただ、お顔があんまり印象に残っていなくて……」

　だめだ。何をどう言っても言い訳でしかなくなってしまう。

　ナディル殿下はぱちぱちと目をしばたたかせて、それからくすくすと笑った。

「ナディルさま？」

「随ずい分ぶんと彼は印象が薄いみたいだね」

「……申し訳ございません」

　だって、全然関わりがないし、会話を交かわした記憶もない。

「いや、怒おこっているわけではないよ……」

　クスクスと尚なおも殿下は笑う。

（……あれ？　何かご機き嫌げんみたい？）

「……ナディルさま？」

「何だい？」

「……もしかして、ご機嫌だったりします？」

「……ああ、そうだね……機嫌はいいね」

　なぜ？

「作戦成功だったからですか？」

「作戦？　何の？」

「……だって、さっきの侍女、わかってて罠わなにかけましたよね？」

「ああ……ああ、そうだよ。……君は本当によく気が付くね」

　くすくすとご機嫌に笑う。

「……ルティア」

「はい」

「……君には可哀かわいそうだけど、君は私以外を選ぶ自由がない」

　殿下は、そっと私の頰ほおに触れる。

　ひんやりとした手だった。

　私が子供体温で少し高めだから、そんな風に思うのかもしれないけれど。

「はい」

　私はこくりとうなづく。そして付け加えた。

「……別に可哀そうではないです」

　そりゃあ、初めて会ったときはこんな夫はいらないって思ったけれど。

　でも、今は違う。

　私の言葉に、上機嫌だったはずの殿下の表情が変なものになる。

（……？？？……）

「一部の者から言わせれば、私は血筋が悪い。本来なら王子などとは認められないそうだ」

「……誰がそんなことを？」

「はっきりとは言わないが、ほとんどの貴族がそう思っているのではないか？」

「それこそ、『言わせておけばいい』です」

　私はさっきの殿下の言葉を借りる。

「……誰が何をどう言おうとも、私の夫はナディルさまですから」

　ナディル殿下の表情がさらにおかしなものになった。

「亡なくなられた前の陛下は、この国は私のものなのだと言いました。私がナディルさまに王おう冠かんをもたらすのだと。私がいるからナディルさまが王になるのだと……それに相そう違いありませんか？」

「……ああ……」

　かすれた声で殿下がうなづいた。

「もし、私に選ぶ権利があるのならば……私はナディルさまを選びます」

　だから、可哀そうじゃありません。と、その瞳をまっすぐ見て告げた。

「……だが、君に選ぶ権利なんてない」

「ええ。だから、私は幸運でした」

　私はにっこりと笑う────ナディル様を安心させるように。

「私が選んでも、他の誰かが選んでも、ナディルさまだけですから」

　私の頰に手をあてたまま凍こおり付いてしまったナディル様に、私から手を伸ばした。

　指先が触れた瞬間、ナディル様は怯おびえるように小さく震ふるえた。

「……ルティア」

　喘あえぐように、私の名を喉のどの奥から絞しぼり出す。

「はい。……覚えておいてくださいませ。私は可哀そうなんかじゃありません。最高に幸運なんですよ。ナディルさまが夫なのですから」

「……私が……私が夫であることが……君の幸運なのか？」

「はい」

　私は自信をもってうなづく。

　自分でもこんな風に自信満々にうなづけることがびっくりだけど、本当にそう思っている。

「むしろ、ナディルさまのほうが可哀そうなのでは？」

「なぜだ？」

「ナディルさまこそ、私以外選べません。たぶん、私、条件最悪ですよ。ナディルさまにとって」

　しかも、私以外を選ぶと最悪死ぬ……というか、殺されるかもしれない。自分だけじゃなくて、自分の愛した相手や、その子供も。

　そして、私が子供を産む前に死ぬと確実に死ぬことになる。

　さっさと子供をつくろうにも、相手の私がまだ幼くてそれもままならない。

（……わりと無茶ぶりされてると思うよ）

「……どこがだ？」

　殿下が不思議そうに尋たずねる。

　とっても頭がいいはずの殿下だけど、こういうことはあんまりよくわかっていないところがある。

「年齢差のあること。素晴らしいのは血筋だけで健康面に不安があること。おそらく実務にはあまり携たずさわれないこと……何よりも、ナディルさまの自由を奪うばったのは私ですよ……」

　私ゆえに殿下は王太子となった。

　そして、あと何日もしないうち王に……ダーディニアの全国民を背負う王となるのだ。

　私のせいで人生設計が狂くるった最大の被ひ害がい者しやだと思う。

「そんなことはない」

　殿下はゆるりと首を横に振ふった。

「……誰かのせい、というわけではないのだ」

　きっとなるべくしてなったのだ、と静かにつぶやく。

「そう思ってくださるのでしたら良いのですが……」

　何とも言いい難がたい変な顔をしていたナディル殿下は、私の顔をのぞき込み、まるで言い聞かせるように言った。

「……私も可哀そうなどではないよ、ルティア……君を妻にしたことが私の幸運だ」

「!!」

　嬉しくなった私は、私をのぞき込んでいる殿下の額にそっとキスをする。

　自分から唇にキスをする勇気はない。でも、あふれる気持ちを伝えたくて、他に思いつかなかったから。

　キョトンと目を丸くした殿下をかわいいと思って見ていたら、くいっと顎あごを持ち上げられて唇を奪われた。
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　それは、奪われるという言葉のままの荒あら々あらしいもので、息苦しさに離れようとすることを殿下は許してくれなかった。

　私の抵てい抗こうなど、たぶん、何の抵抗にもなってなかったのだと思う。だから、諦めて目を閉じた。そのまま意識が途切れたのは想定外だった。




　酸欠で目を回した私と、どうしていいかわからないでオロオロしている殿下を発見したのはフィル＝リンで、彼は目を覚ました私の前で腹を抱えて笑いながら床ゆかに転がって、殿下に足あし蹴げにされていた。

「……あんた、最高だよ、姫さん！　あんなナディル、初めて見た」

　尚もフィル＝リンは笑う。ツボに入ってしまったのかもしれない。

　ナディル殿下はさらにフィル＝リンを足で小突く。

　その不機嫌極まりない殿下の表情に私も笑った。

　この時、私は、ちゃんと可哀そうじゃない私を自分で選び、殿下もちゃんと可哀そうじゃない自分を選んだのだ。










[image: ]




「……え？　このまま？」

　私にとっては波乱に満ちた一夜が明け、いざ自分の宮に戻ろうとしたら、殿でん下かに帰らぬように言われた。

「ああ。……この際だからとラナ・ハートレーは大おお掃そう除じをすることにしたそうだ。だから、建けん国こく祭さいが終わるまで、君はこちらに滞たい在ざいするように」

「はい」

　だいたいの場合、私にノーを言う権利はない。

（とりあえず、不満はありません。今のところ……）

「それで、私はどうしていれば良いのです？　予定では、今日から儀ぎ式しきと行事がぎっちりと詰つまっていたと思いますけど……」

「君は、体調を崩くずして己おのれの宮で休養をとっていることになっている」

「……わかりました」

　いつも思うことだけれど、私の虚きよ弱じやくさの半分は殿下の陰いん謀ぼうによってできているのではないだろうか？

　私がひ弱だということは皆みなが知っている。

　よく熱を出すし（その三分の二くらいは熱を出したことになっているだけだけど）、風か邪ぜをひいて寝ね込こむことも多いし（その半分くらいは風邪をひいたことになっているだけだけど）、よく倒たおれたりもする（倒れるのは三分の一くらい本当）。

　だから、私が体調を崩して部屋から出てこなくても、またか、と思われるだけなのだが、公務デビューしたばかりのくせに早速不参加になるのはあまりよくない気がする。

「それで、その間は……」

　どうすればいいのかと問おうとしたら、ものすごい音がして扉が開いた。

「ほらよ、姫さん。これに着替えてくれ」

　幾いくつもの衣い装しよう函ばこを何段も重ね、足で扉とびらを開けて入ってきたのはフィル＝リンだった。

（この行ぎよう儀ぎの悪さが許されているフィルがすごい）

「これは……？」

　乱暴に置いたせいで半分開いた函からのぞいている上着を見て、私は首を傾かしげた。

　それが、ガウンではなかったからだ。

「ここにいる間、姫さんでいるわけにはいかねーだろ。姫さんは自分の宮で休んでいることになってるんだからさ」

「……だから、これを着ろと？」

「おう。うちの弟のお古で悪いんだけど！」

「……フィル＝リン」

　冷ややかな声がした。これまで聞いた中で一番冷ややかな……聞いているだけで背筋がぞくりとするような氷の声こわ音ね。

「おまえは、ルティアに何をさせるつもりなんだ」

「何をって……変装させるだけだって。おまえじゃねーから何もしねえよ。俺はまだ生命いのちが惜おしい」

「遊びじゃないんだぞ」

「わかってる。別に遊びのつもりはねえよ。ただ、あっちもバカじゃねえし、念には念を入れといた方がいいだろ。まさか、姫さんがこんな格好してるなんて誰だれも思わないだろうよ」

「……ルティアはアリエノールではないのだぞ」

「わーってるって。でも、最高に意外性があるだろ。……あとは、そうだなぁ……。俺の縁えんで王宮にあがった従じゆう者しや見習いってことにすればいいんじゃないか？　裏が取りにくくて、後うしろ盾だてとして絶対に無視できない程度の権力はある。まあ、虎とらの威いだけどな」

「なぜ、私のルティアをおまえの縁者にしなければいけないのだ」

「……おまえ、どこまで独どく占せん欲よく発はつ揮きするつもりなの？　今、問題なのそこじゃねえから！」

「うるさい。……あと、現実的な話をするならば、この手の顔はおまえの血筋からは絶対に生まれない」

「だから、俺の縁と言っていてもうちの親族や身内ばっかりじゃないだろ。親しい者の親族を依い頼らいされて推すい挙きよしたって場合もあるんだし……、あと、女によ官かん見習いや侍じ女じよの格好だと連れ歩けないが、この姿ならばどこでも連れていける」

「……そうだな」

「……？？？……」

　二人の間で交かわされる言葉の意味がよくわからない。いや、言っていることはわかる。でも、その真意がよくわからない。

　ため息をつき、先に口を開いたのは殿下だった。

「……ルティア。とりあえず、今日一日、その格好をしていてくれ」

　不ふ本ほん意い極きわまりないという表情だ。

「わかりました」

「んじゃ、こっちこっち」

　フィル＝リンに誘さそわれて、隣りん室しつへと移動する。

　そこに待っていたのは見慣れた制服の侍女達だ。私の身み支じ度たくを手伝ってくれるつもりなのだろう。

（……さっき着替えたばっかりなのに）

　貴族女性の着替えの回数が多いのは承知しているけれど、内心うんざりしてしまう。

　深々と頭を下げた中に、己の侍女を見つけた。

「ミレディ！」

　私を見て目を大きく見開き、それから泣き出しそうな表情になる。

　思わず抱きついた私を、ミレディは確かめるようにぎゅうっと抱きしめた。

「……ご無事で……」

「ええ。……もう大だい丈じよう夫ぶ。ごめんなさい、心配をかけて」

（……少し瘦やせたんじゃないかな）

　青ざめた顔色をベースメイクでごまかしている。もしかしたらあんまり眠れていなかったのかもしれない。よく見れば、目の下のクマもカバーしているし、口紅の色が少し鮮あざやかなのも血色良く見せるためだろう。

「いいえ……お守りできずに申しわけありませんでした」

「ううん。大丈夫。ミレディのせいじゃないわ」

　巻き込まれただけだし、そもそも、王宮であんな事件があることのほうがおかしいのだ。

　鬱うつ々うつとした表情を見せるミレディに、笑いかける。

「終わったことはもういいの……さあ、着替えを手伝って」

　事件としては、まだ終わっていないのかもしれない。

　私は犯人を知らないし、目的もわからない。

　でも、私は無事に戻ってきた。

　ミレディも無事だった。

　だから、私達の間では、これは『終わった』ことだ。

　心の中にはもやもやするものがあってすっきりとしないんだけど、必要なことがあれば、あとで殿下が話してくれると思う。

「はい」

　たぶん。私の言いたいことはちゃんと伝わったのだろう。ミレディは表情をひきしめて、そっと礼の姿勢をとった。
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「お似合いですわ」

　ミレディと共に着替えを介かい添ぞえしてくれたのはアーニャ……アンナマリア・エルレーヌ次期後宮女官長だ。

「……本当に？」

　ミレディに視線をやると、ミレディはもちろんですとうなづいた。

　目の前の大きな姿見の中には、私が────瘦やせぎすの少年の姿で映っている。

　そう。少女ではなく……少年の姿で。

（……こちらでは、男性でも普ふ通つうに髪が長いからな……）

　というか、むしろ男性の方が、より長く伸ばしている人が多いかもしれない。

　髪を伸ばすのは武人の嗜たしなみであり、武人としての覚かく悟ごを表しているとされているからだ。

「……おかしくなぁい？」

　くるっと回って見せる。

「お似合いです」

　アーニャはにこやかな表情で私に告げた。

　レース多めの白いシャツに白の細身のズボン、上に重ねる長ちよう衣いはうすい藤ふじ色いろだ。

　なるほどフィル＝リンの兄弟きようだいのものだというのも納なつ得とくだった。殿下が着ているものほど装そう飾しよくが華か美びではなく、でもとっても仕立てが良い。

（……ちょっとびっくりだわ）

　やや成長不良気味ではあるけれど、ちゃんと少年に見える。男装をしている女の子ではなく、ひょろひょろに細いけれどちゃんと男の子に見えるのだ。

（……こちらでは、女性のズボン姿ってほとんど見ないみたいだから、そのせいなのかしら？）

　長い髪は編んで飾り気のない濃こい紫むらさきの飾り紐で結んだ。

　結んだ髪はわかりやすい貴族男性の証あかしである。長さは人それぞれであるけれど、三つ編みにして首に回すのが正式な作法だという。首を狙われた時に守る意味があるそうだ。

「お似合いではありますけれど、おいたわしくもありますね」

「なぜ？」

「王おう太たい子し妃ひともあろう尊とうとい御おん身みが、このような少年の姿に身をやつさなければならないなんて……」

　ミレディはため息をつく。

「別に私は構わないのだけれど、何か男だん装そうに禁きん忌きでもあるの？」

　むしろ、ガウンよりもずっと動きやすいので、ちょっとクセになりそうな気がする。

「いえ、そういうわけでもないのですが……」

「……お小さい頃、アリエノール姫もよくこのような格好をなさっておりました」

　アーニャが、遠い眼まな差ざしでつぶやく。

「アリエノール殿下がですか？」

　ミレディが目を見張る。

　ナディル殿下の妹君にしてダーディニア社交界における最高の淑しゆく女じよと噂うわさされる姫君が、少年の服を着たことがあるというのがよほど驚おどろきだったのだろう。

「今でこそ、淑女と名高い御お方かたですが、幼い頃はとてもやんちゃなじゃじゃ馬姫でした。よく四人兄弟なのだろうとか、間違って女に生まれたんじゃないかなんて言われていたのですよ」

　噂だけ聞くと、美しく聡そう明めいなとてもお姫様らしい姫君なのだけれど、アリエノール姫に関してはまったく違う話もよく飛び出てくる。

「……妃ひ殿でん下か」

　少しだけ柔やわらかい表情でアーニャは言った。

「妃殿下の御母君であるフィア様……エフィニア様も、いつか、そのような少年の格好をして、思いっきり庭を走り回ってみたいと常つね々づねおっしゃっておりました」

「……それは叶かなわなかったのですか？」

「はい。……フィア様は妃殿下と同じようにそれほどお身体からだが丈夫ではございませんでしたし……それに、それが許される環かん境きようではありませんでしたから……」

（……つまり、アリエノール様が例外ってことなのね）

　タイミングが悪いのか、私はまだアリエノール姫とお会いしたことがない。噂でしか知らないのだけれど、どうもいろんな顔をお持ちの方だと思う。

　母の話になったせいか、それとも何か思い出があったのか、空気がしんみりとする。

「……ところで、本当は今日私が参加するはずだった行事を教えてもらっていいかしら」

「妃殿下？　それを知ってどうなさるおつもりです？」

　アーニャが首を傾げる。

「別にどうもしないわ。……アルティリエ王太子妃が欠席なのは、公式発表なのだし」

　ただ知っておきたいだけだ。

「……朝食後、本日付で辞任する枢すう密みつ院いんメンバーとの謁えつ見けん。その後、西宮にしのみや聖せい堂どうにて聖職者との打ち合わせを兼かねた謁見を終え、儀式を二つ執とり行います。その後、東宮ひがしのみやにて王族の皆様と謁見し、東宮内にて儀式を一つこなします。そして、王宮聖堂地下の祈いのりの間まに移動して儀式を執り行い、その後に王太子殿下、並びに妃殿下は共に潔けつ斎さいに入ります」

「……王太子妃はどこまで欠席なの？」

「王宮聖堂での儀式からご参加予定です。おおよそ、目安としては夜の八時過ぎになりますね。それまでは現在のお姿で王太子殿下とご一いつ緒しよするようにとのことでございます」

（……王太子妃を不参加にした理由は何だろう？）

　どうせこの格好でナディル様に同行するのなら、別に王太子妃アルティリエのままでもいいはずだ。なのに、それを避さける理由は何だろう？　なぜ、休養をとったことにしなければならないんだろう？

　何にせよ、殿下のお考えのうちなのだろうけれど……。

（……なんか、嫌いやだな）

　心の中にもやもやしているものがある。

　すっきりとしないし、何かが心の片かた隅すみで違うのだと訴うつたえる。

（……除のけ者ものにされているのが嫌っていうか……いや、除け者っていうのとはちょっと違うんだけど……）

　今までは、殿下のなさることの理由をあえて知ろうとは思わなかった────殿下なら悪いようにはしないと信じているから。

　もちろん、今だって殿下は悪いようにはしないと思っている。

　────信じていないわけじゃない。

　ただ、知っておきたいのだ。

　殿下が私ゆえにしたことを。

　あるいは、殿下が私ゆえにすることを。

　それがどんなことであれ、私が知らないままでいていいことではないと思う。

　何ができるわけではない。……でも、私はちゃんと見なければいけない。

（……そっか、もやもやしていたのは、そういうことか）

　教えてくれるのを待つという姿勢が逃にげのように感じられたのだ。

（……よし）

　私はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。




　着替えを終えて殿下の居間へと行く。

　フィル＝リンの姿はもうなかった。

「……ルティア」

　私の姿に殿下がパチパチと目をしばたたかせた。

「……お待たせいたしました」

「いや……。随ずい分ぶんと面おも差ざしが変わるのだな」

　顔はそのままなんですけどね。

　ただ、少しだけメイクで印象を変えている。

　眉まゆを少し太くしてきりっとさせてるし、目元はやや上がって見えるようにラインをいれた。それだけでもだいぶ違う。本当は髪の色も変えようと提案されたけど断った。

「ナディルさま、少しお茶にしませんか？」

「……ああ」

　殿下は手にしていた書類を机の上に置く。

　お茶にしませんか、と申し上げたけれど、ようは朝ごはんだ。

　もちろん、昨日の今日で私がいつものように準備できたわけではない。でも、今の厨ちゆう房ぼうの人員は私の育てた人達が中心となっているから、だいぶ融ゆう通づうがきくのだ。
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　緑、緑、オレンジ、緑、緑……色の濃い薄うすいはあれど、緑を基調とした色しき彩さいに、朝食のテーブルは埋うめ尽つくされていた。

「…………………ルティア」

　殿下は三回くらいテーブルを見回した。

「はい」

「……何か、怒おこっているのか？」

「私が？　……なぜです？」

　何か私が怒るような理由がありましたっけ？　とわざとらしく首を傾げる。

「……野菜ばかりではないか？」

「はい。私がいない間、ナディルさまの食生活はそれは酷ひどいものだったとアーニャに聞きました。なので手っ取り早く野菜をとれるメニューを中心に作ってもらいました。一番の心配は野菜不足ですし……これなら大丈夫です」

　私はにこやかに言葉を継ついだ。

「冬なので使える野菜が限られていて、料理人達には苦労をかけました」

　私の駄目押しの笑みに、殿下は無言で席に座った。

（────まずは一つ勝ち）

　これ、殿下の真ま似ねね。腹が立つ時ほど笑顔で威い嚇かくして自分のペースで進められるような交こう渉しようの席に着かせる。

　殿下はこれがものすごい上手じようずなのだ。

「まずこちらは、冬のブロッコリーの素す揚あげですね。ナディルさまはあまりお好みではないかもしれませんが、どうぞ、だまされたと思って召めし上がってみてください。塩コショウだけですごくおいしいです」

　実は殿下はブロッコリーが苦手なのだ。よく似ているカリフラワーもだめらしい。

　フォークを持った殿下の手が一いつ瞬しゆんためらったが、あっさりと口に運んだのは、これまでの信用のおかげだ。

「……意外に、食べられるものなのだな」

　思っていた以上に口に合ったのだろう。殿下はそそくさと冬ブロッコリーを自分の皿に移動させる。

（美お味いしかったんですね。良かった）

「意外に、は余計ですよ。冬のブロッコリーは甘あま味みたっぷりでおいしいんです。それから、こちらはザーデと塩しお豚ぶたの炒いため物もの、ザーデとソーセージのミルク煮に、ラグラ人にん参じんのサラダと……ああ、これはザーデを練りこんだパンですね。……あと、今日のスープは冬ふゆ豆まめのポタージュスープです」

　実はどれも殿下がそれほど好きではない野菜ばかりだ。

「……ルティア」

「はい」

「どの件を怒っているのかわからないのだが……」

　ちなみにナディル殿下自身も眉をひそめて怒っているように見えるけれど、別に殿下は怒っているわけではない。

　単に悩なやんでいるだけなのだ。すごいわかりにくいけど。

「別に怒っていません。心配していただけです」

　栄養のバランスが崩れると健康を損そこないやすくなる。

　携けい帯たい糧りよう食しよくはそのあたりを考えて作られているけれど、それでもやっぱり、携帯糧食なのだ。素材そのものを調理した方がおいしいし、栄養価も高い。

「ああ、それから……忘れていました。野菜ジュースです。手早く栄養がとれます」

　綺き麗れいなカッティンググラスで出されたのは、ザーデとブロッコリーとラグラ人参をベースにした野菜ジュース……見た目はただの青あお汁じるだ。味付けはほんの少しのお塩だけど、この塩がちょっと特別で、適度な量をうまく加えるとふんわり甘味を感じさせる味になる。

　殿下は何かに観かん念ねんしたような表情で、グラスの青汁ジュースを口にする。

　そんな悲壮な顔をしなくてもいいのに。

「……これは……」

「野菜ジュースです。……いつでも手軽に栄養がとれますから。……もし、どうしても携帯糧食を召し上がらなければいけない時はお申し付けくださいね。ここの厨房の者なら誰でも作れるようにしてありますから」

「…………わかった」
















　それから、私達は無言で野菜中心の朝食をとった。

　特に何も言わなかったけれど、食事が終わったあと少しお時間をいただけますか、という私の申し出に殿下は神しん妙みような顔で姿勢を正してうなづいてくれたので、何かいろいろ反省して下さっていたのだろう。

　どんな風に聞けば一番さしさわりがないのかを考えたけれど、いろいろと回りくどいのは何か違うと思ったので、正面からストレートに聞くことにした。

「王太子妃が、本日の公式行事に参加できない理由を教えていただけますか？」

　殿下は目をしばたたかせ、静かに息を吐く。

「……たいした理由ではない」

「かまいません」

　私はただ知りたいだけだ。

「今日謁見する者達の中に注意するべき人物がいること。それから、君を狙う輩やからがうろちょろしている……」

「また、ですか？」

「ああ。また、だ」

　殿下はうなづいて、それから付け加えた。

「ついでに、私の閨ねやに娘を送り込もうと狙っている者共に少々思い知らせてやろうと思っている……あれらは君がいないほうがうまく釣つれる」

「……なるほど」

「それに、君を無理に出席させなければいけないほど重要な行事などない」

「……ありがとうございます？」

　語尾が疑問形になったのは。礼を言うべきところなのかよくわからなかったからだ。

（噓をつかれているわけじゃない……でも、何かすっきりしない）

　殿下はまだ何かを隠しているような気がする。

　確信があるわけじゃない。ただの勘にすぎない。────こういう時の私の勘はよく当たる。

（……今はここまでにしておく）

　しつこく聞くのはよくないし、急いてはことを仕し損そんじるのだ。










[image: ]




「ここがあね……あの人が使っていた部屋ですか？」

「はい」

　レラ・アデーレが最上級の礼でもって大だい司し教きよう猊げい下かに頭を下げた。

　失礼があってはならないから、と部屋にいるように言われていた俺達だけど、どうしても気になってこっそりとその様子をうかがっていた。

　昨日、俺とルファが戻ってきた時には、もうお嬢フアラはどこにもいなかった。

　その場に居合わせたジャーロの話によれば、お嬢には迎むかえが来たのだという。

『お嬢が安心して泣きそうになりながら抱きついていた』っていうから、本物の迎えだったんだろう。それも、たぶんお嬢の『夫』とやらが寄よ越こしたに違いない。

（貴族の娘に政せい略りやく結婚は珍めずらしくないとはいえ、まだ十歳くらいだよな？　あのお嬢）

　たぶん成人はまだだろう。貴族的な事情で早まることはあるらしいが、最近の貴族の成人は十五歳前後がほとんどだ。

　成人するということは結婚できるということなので、あまり幼くして成人すると明らかに政略結婚の色が濃こすぎると喜ばれないらしい。貴族の事情というのはいろいろ面めん倒どうくさいと思う。

　なぜ一いつ般ぱん庶しよ民みんである俺達がそんなことを知っているかといえば、孤こ児じ院いんでは、貴族の血を引く子供というのが珍しくないからだ。特にここの孤児院は、大きな聖堂に付ふ随ずいしているせいか、わけありが多すぎる。

　それと隣となりの聖堂で誕生の祝福を受けた子供は、節目節目に聖堂に祈いのりと供く物もつを捧ささげに来る。

　子供の捧げる供物は菓か子し類が多く、その大半が孤児院に回ってくる。だから、ここの付属の聖堂で祈りを捧げる貴族について俺達はそれなりに詳くわしい。

「……重ねて言いますが、あの人がここに滞たい在ざいしたことは他言無用です。聖堂の司教にもです」

「……わかりました」

　隣の聖堂の司教にも言ってはならない、と大司教猊下は告げる。

「……君達もだよ」

　柔やわらかな笑みを浮うかべた金の髪の元王子様は、俺達がこっそり様子をうかがっていた隣りん室しつとの境のカーテンの方に視線を向けて言った。

「……出ておいで」

「まあ、あなた達！　部屋においでなさいと言ったでしょう」

　ぞろぞろと出てきた俺達を見て、レラ・アデーレは額を押さえる。

「ごめんなさい」

「ごめんなさい、レラ」

　俺達は口々に謝罪を口にする。もちろん、反省してないわけじゃない。でも、それ以上にお嬢のことを知りたかった。

　大司教猊下が、お忍しのびで孤児院に来ることは昨日の夜に直属の側そつ近きんが来て告げていったから知っていた。

　お嬢の家からの礼を持ってくるとも言っていた。もちろん、それが口止め料込こみだってことくらい、俺達だってわかっている。

　貴族のお姫様が、それも、どれほどそうは見えなくとも人妻だという人が、こんな下町で三日も過ごしたという事実はたいそうな醜しゆう聞ぶんになるに違いなかった。

　実際に過ごしたのは孤児院で、一晩は眠ねむり続けていて意識がなかったとしても、下町で過ごしたというだけで大げさな醜聞を作り出すのが貴族社会というものなのだとレラは言った。

　どんなに慕したわしく思おうとも……いや、だからこそ、お嬢のために俺達は絶対に口にしてはいけないのだと。

（……俺達のこのぼろっちい孤児院にこんな身分の高い人がいることが不思議だ）

　漆しつ喰くいのはがれかけている壁かべをペンキで補修しているような部屋だから、猊下がそこにいるとすごい違い和わ感かんがあった。

　大司教猊下はお忍びだからと護衛を一人しか連れていないし、俺達が知っている聖せい職しよく者しやの正装ではなく、修しゆう道どう士しが着ているような簡素な灰色のローブ姿だ。でも……それでも、やはり目の前の人は貴き人じんなのだとわかる。

（……住む世界が違う）

　だって、空気が違っていた。

　どれほど身をやつしていても、目の前の人は王子様だった。それが元であろうと、今は聖職者なのだったとしても、王子様でしかなかった。

　何も言わなかったし、名前すら言わなかったお嬢が、絶対にすごくいいとこのお姫様なのだと誰だれもがわかっていたように。

（……この目の前のピッカピカの王子様よりも、たぶん、お嬢のほうが身分が上なんだろうな）

　たびたび猊下が口にする『あの人』という呼び方には明らかな敬けい意いがある。

　明日、国王になる王おう太たい子し殿でん下かの同どう母ぼの兄弟きようだいが敬意を抱いだくような身分の高いお姫様なんて限られている。

（……しかも、お嬢は『シオン様』って呼んだんだ。この人のことを）

　殿下とも猊下とも呼ばなかったし、直接見知っている人らしい温かみのある声こわ音ねで。

　だとすれば、該がい当とうする人なんて、俺は一人しか思いつかない。

　きっとルファも一人しか思いつかないし、最高に頭のいいジャーロだってそうだろう。

（……流れる金の髪と、空を映した青の瞳ひとみ……）

　この国で最も身分が高く、最も高貴な血を持つお姫様。

　王おう妃ひの家に生まれて、一歳になる前に王太子殿下と結婚した王太子妃殿下。

（……確かに人妻だな）

　もう随ずい分ぶん前からずっとこの国の最高権力者だと言われてきた王太子殿下については、さまざまな噂うわさが流れていた。

　戦勝パレードなんかでその姿を間近に見たことがある人間も少なくないし、毎年の建けん国こく祭さいでは王族がそろってバルコニーに姿を見せて手を振ふってくれるから、俺達だって遠くからなら見たことがある。

（……米こめ粒つぶくらいにしか見えないけど）

　でも、まだ幼い王太子妃殿下は、身体からだが弱いことで有名で、人前には出ないから顔をほとんど知られていない。たぶん、ほとんど王宮の外にも出たことがないと思う。

（確か蜂はち蜜みつとミルクが好きなんだよな）

　音楽が好き、とかだと劇場への行き帰りとか、あるいは野外音楽会への出席とかで俺達のような庶民の目に触ふれる機会もあるけれど、王太子妃殿下の個人的なことはほとんどわかっていないのだ。

（……カードの顔も全部違うしな……）

　王都土産みやげとして定番の細さい密みつ画がのカードで最も人気があるのは王族のものだし、その中に王太子妃殿下のものももちろんあるけれど、同じ人物を描えがいているとは思えないほど画家によって顔が違うのだ。

　それでも王太子殿下はどれもだいたい雰ふん囲い気きが同じだから同じ人物を描いたとわかるけど、王太子妃殿下のものはかわいいというだけであまり特とく徴ちようがないように思う。

「君達にもお願いしておくよ。……あの人がここに滞在したことは誰にも秘密だ」

　お願い、と穏おだやかな口調で言うけれど、それは命令なのだと皆みなが理解していた。

　俺の心の中で反発心が頭を持ち上げる。でも、お嬢の顔を思い出したらそれはすぐに霧む散さんした。

　たぶん、お嬢は俺が思っている人で間違いない。

（王太子妃だから、名前を言わなかったんだ……）

　ただの貴族の娘だったのならば、愛あい称しようくらいは口にしたかもしれない。

　でも、妃殿下の名前は特別だから、名乗ればすぐにどこの誰だかわかってしまう。

（……アルティリエ・ルティアーヌ妃殿下……）

『光の中で輝かがやく光』という意味を持つその名は、あまりにも特別すぎるから普ふ通つうの親だったら絶対につけない。

（そんな御ご大たい層そうな名前、王族でもないただの貴族の娘にはつけないもんな）

「……無理です」

　震ふるえる声でジャーロが言った。

「え？」

「バカ、ジャーロ」

「無理です。だって、秘密になんてならない。お嬢は、秘密にできないものをこの孤児院にくれたんです」

　小さく足を震わせながら、でも、顔を上げて……猊下をまっすぐと見てジャーロは言った。

「お嬢は俺達にお菓か子しを作ってくれた。建国祭の屋台で売るようにって……。最初は全然売れなかったけど、でも今では飛ぶように売れてる。もう建国祭の名物になりかけて、マネする奴やつらだっていっぱいる……でも、うちのお菓子が本物なんだって……俺達が作ることが特別なことになるんだって。それが本物の証あかしなんだって……」

「お嬢の……あの、お嬢様の言った通りでした。同じものを作ってる屋台はいっぱいあるけれど、お嬢の言った通りに売っている俺達の屋台が一番売れています」

「昨日、献けん上じようしたお菓子もそうです」

　ルファと俺もダメ押しとばかりに付け加えた。

「……あの人は……」

　たった三日かそこら外に出ただけで何やってるんですか、と猊下は小声でぼやく。

「それで売れたお金で孤児院をよくするようにって……これからもずっと売れるようにっていろいろ教えてくれました」

「……教えてくれた人がいたことを秘密にする必要はありません。ですが、あの人がどこの誰なのかを知っても、決して口こう外がいしないこと。まだ知らないのなら、あの人がどこの誰かを詮せん索さくするのもなしです。……そうですね、身分の高い貴族のお姫様が孤児院に滞在したことがある、と話すのはかまいません。ですが、見つけた時の経けい緯いや容姿の特徴などを話すのはなしです。そして、孤児院に泊とまったことも」

「……どうして？　お嬢は何か悪いことをして逃げてきたの？」

　泣きそうな顔でフィーは言った。皆、突とつ然ぜんいなくなったお嬢を心配していた。

　迎えが来たといっても、それを見たのはジャーロだけだった。

　まるで攫さらわれるように連れていかれたのだと、ジャーロは言ったのだ。

「まさか！　全然違いますよ。……でも、逃げてきたのは正解です」

　猊下の言葉に、護衛の男が嶮けわしい表情をする。

「なんで逃げてきたの？」

「命を狙ねらわれたからです。……それもあって、秘密にしてほしいんですよ」

　背の高い大司教猊下は、やや屈かがんだ姿勢になって俺達を見回して言った。

「あの人はとっても大切な人です。ですが、あの人は命を狙われました。それだけじゃありません。ここで過ごしたことがわかると、あの人を傷つける人が出てきます。あの人とかかわりがあったことがわかると、君達も厄やつ介かいなことに巻き込まれるでしょう。ひどい目に遭うかもしれない……そういうことを起こさないためにも、あの人のことを秘密にしてください」

「……お嬢の話をしちゃいけないわけじゃないのね？」

「はい。他の人にどこの誰なのかわからないように話すのなら、別にかまいません」

「一いつ緒しよに作ったスープやミルクトースト、また作ってもいい？」

「もちろんです。……よければ、私にもごちそうしてください」

　大司教猊下は社交辞令とは思えない笑みを見せる。

「……私がつくるごはんでもいいの？」

　フィーがおずおずと言った。

　時々、孤児院に寄付しに来る貴族の奥さんとか子供達に、お茶やお菓子を出しても絶対に食べない。聖堂のお菓子は喜んで買うくせに、ここで同じものを出されても絶対に手をつけない。ここがあまりにもぼろくてみすぼらしいので汚きたないと思われているんだろう。

「もちろんです。あね……あの人はとても料理が上手じようずなんですよ。そのレシピでつくったごはんならきっとおいしいでしょう」

　でも猊下はまったくそんなことを気にしていなかった。

「うん、すっごくおいしいよ！」

「あのね、ふわっふわで甘あまくてね、口の中でやわらかくとけるんだよ！」

　王子様の本気の笑みに誑たぶらかされたちびっこ共が口々に言う。

「……よければ、皆でお茶にしませんか？　あの人の家から預かってきたものがいろいろありますから」

　そして、あの人がここでどう過ごしたかを教えてください。

　肩の力を抜いた大司教猊下は、柔らかな表情で言った。
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　大司教猊下が持ってきたのは、お茶の葉っぱが入ったケーキだった。

「これはね、パウンドケーキと言います。あの人のレシピで作ったお菓子です。あの人の侍じ女じよ達が焼いたんですよ」

　そう言って大司教猊下は、護衛に持たせていた籠かごから出したケーキを手ずから切ってくれた。

「あ、私、やります」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私はお菓子を切るのだけは得意なんです」

　思いのほか気さくな様子で猊下は皆の分を切り分ける。柔らかな紙にくるんで、一人ずつ手で食べられるように手て渡わたしてくれたのは、髭ひげ面づらの護衛だった。

「ねえねえ、げいかのごえいのひと、セファリス？」

「え？　あ、いや、違う、違う」

　まさかまさか、と手を振る護衛は、噂に聞く伝説の剣けん士しという雰ふん囲い気きはまったくなく、親しみやすい雰囲気の男だった。

　セファリスは銀ぎん髪ぱつの美び丈じよう夫ふのはずだから、彼は違う。でも、大司教猊下のお忍びの護衛を任されているような人ならば、それなりの高位の貴族だろうにそんな感じが全然しない。

「……セファリスを連れてきたら、お忍びになりませんから」

　猊下はおかしげにクスクスと笑う。

　迷いながらも口に運んだケーキは、これまで食べたことのない味だった。

　紅茶なら、俺達だって何度か飲んだことがある。

　貴族であったことなど忘れ去っているようなレラ・アデーレだけど、今でも唯ゆい一いつ貴族時代の習慣を続けているのがお茶で、一日二回のお茶だけは安物だけどちゃんとした茶葉をいれて飲むのだ。

　俺達もそのお相しよう伴ばんにあずかったことがあるから、紅茶の味をちゃんと知っている。

　でも、今口の中に広がったこの味は、俺の知っている紅茶の味とはまったく違っていた。

（なんだろう、すっごくいい香かおりがする）

　口の中に広がったお茶の味をどう表現すればいいのか、あんまり言葉を知らない俺にはわからなかった。

　お菓子なのに紅茶の味がしっかりしている。苦いとか渋しぶいとかは感じない。でも単純に甘いわけでもなくて……ただ、すごくおいしかった。

　最後の一口を飲み込むのがもったいないと思うくらい、おいしかった。

「こう見えてこの人、腕が立つんですよ」

「……うるさい」

　護衛の男が憮ぶ然ぜんとした顔で言いかえす。ただの護衛と護衛対象とは思えない気安さだった。

「猊下、このケーキって孤児院でも作れますか？」

「……どうなんでしょう？　私はあまり作り方には詳しくないので。でも、ここの孤児院では他のものを作っている暇ひまはなくなると思いますよ」

「え？」

「えーと、『ホロホロクッキー』と『琥こ珀はく飴あめ』と『糖とう蜜みつ豆まめ』ですね。この三つだけで精せいいっぱいだと思います」

「それってどういう意味ですか？」

　猊下が口にした言葉の意味がよくわからなかった。

　屋台で孤児院の品が売れるのは、建国祭と戴たい冠かん式しきが終わった後、二日後までだ。

　でも今日の分は早々に完売して午後は店じまいをしていたし、明日以降の分も材料がほとんどないせいでそれほど作れない。

　また作るとしたら来年以降ということになる。

「……まだ私自身はあの人とちゃんと話していませんが、あの人はその三つのレシピを母はは女め神がみに寄付することで、三つの菓子の製造を聖堂の孤児院だけが作れる独どく占せん商品にして恒こう常じよう的てきな孤児院の収入源にすることを考えていたみたいで。……そのメモが僕のところに回ってきたんです。発想がすごいですよね。兄からその通りにするように言われているので、それもあって今日、お話を聞きに来たんですよ」

　猊下が兄と呼ぶその人が誰なのか、知らない者はいないだろう。にこにこしていた猊下は急に真ま面じ目めな顔になった。

　護衛の髭面は、夕飯をつくりに行くというフィーと遊びたいちびっこ共を部屋の外に誘ゆう導どうし、見守るように扉とびらのところに立つ。

「レラとも話しましたが、レラはどうやらあまりご存じないようで……しかも建国祭でお忙いそがしいようだし、何だか、君達と話をした方が早いみたいだから……」

　放任主義のレラに秘密にしていることや言わないことはたくさんある。

　お嬢がしてくれたことも、たぶん、レラはちゃんと全部は知らないだろう。

　レラが知っているのは、お嬢が屋台のための菓子を作ってくれたこととガウンを寄付してくれたことだ。

　お嬢がここに来た時に着ていたガウンは、お嬢が寄付してくれると言った一時間後にはもう解かれて裁さい断だんされていた。明日の聖堂の慈じ善ぜんバザーの商品の材料になったのだ。

　昨日の今日でもう解いたのかと思わないでもないが、物には売り時がある。いつもより高く売れる売り時を逃のがすわけにはいかない。

　端は切ぎれやちょっと使いにくいところを使って俺達にも作ったシュシュを一つずつくれたのは、布があまりにも素す晴ばらしかったからだろう。売り物にはできない端切れでも捨てるのが惜おしかったらしい。

「……その話をする前に聞いておくんだけど、この孤児院は何を隠かくしているのかな？」

　俺とルファ、それから、自分から残ったジャーロの三人は顔を見合わせる。

「別に隠しているわけじゃない、とか、何も隠すようなことはない、とか言わないでくださいね。ザイベル司教もですけど、君達、噓うそつくのそれほどうまくありませんから」

　猊下は少しだけ困ったような表情で言った。

「……猊下が何を言っているのかわかりません。……しらばっくれてるわけじゃなくて、俺達本当にわからないんです。例えば、俺は元々は貴族の子供でした。猊下にお目にかかれるような身分ではなかったですけど、れっきとした貴族の子供として王宮にあがったこともあります。でも俺の父親は、母親が病やまいで死んだあと、愛人だった女を妻にして、その女の産んだ子供を実子にしたいからって死んだ母と俺を捨てました。そのせいで、俺は名乗る名前がなくなった……母とは結婚してなかったことになったので、俺は生まれなかったことになったんです。……ここにいるのに」

　ジャーロは淡たん々たんと自分の過去を口にした。俺とルファはちょっとびっくりした。

　薄うす々うすとは知っていたけれど、貴族の子供であったことを、ジャーロが自分の口で話すのは初めてだったからだ。

「……聖堂に届け出た書類も破は棄きされました。だから今の俺は本当に何もないただの『無い』です。元は貴族だったことも隠してます。でも、そういうことじゃないですよね？」

　ジャーロの『ジャーロ』という名前は、古い言葉で『無い』という意味だとここにいる皆は知っている。

　ガリガリに瘦やせたジャーロがここの孤児院に来た時に、名を聞かれてとっさにそう答えたのが名前になったのだ。ジャーロ曰いわく、かっこつけて古こ語ごなんかで言ってしまったのを、今では後こう悔かいしているという。

　レラが意味を知っていてその名前を採用したのかどうかは謎なぞだけれど、呼び名は必要なので仕方がない。今では他の名前を呼ぶ気にはもうまったくなれなかった。

「うん。そういうことではないな。……別に私は個人の事情はどうでもいいんです。ただ、君達はただの子供には思えない。私は、王族の生まれです。だから、王族と貴族に詳しい。で、聖職者になったことで、聖職者についても知ることができましたし、一般庶民……平民のこともそれなりに理解しているつもりです。ただ、その私から見ても、常つね日ひ頃ごろ、平民の兵士達の中でまったく王族として意識されずに過ごしているそこの兄から見ても、君達はちょっと普通じゃないです」

「え？」

「え？」

「ええっ？」

　俺達三人は思わず振ふり向むいて、扉のところに立つ髭面をまじまじと見てしまった。自分達が普通じゃないと言われたことよりもなによりも、猊下が己おのれの護衛を兄と言ったことが衝しよう撃げき的てきだったからだ。

「……何だよ」

「アルフレート第二王子殿下でいらっしゃいますか？」

　ジャーロが改まった口調で問うた。

「おう」

　あっさりと髭面はうなづいた。

　よく見ればとっても質の良い服を着ていることはわかる。わかるし貴族だとは思ったけれど、まさか第二王子殿下だとは思わなかった。

「と言っても、俺はここにいないことになっているから気にしないでくれ。ついでにそいつもここにいないことになってるから。……シオン、遊んでないでさっさと話せ」

「遊んでいませんよ。……今、君達は私が兄と言っただけですぐに彼が誰だかわかりましたよね。そういうの、普通じゃないんですよ。王族の名前がすぐに出てくるとか、王家の家族関係とか……普通の人はそんなこと知らないし、気にしないです。自分の国の王族だから何となく知っているだけと言われればそれまでですけれど……でも、私の護衛としてセファリス・レムスの名前が出るのは、ちょっと……知りすぎです」

　俺達は再び顔を見合わせた。

「知りすぎているって言われても……俺達は、教授からいつも話を聞いていたから……」

　口を開いたのは、ルファだ。

「教授？」

「はい。……もう亡なくなっていますけど。ルハイエ教授です」

「ルハイエ？　ヴィセラード・オースティン＝ラダ＝ヴェラ＝ルハイエ？」

　思いがけない名前だったのだろう。猊下と第二王子殿下が顔を見合わせた。

「あ、はい。そうです。……王太子殿下と王太子妃殿下の家庭教師を歴れき任にんしたと本人は言っていました」

　ルハイエ教授は、いつもぶつくさ文もん句くを言いながら、安あん息そく日びになると孤児院に読み書きを教えにきてくれていた偏へん屈くつな爺じいさんだ。

　大学のえらい学者なことはわかっていたけれど、学者のえらさなんて俺達にはわからない。だから、俺達にとってはただの頑がん固こで、偏屈で、二言目には王家への忠ちゆう誠せいを忘れるなと口にする変な爺さんでしかなかった。

「ああ、そうだ。兄上の家庭教師だったのはだいぶ昔のことだが、亡くなるまで妃殿下の家庭教師をしていた」

　第二王子殿下が変な表情をしている。

「……ここの孤児院の皆は、ルハイエ教授に読み書きや勉強……働く時の交こう渉しようの仕方や自分達を守るための条件の決め方なんかを教わりました。お酒と甘いものが大好きで、母女神は実在するとか言っちゃう変な爺さんだったけど、すごく物知りで……俺達にとっては恩人みたいな人です」

「……なるほど」
















　ほぅ、とシオン猊下が息をつく。

「思わせぶりな交渉術は教授のお得意でしたからね。……そうですか、君達はルハイエ教授の弟で子し達ですか」

　猊下には、いろいろと思うところがあるらしい。

「いや、弟子って言えるのはジャーロくらいです」

「読み書き教わったくらいではとても弟子だなんて……」

　俺達の否定にシオン猊下は小さなため息をついた。

「いろいろ深読みをしてバカをみました。……大丈夫です。もうわかりましたから」

　そして、猊下は少し疲れた顔をしてから深呼吸を一つして、口を開いた。

「とりあえず、仕事の話をしましょう。……このダーディニアすべての孤児院の子供達の未来を、よりよくする仕事です」

　それは、三日前の俺が想像もしなかったような未来が目の前に開けた瞬しゆん間かんだった。
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　夫ふう婦ふ喧げん嘩かをする、というのは、一つの目安だと思う。

　喧けん嘩かするほど仲が良いというわけではないけれど、喧嘩ができるというのは、まず相手と異なる意見を口にできるだけの関係を築いているという下地がある。そして、そのうえで意見を戦わせることができる対等な相手だと認め合っているということだ。

　だから、今の私の野望は『夫婦喧嘩』だったりする。

（……まあ、私とナディルさまはとても対等に見えないんですけどね！）

　でも、別に私は全面的にナディル殿下のイエスマンなわけではない。

　そして、精神的には守られるだけの存在ではないつもりだ。

（物理的には守られるだけだけど）

　だから、今回のこれは別に夫婦喧嘩というほどのものではない。

（ただ、私が一方的に拗すねているだけで！）

「……ルティア……」

　困った表情だろうことは、顔を見なくてもわかる。だから、あえて顔は見ない。

（だって、私、怒おこってるんだから！）

　野菜尽づくしの朝食の席では全然怒っていないと言ったけれど、今は怒っている。

（……ナディルさまは、私を何だと思っているんでしょうか）

　そっと伏ふし目めがちにのぞけば、殿下はフィル＝リンの手を借りて略りやく正せい装そうの禁きん色じきに近い色合いの長ちよう衣い姿に着替えていた。

　この光景を見ると、専属侍じ従じゆうの姿がないことを不思議に思う人もいるかもしれない。

　でも、ナディル殿下はただの侍従をそばには置かない。ナディル殿下に侍従として侍はべるためには、秘書的な能力が必要となる。そして、秘書として一人前に業務を捌さばけると判断されると、そちらの仕事に手を取られるのが普ふ通つうで、侍従が一人もそばにいないことはめずらしくない。

「……ルティア、顔を見せてくれないか？」

　うつむいたまま、殿下の長衣の飾かざりボタンの彫ちよう刻こくを見つめる。青とも碧あおともつかぬ美しい色の絹はダーディニアの特産品だ。殿下によくお似合いだと思う。

　腰に帯びた剣けんの他に宝ほう飾しよく品ひんなどは身に着けていないが、改まった格かつ好こうなのは、たった今から建けん国こく祭さい＆戴たい冠かん式しきのイベントラッシュに突とつ入にゆうしたためだ。

「……いってらっしゃいませ」

　そして、私が拗ねた表情を隠かくしきれないのは、どうしようもなく口く惜やしいからだ。

（一いつ緒しよに、行きたかったのに!!）

　ナディル殿下は、私に何を言えばいいのかわからなかったのか、ポンポンと頭を撫なでる。

　アルティリエ王おう太たい子し妃ひが、今日の行事を欠席することを決めたのはナディル殿下だ。それに従うことは吝やぶさかではない。

　男だん装そうさせられたこともいい。安全のために必要なのだと言われれば、ずっと前から準備していた最高に美しいガウンを諦あきらめることもできる。

　でもそれは、この姿でついていって良いという前ぜん提ていがあったからこそだ。

　私はついていく気満々だったのに、やはり連れていくのは危険なので残るようにと言われてしまった。

　多少の危険くらい大だい丈じよう夫ぶだから！　と言いたいけれど、守られることが最大の仕事である私がそれを言う事はできない。

（……私を安全な場所に置いて、殿下一人だけで危険の中に踏ふみ入いってゆくのを見るのは口惜しい）

「……どうして私は出席できないのですか」

「まだ、元通りではないだろう？」

　殿下は、私の琥こ珀はく色いろの革かわの長ちよう靴かに包まれた足先に目をやる。

「もうダンスが踊おどれるくらいには回復しています」

「……ルティア」

　咎とがめるような声で名を呼ばれた。

「だって、ナディルさまに一人で行ってほしくないのです」

　この格好ならばついていけるのに、というと、殿下は首を横に振ふった。

　男装の醍だい醐ご味みなんて、普ふ段だんは私が行けない場所に共に行くことだと思ったのに、殿下はまったくそんなこと考えもしないらしい。

　ちなみに、今の私は、フィル＝リンの縁えんで王宮に上がった侍従見習いという役どころだ。名前は、エルティ＝アルディア……フィル＝リンのお姉さんの嫁とつぎ先の親族ということにしてある。フィル＝リンが私に男装させたのは変装のためだけど、無む駄だに手回しのいいフィル＝リンはちゃんと正式な書類も整えてしまった。エルティという存在が幻まぼろしなだけで書類は全部本物が用意された。

「……ちゃんと、始末をつけてくるから」

「どうしてダメなのですか？　この格好をしているのなら、私だとわかる人間はあまりいないと思います。絶対とは言えませんけど……」

「……絶対の安全がなければ許可はできない。君には安全なところに居てほしいのだ、アルティリエ」

「ナディルさまが私を案じて下さるように、私もナディルさまが心配なのです」

　私の言葉に、殿下は軽く目を見開いて……これは驚きの表情だ……それから、首を横に振った。

「アルティリエ、私はそれなりに剣の腕に覚えがあり、己の身を守ることもできる。そして、いついかなる時でも帯たい剣けんしていることが可能なのだ」

「……わかっています。わかっていますけど……」

「今回のこの件の根は、私の兄弟きようだい間の問題にある。だから、私が直接話をして解決するつもりだ。……聞き分けてくれるね？」

　ナディル殿下は私と視線をまっすぐと合わせて言った。

　脅おどすのでも圧力をかけるのでもなく、しっかりとした声音で私に言い聞かせる。

「……わかりました」

　そんな風に言われてしまえば、私はうなづく以外の選択肢をもたない。兄弟間のことだと言われれば尚更だ。

「ありがとう」

　殿下の手が私の頭にそっと置かれた。

「子供扱あつかいしないでください」

　口をとがらせる私に、くすっと殿下は笑った。私は殿下に希望を述のべる。

「……せめてお料理がしたいです。殿下のお昼と夕食を差し入れさせてくださいませ」

　それが私の妥協点だった。

　この後はイベントに次ぐイベントで、実は明確な昼食の時間も夕食の時間も設定できていない。もし、潔けつ斎さい前までに食事をとることができなかったら、当然、食事抜きで儀ぎ式しきに臨のぞむことになる。

（それなのに、隠れていろいろ始末をつけるおつもりなんですよね、この方。少しは私にも手助けくらいさせて欲しい……）

　たぶん、殿下は自分から助けてほしいなんて絶対に言わないけれど。

「それくらいならば、構わない。……フィル＝リン」

「へいへい。わかってます。俺が護ご衛えいでずっとついてるから、安心しとけ」

「ああ」

「厨ちゆう房ぼうは新しいところを使ってもらうから」

「それでいい」

　殿下とフィル＝リンの間で、必要事じ項こうが確認されてゆく。私は、口惜しさをかみしめ、何のために着替えたかわからない長衣のすそをにぎりしめていた。

　コンコンではなく、ゴンゴンと大きな音が響いた。

　殿下とフィル＝リンが同じように嫌いやそうな表情になったから、たぶん二人にはノックの主ぬしがわかったのだろう。

「……失礼します、殿下」

　入ってきたのは、ややきつい顔立ちをした黒くろ髪かみの青年────アリエノール王女の夫であるクロード・エウスだった。

　私は自分の侍じ女じよ達がそうするように、頭を下げてクロードが通り過ぎるのを待つ。

　彼は、私をアルティリエ王太子妃としては認にん識しきしなかったのだろう。私に一いち瞥べつも与あたえることなく目の前を通り過ぎて、殿下の前に膝ひざをついた。

「王太子殿下、お時間でございます。ご出座いただけますようお願い申し上げます」

「ああ」

　最後に、飾りのついた鞘さやにおさまった剣を腰に帯びた殿下は、通り過ぎるときにそっと私の頭を撫でていった。
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「……それでは、フィル。行きましょうか」

「え？　どこへ？」

　フィル＝リンはちょっと何を言われているかわからない、という表情をしている。

「お料理、作らせてくれるんでしょう？」

　この怒いかりというか、ストレスというか……胸の中で渦うず巻まくもやもやを解消するには、ちょっと手の込んだお料理を作るのが一番だ。

（……何を作ろうかしら）

　図はからずも、諦あきらめかけていた自分自身の手で料理することは叶かなうらしい。

「……あー、了りよう解かい、了解。ついてきてくれ」

　こんな場合だけど少しだけワクワクしてきた。

（おいしいものを作ろう。優しい味のするおいしいもの）

　昼食は、手早く食べられるものがいい。

（……ピザ、お茶ちや漬づけ、リゾット……雑ぞう炊すい、うどん……いや、食べやすいもの。冷めてもおいしいもの……）

　頭の中で連想ゲームのように料理名をあげる。

　幾つかの角を曲がり、長い回かい廊ろうを抜けて、まるで工事が終わったばかりのようにピカピカの一角に誘われた。

「……ここが、姫さんの新しい宮だ」

「新しい宮ですか？」

「おう。正確には新しい後こう宮きゆうな。……あんたしか妃のいないナディルにそれほど広い宮は必要ない。だから、古い宮を閉へい鎖さして老ろう朽きゆう化かのすすむ建物を少しずつ直していく計画が進んでいる。で、その初しよっ端ぱながここだ。……設計はナディルがした。あんたの使いやすい宮にするんだって」

　位置的には王宮のかなり奥まった一角で、王おう太たい子し妃ひ宮ぐうのように庭がある。

「……ピカピカですね」

「そりゃあ、改築したばっかりだからな。……最高に腕のいい職人を集めて少しずつやっていたんだ……つい一昨日おととい完成したばかりだ」

　間に合ってよかった、とフィル＝リンは目を細める。

「本当はナディルが連れてくるつもりだったんだろうが……」

「私が拗ねたからですね……もしかして、ご機き嫌げんとられてますか？」

「あー、まあな」

　くっくっくとフィル＝リンが喉のどの奥で笑った。

「……あんたさ、ほんとすげーよ。ナディルにあんな表情させて、譲じよう歩ほまで引き出して……ナディルにここまでさせるのはあんたくらいしかいないよ」

「そうですか？」

「おう。……あんたといると、完かん璧ぺきな王太子殿下が完璧じゃないことばっかしてるから、おかしくて…………ありがとな」

「はい？　そこで何でフィルがお礼を言うんです？」

「いや、あいつの乳ち兄きよう弟だいとしてはさ……あいつがおかしな表情するたびに、礼を言いたい気分になるわけだよ。俺のできなかったことだからさ」

「……どういたしましてと言っておきますけど、でも、本当は全然そんなのいらないんですよ。乳兄弟と妻の立場って立ち位置がまったく違いますから！」

「わかってるけどさ。……やっぱ、礼は言わせてくれ」

「礼には及およびませんっていうか、フィル、ちょっと一発殴なぐらせてください」

「へ？　え？　何で？　俺、何かした」

「妻をさしおいて自分が礼を言う権利があると思っているところがムカつきます」

「え？　あ？　え？　もしや俺に嫉しつ妬としてんの？」

「嫉妬じゃありませんよ。妻の権利を行こう使しするだけですから！」

「……いや、それ嫉妬だから！　俺、そんな気まったくないから！」

　ふるふるとフィル＝リンが首を横に振る。その顔が変だった。大笑いしているのに、何だか泣きそうにも見える。

「……なあ、姫さん。俺は、本当に嬉しいんだ。……あいつにとって、姫さんだけが自分の……自分だけのもので『特別』なんだ。その姫さんも、あいつのことを『特別』って思ってくれてる。そんな奇き跡せきみたいな偶然、そうそう転がってるもんじゃないんだぜ」

　フィル＝リンはそんな風に言うけれど、自分は自分で二人だけで共有する思い出と絆きずなと信頼を得ている『特別』なくせに何を言ってるんだろう。

（男同士のそういう絆って絶対に女には入り込めないのに）

　たぶん、フィル＝リンは殿下のために命を懸かけることを躊躇ためらわない。

　そこには打算とか野心とかはなくて、ただただ相手に対する想いだけがある。仮にそこで命を落としても、きっとフィル＝リンは後悔しない。

（仮にそれに名前を付けるなら、『真ま心ごころ』っていうのが一番近いと思う）

　なのに、隣の芝しば生ふは青いじゃないけれど、自分のことにはなかなか気付かないものらしい。

（ちょっと羨うらやましいけど……でも、そんなこと絶対に言ってあげない）

　それが、ちっぽけな妻の意地で女のプライドなのだ。

「何言ってるんですか、偶然のわけないじゃないですか」

「え？」

「私も、殿下も、努力しました。……お互いを尊重し、思いあって時を重ねてきたその成果が今なんです」

　そうまっすぐとフィル＝リンを見て告げられることが嬉しい。

「……成果、か」

「はい」

　私ははっきりと自信をもってうなづいた。

　フィル＝リンはまた、ありがとうな、と礼を言おうとして、自分で自分の口を閉じた。

「……ああ、姫さん、こっちだ」

　案内されたのは、大きな樫かしの扉の前。がっしりとした扉はとても重じゆう厚こうで、何だか圧あつ迫ぱく感かんがある。

「……ここは？」

「どうぞ、扉をお開け下さい。妃ひ殿でん下か」

　フィル＝リンは、芝しば居いがかった口調で恭うやうやしく頭を下げた。

　よくわからなかったけれど、言われるままに扉を押し開く。

　それは、見た目の重厚感が噓のように軽く開いた。

「……え？」

　扉の向こうに広がっていたのは、厨房だ。

「すごい……」

　目を見張った。

　最新式のオーブンや水洗い場、それからピカピカの銅の鍋なべやフライパンが、所せましと壁かべを埋うめ尽つくしている。

「あんたが自分の手で直接作りたいんじゃないかってナディルが言うもんだから……」

「ええ。ええ、そうです」

　さすがナディル様だ、と思った。私がうずうずしていたのはお見通しだったのかもしれない。

「……お昼は、ナディルさまがお好きな具をたっぷりとはさんだサンドイッチにしましょうか？　ガレットもいいですね。それで、夜は肉にく団だん子ごのシチューです」

「あいつに好きなもんなんかあるの？」

「ありますよ。……無言でおかわりするメニューとかもありますし……とりあえず、お肉、大好きですよね」

「そりゃあ、男は肉好きだよ。特にがっつりなの」

「ではフィル、この食材を持ってきてください」

　私は長衣のポケットにいれていたメモを差し出す。

　男性の服装はいろいろなものをいれておけるポケットがたくさんあるので便利だし、袖そでも広がっていない。足元もしっかりとした長靴にズボンだからとても動きやすい。

「小麦粉、蕎そ麦ば粉こ、チーズに卵にハムやベーコン……野菜も忘れるわけにはいきませんね」

「あー、とりあえす、俺が食材持って戻ってくるまでこっから絶対に動かないでくれよ」

「はい」

　私は力強くうなづいた。
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　銅色の鍋の中で、ぐつぐつと野菜が煮に込こまれる。

　あくを丁てい寧ねいにすくいながら、そのお隣となりの火を使い、小さなフライパンでベシャメルソースを作った。

　丁寧にふるった小麦粉をたっぷりのバターで炒いため、それを新しん鮮せんなミルクでのばして煮詰める────言葉にすればそれだけの手順だけど、これがなかなかの重労働だ。

　あちらではシチューミックスをいれれば済んだのに、こちらでは一つ一つが手作業になる。

（あれはあれでおいしかったですけど、これはこれでおいしいんですよね）

　オーブンではバケットを焼いていて香ばしい匂いが漂いはじめていて、そこにバターの香かおりとミルクの香りが混ざって、優しい匂においになっている。

「……さっきからずっとそれかき混ぜてるけど、何作ってんの？」

「シチューの素、ですかね？　いろいろなソースにも応用がききます」

（どうしよう、テンションだだあがりです！）

　ピカピカのフライパンや鍋を見るだけでワクワクするし、何でも切れそうな包丁を見るとときめく。

（あ、何かちょっと危ない人みたいになっていますね、私）

「……姫さんは変わった女だなぁ」

「はい？」

「きれいな宝石やドレスよりも、きれいな鍋やフライパンや包ほう丁ちようの方が嬉しいんだろ？」

「……まあ、そうですね」

　ってことは、ナディルの作戦は大当たりってわけか、と小声でつぶやく。

（作戦？　何の？）

　大きめのフライパンの上にガレット用の生き地じを落とす。これを均きん一いつな厚さに大きく焼くのがプロの技術だ。

（……この手が、ちゃんと憶おぼえている……）

　表面がちょっと泡あわ立だって火が通ってきたところで、マイルドなクセのある白カビのチーズの薄いスライスを置いて、その上に塩しお漬づけ豚ぶたを細く刻んで焼いたものを並べた。色合いのために、レタスによく似たマーシャル葉という野菜に火を通してからはさんで、仕上げに蜂はち蜜みつをたらす。

「ちょーっと待った、姫さん、今の蜂蜜じゃねえ？」

「ええ、そうですけど」

「肉とチーズと野菜に蜂蜜？」

「ええ。大丈夫です。全然合わないように思えますが、この組み合わせは素す晴ばらしいんですよ」

「いやいやいや、姫さん、いくら姫さんが蜂蜜好きだからって、それはねえだろ」

「そんなことありません。……グダグダ言うなら、食べてみればいいんです」

　はい、どうぞ。とガレットをくるくる筒つつ状じように巻いて紙ナプキンにくるんで渡した。

　最近大量生産されるようになった紙ナプキンは、白というよりグレーという色合いをしている。こういう時に使い捨てるのにとても便利な品だ。

（普段のディナーには使えませんけどね）

「……え」

　フィル＝リンは、まるでこの世すべての絶ぜつ望ぼうを見たかのような顔をする。

「食べなさい、フィル」

　私はにっこりと笑った。

「い、いや……でも、姫さん」

「温かいうちのほうがずっとずっとおいしいんですよ」

　冷めてもおいしいけれど、できたてが一番おいしいに決まっている。

　わりと柔じゆう軟なんなように見えて、フィル＝リンは食べ物にはとても保ほ守しゆ的てきだ。

　たぶん、お料理がそれなりに上手じようずなお母様の元で、しっかりとしたものを食べてきているから、そういう味覚になったのだろう。

（その点、ナディルさまは全然なんですよね）

　殿下は味に対してあまりこだわらない。

　おいしいとかまずいとかそういう分類ではなく、食べられるか食べられないかを最低ルールとしているのだ。

　もちろん嫌きらいな物だってあるけれど、それを取り除くのが面めん倒どうくさいとおとなしく食べる。

　殿下にとって食事は生命維い持じの手段でしかなかったのだ。

（……そんなナディルさまも、最近、好き嫌いがちゃんとできてきたからなぁ）

　最初の頃ころのことを考えると感かん慨がい深ぶかいものがある。

「……ん……？」

　おずおずとガレットを口にしたフィル＝リンの顔が、あれ？　というものに変わる。

「……姫さん、これ、全然いける」

「そうでしょう。食べず嫌いなんですよ」

　私は自じ慢まんげに笑いながら、殿下のお昼にお届けするガレットを巻き始めた。
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　長い回かい廊ろうを、大きな籠かごを持って進む。

　籠の中には、試作品の保温ポットに入れた鶏とりの肉にく団だん子ご入りのシチューがある。

（少しでも温かいうちに召めし上がっていただきたいけど……）

　保温ポットとはいうが、別に保温機能があるわけではない。金属製の蓋ふたつきの容器をもこもこ綿をぎっしり詰つめた保温袋ぶくろで覆おおっているだけの代しろ物ものだ。どのくらい温かさを保てるかはまだ全然わからない。

　でもシチューが冷えたらそのままソースとして使うために壺つぼで蒸むした野菜もあるし、何だったらパンにはさんで食べてもいい。

（魔ま法ほう瓶びんとか開発してくれないかなぁ）

　確か、魔法瓶は液えき化かガスの保存容器が元になってできたものだった気がする。

（ガス灯とうは存在しているんだから、あってもおかしくないんじゃないかしら？）

　最近、王都の一部……川を挟はさんだ南岸の大学都市ではガス灯を設置する工事がはじまっているという。もちろん私は見たことがないけれど、この間、ナディとのお茶会で教えてもらった。

（……あれ？　ガス灯ができたっていうことは、ガスバーナーとかガスコンロもできるのかしら？　いや、でも王宮の厨ちゆう房ぼう設備はまだ昔ながらのオーブンだからそのへんは未開発なの？）

　あるいは、ガスバーナーやガスコンロとガス灯のガスは、種類が違うのかもしれない。残念ながら、私はあんまりそこらへんに詳くわしくない。

（ガスのオーブンやガスコンロなんかができたら、料理革命が起きると思う）

『調理』────あるいは『料理』が重労働であることに変わりはないけれど、でも、技術的には飛ひ躍やく的てきな進歩になる。

（……シフォンケーキが焼けるかもしれない）

　私の関心は、まずそこだ。

　ガスオーブンの利点は何といっても、火力が強いこととムラなく焼けることだから、これまであきらめてきたメニューが作れるかもしれないというのは朗報だった。

「……あー、姫さん、ほんと、マジで勘かん弁べんしてくんない？」

　前を歩くフィル＝リンが足を止めた。この期ごに及およんで往おう生じよう際ぎわが悪い。

「嫌いやです。ダメですよ、フィル様。約束は約束です。料理をして差し入れて良いって許可をいただいているんですから。あと、姫さんじゃありません。エルと呼んでください」

　姫さんと呼ばれるのでは、エルティ＝アルディアという偽ぎ名めいをつけた意味がないじゃないですか。正体だってバレバレです。

「っていうかさー、エルに従者の顔して歩かれるとむずがゆくって怖こえぇんだけど」

　さっさと歩けとばかりに背中を押すと、フィルはのろのろと歩き始めた。

「なぜです？」

「……あんたがナディルのお姫さんだって知ってる俺としては、あんたを使用人とか部下扱あつかいするのはすっごく難しい」

「気にしないで良いです。今の私はエルティですから。……フィル様の遠とお縁えんの親族で、後見をしてもらっている成人前の子供です」

「やーめーてーくーれー。……せめて、そのフィル様っていうのはマジで勘弁して」

「じゃあ、何て呼ぶんです？」

「フィルでいいだろ？」

「それはちょっと敬けい意いに欠けてませんか？」

　仮にも後見してもらっている身としては、どうかと思う。

「身内に様づけなんかしねーよ、我わが家やは」

「わかりました。……フィルがそう言うのなら」

　それならば仕方がありません。

「……それより、あとどのくらいで着きますか？」

　私の感覚としてはもうだいぶ歩いたように思うのだけれど、王宮というのはだだっぴろい建物なので、まだ目的地につかないらしい。

「あー、もう半分は過ぎてっから」

「……そうですか。まだ半分ですか」

　はぁ、と小さなため息をつく。

「ねえ、フィル。……こういう予定がたてこんでいる時って、皆みな、食事抜きになってしまうの？」

　私が抱かかえている籠はナディル殿でん下かのためのもので、フィル＝リンが持っているものはその残りだ。すでにフィル＝リンがだいぶ消費したけれど、まだまだ量は充じゆう分ぶんあるので、殿下の部下の人達が食べてくれればいいなと思って一緒に持ってきてもらった。

「あー、だいたい、携けい帯たい糧りよう食しよくで済ませるな」

「ナディルさまお得意の携帯糧食ですか……」

　殿下は好きで……というか、さほど拘こだわりなく携帯糧食を食べているとしても、殿下をさしおいて臣しん下かが食事をとるわけにはいかないのだろう。

　付き合わされる皆も気の毒なことだと思う。

「まあ……便利さでは一番だからな」

　フィル＝リンが持つ籠からチャポンという水音が聞こえた。たぶん、水すい筒とうの中身のチャイが揺ゆれた音だ。

　身体が温まるように肉桂ニツキと生姜しようがをたっぷりといれている。

　ホットワインにしようかとも思ったのだけど、建けん国こく祭さいは明日が本番なのでチャイにしておいた。

　フェルディスの乳牛のミルクにグラーシェス産の蜂はち蜜みつと生姜、エルゼヴェルトの肉桂とカルダモンにアルハンの胡こ椒しようと茶葉を使ったレシピで、まさにダーディニアそのものみたいな飲み物になっている。

（保温性も欲ほしいけど、密みつ閉ぺい性せいも欲しいのよね）

　こちらで地味に困ったことの一つに、食品を保存する手段の少なさが挙げられる。特に、すでに調理が済んでいるものや半分調理してあるもの────汁しる物ものとか煮に物ものなんかがとても困る。

　水筒を使えばいいじゃないかと言われるかもしれないが、純じゆん粋すいな飲み物ならそれでもいいけれど、水筒では具材が入らない。

　今、主おもに使っている広口の瓶びんや壺つぼなどは随ずい分ぶんと場所をとってしまうし、持ち運びに向かない。瓶詰や缶かん詰づめは作られているけれど、大おお掛がかりな施し設せつが必要になるので、気軽には使えない。

　あちらの世界で言うプラスティックの保存容器のようなお手軽なものがあればいいのにといつも思っているのだ。

（ただ、そもそも保存を考える必要がないから、こういう用よう途とのものがあまり発達しなかったのはわかる）

　例えば、私達の食事というのは、毎回とても食べきれない量が準備される。でも、それらはすべて使用人達の食事になるから、食べ残しというものが出ない。

　多く作りすぎちゃったから、これ明日また食べよう！　みたいなことがなくて、その日作ったものはその日のうちに食べきる、というサイクルがすでに出来上がっている。

（あと、持ち運びをあんまり考えていないのよね）

　たぶん、『お弁当』という発想がないのだと思う。それは、密閉性と携帯性に優すぐれた容器がないこともあるし、屋台や気軽に食べられる食堂がたくさんあるため、価格競争が激しく、安価な外食が可能なせいでもある。

　目の前で後こう宮きゆうの水色が基調となった絨じゆう毯たんが終わり、正せい宮ぐうの青い絨毯がはじまる。

（……何か新しん鮮せんな気分だな）

　いつもは侍じ女じよや女によ官かんを従えて前を歩いているけれど、今は籠を持ってフィル＝リンの後をついていく。それだけでもちょっと気分が違う。

　すれ違う揃そろいのお仕着せの女官や侍じ従じゆうは、フィル＝リンには軽く目礼したり頭を下げるけれど、私には目もくれないで足早に隣となりを通り過ぎてゆく。彼らと同じお仕着せを着ていない私は、彼らの仲間でもないし、年ねん齢れいから考えると正式な来客でもないからだ。

（……『見習い』って幽ゆう霊れい扱いみたい）

　普ふ段だん、一挙手一投足を見張るがごとく注目されすぎている身としては、大変ありがたい。

　そんなことを考えながら、ふと壁かべに目をやって気がついた。

（あれ……この絵って………）

　吸すい込こまれそうな、あお……空と水との境さかいがわからない、幻げん想そう的てきな風景が描えがかれたその絵は、私がひそかに気に入っていた絵だ。

（……あ……）

　ひゅんっと耳元で風を切る音を聞いたような気がした。

　足が竦すくむ。

（……ううん。大だい丈じよう夫ぶ。ここは建物の中だもの）

　不ふ審しん者しやに襲しゆう撃げきされて、地下を抜けて下町へと逃げ出した日のことを思い出した。あの日も、この絵を見たくてちょっと遠回りしたのだ。

　考えてみれば、まだ一週間も経たっていない。

　ぞわりと冷たいものが背筋をのぼってきた。

「……あ……」

　フィル＝リンの名を呼ぼうとして、声がうまく出せなかった。

　身体からだが震ふるえて、足が動かない。

（怖くない。……全然怖くないから！）

　でも、まるでフラッシュバックするかのようにあの生命いのちを狙ねらわれた瞬しゆん間かんの景色が脳のう裏りに浮うかんだ。

　思い出そうとしても思い出すことはできないのに、今はあの瞬間の恐きよう怖ふが鮮あざやかにこの身によみがえってくる。

（……ナディルさま）

　思い出したその恐怖が私の身体を縛しばる。蹲うずくまりそうになって、踏ふみとどまった。蹲ってしまったら、一歩も歩けなくなるような気がした。

（……ナディルさま）

　まるで呪じゆ文もんを唱えるようにその名を心の中で繰くり返す。それだけで、心の中に生まれるものがある。

　私の矜きよう持じ────この魂たましいの拠よって立つところ。

（ダーディニア王おう太たい子しナディル・エセルバート殿下）

　私の夫。

　明日、国王となる人。私を護まもる私の騎き士し。

　下町で男に殴なぐられそうになった時、私を助けてくれたナディル様の姿を思い出す。

　私をかばう背、抱き上げる腕の力強さ……腕の中に抱きしめられた時のぬくもり……。

（……私は、ちゃんと立っていられる）

　私にとって、ナディル様の名前は魔ま法ほうの呪じゆ文もんだ。

　心の中で唱えるだけで、いつも私を支えてくれる。

「……大丈夫？　具合が悪いのかしら？」

　やわらかな声がして、顔を上げる。

　一歩、足を踏ふみ出した私の前に立ったのは、王宮女官のお仕着せを着た女性だった。

　年は三十歳は超こえていると思うけれど、四十歳にはなっていないくらい。正直、女性の年齢はわかりにくい。化け粧しようの技術が発達している王宮女官達は特に。

（このタイは女官だ。それも、役職者）

　リリアと同じタイの形。襟えりと袖そでのデザインが私の女官達と違うのは、彼女が正宮の勤務だからだろう。

　彼女が押している美しい細工のされたワゴンには、掃そう除じ用具だけでなく、公こう用よう箋せんやガラスペンの替かえなどがのせられている。おそらく、このあたりの控え室に備え付けの備品の補ほ充じゆうをしているのだろう。

「……ありがとうございます。ちょっとめまいがしただけなので」

　彼女の袖そで口ぐちを飾かざる石が瑠る璃りではなく、黒……黒こく曜よう石せきなのは、彼女が貴族ではないことをあらわしている。

「そうですか？　でも、まだ顔色がよくないですよ。少し休んでは？」

「いえ……」

「この先は少し立て込んでいて、いろいろな人が忙せわしなく行き交かっています。そんな中で具合が悪くなったら大変ですから……」

　心配げに私の顔をのぞき込んだ彼女は、親切心からだろう。休息をとることを勧すすめてくれる。

「いま、清せい掃そうの確認をしたばかりですから、ここの部屋は大丈夫ですよ。この壁かべ際ぎわの椅い子すを使ってください。私は仕事があるのでついていてあげられませんが……」

　彼女はすぐ近くの扉とびらを押し開いて、私に中に入るように促うながした。

（ど、どうしよう……）

　ちょっと休きゆう憩けいしたいのもやまやまなのだけれど、すぐにでも差し入れを届けたい。

（……でも、フィルがいないとどこに行くのか全然わからない）

　フィル＝リンは、ナディル殿下が今どこにいるか私には教えてくれなかったのだ。

（足を止めた私も悪いけど、フィルももうちょっと後ろを気にしようよ！）

　私を置いてどこまで行ってしまったんだろう。

「……あの……」

「私は後宮の下級女官を務めておりますエリニア＝ネルケといいます。あなたは？」

　エリニア＝ネルケ……どこかで聞いた覚えのある名前だった。

（……どこで聞いたんだっけ）

　つい最近耳にしたはずだった。耳元まで思い出しているような気がするのに。ギリギリで思い出せないのが口く惜やしい。

「エルティ＝アルディアです。本日より、アルトハイデルエグザニディウム伯はく爵しやく公こう子しのもとで王太子殿下の従者見習いをしております」

　私は深々と頭を下げる。一いつ瞬しゆん、フィル＝リンの名前を間違えそうになった……たぶん、間違えなかったと思うけど……あと、あやうく女性の礼をとるところだった。

　フィル＝リン執しつ政せい官かんと言わなかったのは、エルティが親族で後見をしてもらっているという設定だからだ。仮に、どれほど親しかったとしても、対外的な場で目上の人を略りやく称しようで呼ぶのはちょっと憚はばかられるだろうと思ったのだ。

「フィル＝リン執政官の元で……本日からとは、随分と急ですね」

「せっかくの建国祭だからと今日から連れてきていただいたのです」

　私の回答にエリニアは納なつ得とくしたようにうなづいた。

　従者見習いは、同じように思える侍女見習いよりもかなり気楽な立場だ。

　侍女見習いは将来の結婚のための箔はく付づけと言われるものの、実際に貴き人じんに仕つかえ、行ぎよう儀ぎ見習いも兼かねて厳しく躾しつけられる。

　が、従者見習いは違う。

　従者見習いはこれから進路を選せん択たくする少年達の社会見学といった側面が強い。そのため、かなり高位の貴族の子し息そくも見習いとして王宮にあがることがあるし、その期間もまちまちだ。

　一週間程度しか滞たい在ざいしない者もいれば、本当に従者になるために二年間を見習いとして勤め、そのまま従者職に就つく者もいる。

「そうですか。では、休んだら、中庭に行くといいですよ」

　エリニアはワゴンを廊ろう下かの端はしに止めると、躊躇ためらう私の手をとって部屋の中へと迎え入れ、椅子に座すわらせてくれた。

「中庭に、ですか？」

「はい。建国祭は花祭りでもあります。花か壇だんがとても素す晴ばらしいのです」

（……上うわ役やくに見つかったら、絶対に怒おこられるのに）

　使われていないとはいえ、ここは来客用の控え室の一つだ。使用人が使っていい場所ではない。それでも私の体調を慮おもんぱかって融ゆう通づうを利きかせてくれたのだ。

「……ぜひ、見てみたいです」

　おずおずと申し出た私にエリニアはにっこりと笑う。

「ええ、ぜひご覧になって」

　彼女は、それほど整った顔立ちをしているわけではない。でも、その笑顔はとても魅み力りよく的てきだった。

「……もし、ここで誰だれかに見つかったら、私に依い頼らいされて椅子を動かしていたのだと言ってくださいませ」

「椅子を、ですか？」

　私は壁に寄せられている美しい椅子に目をやる。

「そうです。今日、椅子の入いれ替かえをしましたから。……あとで、執政官にはあなたが具合を悪くして少し休息をとっている旨むねを伝言しておきますね」

「ありがとうございます」

（それならこのまま、おとなしくフィルが迎むかえに来てくれるのを待とう）

　いくら何でももう気付いていると思うし、探しているだろう。

（下へ手たに探してすれ違いになっても困るもの）

「それでは、失礼します」

　軽く目礼して部屋を出ていくエリニアの後ろ姿を見ながら、私はどこで彼女の名前を聞いたのかを思い出した。

（……この間の昼ちゆう餐さん会かいの時の……）

　故こ意いなのかうっかりなのか意地悪なのか、判別しにくい不ふ手て際ぎわのあった昼餐会の時の責任者の名前だ。

　私は、迎えに来るだろうフィル＝リンが気付くように、エリニアが出て行った後の扉を薄うすく開けておいた。

（でも……彼女の顔に見覚えがない）

　たぶん、彼女は私の前に出ていないか、あるいは、ほとんど出たことがないのだと思う。

（……下級女官だから）

　私は軽く唇くちびるを嚙かむ。

　上級とか下級とかそういう区別が、私はあまり好きではない。でも、これは私の好き嫌いでどうこうできる簡単なことではないのだ。

（きっとすごい優ゆう秀しゆうなんだろうな……）

　平民でありながら正式な王宮女官の制服に袖を通すことができるというのは、そういうことだ。

　今の私に接する態度も行き届いていて好感が持てるものだった。なるほど次期女官長であるアーニャの腹ふく心しんの一人と言われる理由がわかる気がする。

　王宮で暮らしていると、地位……あるいは、身分というものを気にせずにいることはできない。宮中での作法は身分によって細かく規定されているし、服装もそうだし、挨あい拶さつするだけにしてもいろいろとある。

　それだけではなくて、あちらでの記き憶おくを持つ私は、時々、この身分というものがものすごく理り不ふ尽じんに感じられたり、強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えたりすることがある。もちろん、だからといって単純になくせばいいとかそんな風には思わないけれど。

（頭ではわかっているのに……）

　鍵かぎの姫ひめを……帝てい國こく最後の皇こう女じよとその血筋を守るために建国されたダーディニアにおいて、貴族というのは皇女を守った騎士達の末まつ裔えいだ。この国がこの国として在あるためには、身分制度は絶対不可欠なものなのだ。

　ある意味、私はこのダーディニアの身分制度の頂点に立つ張本人で、だからこそ何もできない。

（いろいろ、難しいことがあるよね……）

　孤こ児じ院いんの子供達の顔を思い出す。ラグやルファ、それから、ジャーロや小さなウェイ……身分のない子供達。

（才能があれば取り立ててもらえる仕組み自体はあるのよね）

　孤児院の出身でも大学の入学試験に挑ちよう戦せんする子供がいる。

　たとえ奴ど隷れいであっても大学を卒業できれば高級官かん僚りようになれるし、平民であっても軍に奉ほう職しよくすれば己おのれの能力次し第だいで将軍にもなれる。

（広い意味で考えれば、この下級女官という曖あい昧まいな存在も救済措そ置ちと言えるのかもしれない）

　だとすれば、私には何ができるんだろう？

　できること、できないこと────力量の問題というだけでなく、さまざまな要因が絡からんでくる。まだ王宮内のことをちゃんと把は握あくしていない私はうかつに動くことができない。

（……でも、全部わかるまで何もしなかったら、一生何もできないと思う）

　こういう場合は、自分だけでやると考えなければいい。

　私が知らなくても、知っている人に訊きいて教えてもらえばいい。

（私一人で考えていても仕方がないのよね……まずは目の前の一歩から！）

　籠を抱える手にぎゅっと力を込める。

（できることから段階を踏んでやる！）

　いろいろ考えすぎたときは、原点に戻ればいいのだ。

（私の原点はナディルさまだから……うん。まずは、ナディルさまにちゃんとごはんを食べてもらう事から！）

「……よし」

　立ち上がる。殿下にご飯を食べてもらうためには、殿下の居場所を知っているフィル＝リンと合流しなければいけない。

　廊下に出ようとしたら、少し早いタイミングで隣の部屋からエリニアが出てきた。

「……あ……」

　声をかけようとして思いとどまったのは、彼女の表情がどこか切せつ羽ぱ詰つまったものだったからだ。

「……エリニア、待ってくれ」

　焦しよう燥そうにかられた声というのはきっとこういう声のことを言うのだろう。

　知らない人だったけれど、その一言を聞いただけで、彼がどうしようもなく焦あせって動どう揺ようしていることがわかった。

「どいてください。仕事中です」

「エリニアっ」

（え？　もしや、これって痴ち話わ喧げん嘩か？）

　何だか一瞬にして、聞いてはいけないものを聞いている気分になってしまった。

「……ファーサルド子し爵しやく閣かつ下か、私は仕事中だと申し上げました。これ以上、邪じや魔まをするようであれば後宮の護ご衛えい騎士を呼びますし、私の上役である女官長にご報告申し上げることになります」

　私に話していた時と違って、エリニアの声が嶮けわしい。

「……少しだけ……ほんの少し協力してほしいだけなんだ」

「子爵、何を言われようとも、私はあなたに協力などするつもりはありません。私はもうあなたの乳う母ばではなく、あなたの乳ち姉きよう弟だいだった私の娘むすめももういないのです」

　乳母って……エリニアは、そんな年齢には見えなかった。少なくとも、ファーサルド子爵と呼ばれている人と同年代の子供がいるようにはまったく見えない。

（すごい、王宮女官の化粧術……）

「エリニア、そんなこと言わずに助けてくれ！」

（これ、いま出たら絶対ダメなやつ）

　というか、図はからずもここで聞いてしまっていること自体がマズい気がする。

　私はそーっと扉を閉じて、壁に寄る。万が一、扉を開けられても、隠かくれる位置だ。

「……子爵閣下、あなたはティセラが……私のたった一人の娘がなぜ死んだのか……グラーシェス公こう爵しやく妃ひのせいだと何度も言いましたね」

「ああ、そうだ。あの婆ばあさんのせいで五いつ日か熱ねつが蔓まん延えんしたんだ。そのせいでティセラは死んだ」

「……公爵夫ふ人じんの判断が間違っていたせいでネーヴェで五日熱は蔓延したのだと。でも、他のいろいろな人からお話を聞いたことで私は知りました。……それは誤りです。公爵家の方々は、できる限りの手を尽つくしてくださった。ティセラが助からなかったのは誰のせいでもありません」

　話の内容がすごく不ふ穏おんな感じだ。

（でも……）

　気になって、思わず耳を澄すませてしまう。幸い、二人の声はとてもよく聞こえる。

「ティセラは、お仕えしていたフィオニー様の看病中に五日熱に感かん染せんいたしました。それはもう避さけようがないことです。そして、公爵家では、使用人もご自分のお孫様と同じように医者に診みせ、手を尽くしてくださった……」

「そんなのはただの欺ぎ瞞まんだ！　向こうがそう言っているだけじゃないか！」

「ならば、あなたのお言葉も、あなたがそう言っているだけではありませんか」

　平へい坦たんな声こわ音ね……エリニアは冷静だった。

「公爵家で手を尽くしてくださったことは、公爵家の方からではなく、ティセラの同どう僚りようだった方に聞きました。公爵家の方々は言い訳を一いつ切さいなさいませんでした。ですが……ティセラを公爵家の霊れい廟びように葬ほうむることを許してくださった。最後まで忠ちゆう義ぎを尽くした礼だと。……母はは女め神がみの園そのでもフィオニー様にお仕えせよ、と。……平民の、父もいない子をです。そして、年が改まるたびに、公爵家からあの子を偲しのぶ丁てい寧ねいなお手紙をいただきます。私はあの子を亡なくした痛みを忘れることはないでしょう。ですが、それに囚とらわれてこの先の人生を棒に振ふろうとは思いません」

「エリニア、私を捨てるのか？」

「いいえ、子爵閣下。……もとより、私達の間にそのような関係はありますまい。あえて言うのであれば、私を先に捨てたのはあなたです。でも、それは当たり前のことです。お育てした御お子こが独り立ちなさる……寂さびしくは思いますが、それを喜ばない乳母はおりません」

「エリニア！」

「……子爵閣下、お間違えにならないでくださいませ。私は王宮女官でございます。私の主あるじはもはやあなたさまではなく、明日、国王になられる王太子殿下であり、王おう妃ひとなられる王太子妃ひ殿でん下かであります」

「私の主であるエオル様とて王家の御お方かたなのだぞ！」

「存じております」

　エリニアの声はどこまでも平坦だった。

「エオル様のために私に従え」

「いいえ、子爵閣下」

「エリニアっ」

　押おし殺ころした悲鳴のような声音で、子爵はエリニアに詰め寄った。

（……しつこい）

「子爵、あなたには私に命令する権利はありません。このまま邪魔をするようでしたら、衛えい兵へいを呼びますよ」

　とうとうエリニアの言葉から閣下の敬けい称しようがなくなった。いっそもう衛兵を呼んで引き渡した方がいいと思う。

「わ、我が家に仕えた恩は……」

「『もう乳はいらぬ。手も離れた。あとは家庭教師に任せるから三日で出ていけ』と追い出され、冬空の下、子連れで行くあてもなく途と方ほうにくれた私を救い、私の実家に話を通して王宮へとお仕えさせてくださったシュターゼン伯爵様へのご恩のほうが何倍も上です」

　自分の護衛隊長兼けん現在の家庭教師の名前が出てきて少しだけ驚おどろいた。

　恩の上下をどうこう言ったりしないけれど、今、ここで聞いているだけの私でも、エリニアの言い分はよくわかる。

「もういいっ。……そなたが悪いのだぞ、エリニア。我が乳母だと思うからこそ、おとなしくしていたものを……」

　その言葉にものすごく危険なものを感じて、私はそーっと扉を開いた。

　目に入ったのは、きらめく銀色の刃やいば……どこに隠していたのか、子爵が短たん剣けんを抜いて、エリニアに突き付けていた。

「鍵を出せ」

「………………」

　エリニアが一歩、二歩と下がる。

「鍵を出せと言っているんだ、エリニアっ」

　子爵が一歩、二歩と踏み出した。

（鍵って……あれか……）

　エリニアのエプロンドレスの腰のところに鍵の束がある。

　たぶん、清掃用の鍵の束だ。

（……どう考えてもよからぬことに使う未来しか想像つかない）

　扉をもう少し開けて、エリニアを中へと入れて急いでドアを閉めたらどうだろう？

　周囲を見回して見つけたのは、暖だん炉ろのところにある火ひ搔かき棒ぼうだ。

　丈夫そうだけど、手にしたらかなり重かった。でも、これが一番頑がん丈じようだ。

（……よし）

　頭ではわかっていた。

　自分から危険に踏み入るような真ま似ねをするなんてもってのほかだと。

　でも、許せなかったのだ。

　武器など持たない女官のエリニアに刃を向ける子爵が。

（後宮の女官はすべて私に仕える者なんだから！）

　私が、私に仕える者を守らないで誰が守るのだ。

　思いっきり扉を開く。

　思いのほか力が入っていたのだろう。

　ものすごい音をたてて扉が跳ね返り、エリニアと子爵の視線がこちらに釘付けになった。
















「宮内で刃を抜くとは何事ですか」

　甲かん高だかい声にならないように、声を抑える。

「何だ？　おまえ」

　一瞬、しまったという顔になった子爵だったけれど、私がまだ年とし端はもいかぬ少年であることがわかると途端にイヤな笑みを浮かべた。

「わ……僕が何者でもあなたには関係ありません。剣を捨てなさい。でないと、衛兵を呼びますよ」

　子爵はニヤリと歪ゆがんだ笑みを浮かべて言った。

「衛兵共はしばらく来ないさ。……今頃奥で王太子妃殿下が襲われて大騒ぎになっているからな」

（……つまり、私室で寝ていることになっている私が襲われているということですね）

　本物の私はここにいる。でも襲われているというのなら、身代わりをたてているのかもしれない。

（だからこその男装か……）

　私がそのままの姿でいたら、アルティリエが二人になってしまうから。

　そして、王太子妃が襲われていることを知っているこの男は、間違いなくそれに関わっているのだ。

「……なるほど。おまえもその一味ということですね」

　私は子爵とエリニアとの距離を目ではかる。

　エリニアの前に立って、子爵の刃を受け止めるようなことは私にはできない。火搔き棒を振り回して牽けん制せいするくらいしかできないのだ。

（打ち合うなんて絶対に無理です）

　振り回すには重じゆう量りようがある。

　エリニアと目が合った。

　エリニアの瞳は申し訳なさで塗りつぶされていた。

　だから、私は大丈夫だというようにうなづいた。

　すると、次の瞬間、エリニアは、あろうことか私の方に向かってその鍵を投げた。

（そんな打合わせしてません!!）

「……え？」

「……あ……」

　エリニアの狙いはとっても正確で、火搔き棒を捨てた私の手の中にその鍵がおさまる。

（ナイスキャッチ！　と言いたいところですけど……）

　それどころではない。私はあわてて扉を閉めて鍵をかけ、そして部屋の中にあるもう一つの扉から隣りん室しつへと踏ふみ込こむ。

　ガンガンと激しく扉を叩たたく音がしているけれど、知ったことではない。

（……廊下に出たら、たぶん見つかるし……姿を見られたらきっと追いつかれる）

　あの音がするうちはあの場所から離れていないということだ。

　あの男が扉を叩いているうちに、エリニアが衛兵を呼んで取り押さえてくれてればいいのだけど……難しいかな。私はあわてて置きっぱなしの籠を摑む。

　幾いくつかの部屋から部屋を抜け、誰もいない廊下を注意深く横切り、人がいないことを確認してから次の部屋へと抜け、扉が開いていない場所はマスターキーを使って通った。

　扉を叩いている音はもうしない。たぶんあの場を離れて私を探し始めているのだろう。

（あとは運かな……）

　逆方向を探している可能性もある。でも、こちら側を探しているかもしれないのだから、気は抜けない。こっそり隠れて逃げながら気付いた。

（どうしよう、もうこれ、絶対元の場所には帰れないよ！）

　まったく戻れる自信がない。

（ごめん、フィル、潔いさぎよくナディルさまに怒られて！）

　だいたい、自分がどこを目指しているかもわからないのだ。

「……あ、この部屋……」

　三本目の鍵で入ることのできた部屋の色合いに見覚えがあった。

　たぶん、殿下が使っている領域エリアだ。室内装そう飾しよく……カーテンとか壁が殿下の執しつ務む室しつと同じものだ。

「書類倉庫、かな？」

　おそらく濃のう紺こんであろう絨毯は使われておらず、丸めて部屋の隅すみのほうに置いてある。

　床ゆかに無む造ぞう作さに積まれた木箱はまるで塔とうのようだった。何本も何本もある高い塔の、その中身はおそらく全部書類なのだろう。

　確かにそれだと絨毯は不要だ。

　その次の部屋も同じような書類倉庫で、その次の部屋も書類倉庫だった。そして、その次の部屋も。ただしこの部屋はまだ半分くらい床が見えている。

「どこまで書類倉庫なの……？」

　そっと静かに扉を開き、それから、廊下をのぞき込んだ。

（誰もいない……）

　よーし、と思って廊下へと出る。

「……あれ、ここ」

　見たことのある絵が飾られている。

　引き返して角を曲がる。

「あ、やっぱり」

　さすがの私も、通いなれた道は何となくわかる。

（……とうちゃーく！）

　見るからに頑がん丈じような樫かしの扉。ピカピカの真しん鍮ちゆうのドアノブのその光こう沢たくに既き視し感かんを覚えるのも当然だ。

　こんこんと小さくノックする────誰の返答もない。

　もう一度扉を叩き、返答がなかったから、細く開いて中へと滑すべり込んだ。

（……ガウンじゃないと、誰かに開けてもらわなくても入れるのが楽だよね）

　本ほん棚だながたくさんある図書室のような部屋を抜けたその奥に、殿下の執務室がある。少しだけ緊きん張ちようして、扉をノックした。

「……やっぱり、いないか……」

　さすがに今日は執務もお休みのようで、机の上は綺き麗れいに片付いている。

（子爵といえど、たぶん、ここまでは来ないよね）

　殿下がいないからか、護衛の騎士もいない。

（もし、隠れて護衛がいるならナディルさまの元に連れん絡らくがいくはずだから……）

　そうしたらきっと誰かここに来てくれるだろう。

　私はいつもの自分の席である椅子に座ろうかなと思ったけれど、ちょっといたずら心がわいて、殿下の椅子にちょこんと座ってみた。

（おおー、ナディルさまのお席からはこんな風に見えるんだ）

　何がどうというわけではないけれど、何だか少しだけ嬉うれしい気分になった。

（……ナディルさまにお会いできたら、まずは、さっきの二人のことを話そう）

　エリニアと子爵の交かわしていた言葉の意味を、私は半分も理解できていなかった。

　私にわかったのは──あのファーサルド子爵という人が何らかのはかりごとを巡めぐらしていて、そのためにこの鍵束を必要としたということ。

　そして、エリニアがそれを拒こばんだこと。

（きっと、ナディルさまに話せばいいようにしてくれる）

　それは私の絶対ルールの一つだ。

（……あれ？　人の、声？）

　誰かの声が近づいてくる、と思った瞬間、私は椅子からするりと降りて、反射的にそのまま机の下に潜もぐった。

　声の主ぬしが殿下ならいい。でも、他の人だったら……。

　扉がきしみながら開く。そこには二人分の影があった。
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（なんで隠れちゃったんだろう。私の馬ば鹿か……）

　思わず執務机の下に隠れてしまったのは、条件反射だ。可能性は限りなく低いと思いながらも、もしかしたら私を追いかけてきた子爵が入ってきたのかもしれない……という可能性がとっさに身体からだを動かした。

「かけなさい」

（……ナディルさま）

「……失礼いたします」

　耳に馴な染じんだ殿下の声。隠かくれ場所から出ようかと思ったけれど、殿下に応こたえた消え入りそうに細い声に、それを取りやめた。

（こんなところ、ナディルさま以外の人に見つかったらまずいよね）

　一いつ緒しよに来た相手が私を私だとわかったりすると更さらにまずい。

　男装はしていても、私の容姿は亡き母に生き写しで、特にこの瞳の色は特別だからバレないとは言い切れない。

　私の頭の中のリリアは、『王太子殿下に見つかるのもまずいです！』と目を吊つり上あげているけれど、そこはスルーだ。

　だいたい、私がこんな格好をする許可を出したのは殿下なのだし、追いかけられて殿下の執務室に逃げ込んだことは大正解だと思っている。

　盗ぬすみ聞ぎきをするつもりはないのだけれど、室内が静かなせいで図らずも耳を澄ませることになった。

（……これは不ふ可か抗こう力りよくなんですよ。先に私が隠れていたんですから！　ナディルさま達のほうが後から来たんですからね！）

　心の中で言い訳するのにもだんだん慣れてきた気がする。

　どさり、と窓の外で何かが落ちる音がした。思いのほかその音は大きく響ひびく。

　ぶにゃーというひどく不細工な泣き声がしたから、どうやら猫が木から落ちたらしい。

　なのに、二人はどちらも口を開く気配がない。

　奇き妙みような……どこか緊張を孕はらんだ沈ちん黙もくが室内を支配していた。

（相手は誰なのかしら？）

　二人の様子をのぞきたいけど、執務机の下に隠れた私にとって、視界が開けているのは彼らがいるのとは逆方向だ。執務机の足元には板が張られていて隙間からもうかがえない。だからこそ私の姿を隠してくれているのだけれど、今はすごくもどかしい。

「……異母兄あに上うえ……本日は、お忙いそがしいのではないのですか？」

　あにうえ、と呼んだということは、ナディル殿下の弟ということ。でも、この声は、シオン猊げい下かでもアル殿下でもないから、残るはお一人だけ。

（……エオル殿下？）

　会ったことがあるのに顔をはっきりと思い出すことのできない第四王子殿下だ。

「確かに忙しくはある。だが、それらを置いてもそなたと話さなければならないだろう」

　先に口を開いたのはナディル殿下だった。

　びくりと空気が震えた。たぶん、エオル殿下が身を震わせたからだ。

「い……いったい、僕にどのようなご用で……？」

「……そなたらの陰いん謀ぼうの後始末について話すために呼んだのだ」

「え？　陰謀？」

　心の底から不思議に思っているという声音だった。

（陰謀？　……つまり、この間狙われた時のこと？）

　なぜ、エオル殿下が？　と不思議に思った。エオル殿下がグラーシェス公爵妃に何らかの恨うらみを抱いだくほどの関わりがあるように思えなかったからだ。

　カツカツと規則正しい足音が近づいてきて、執務机の前で止まる。

　殿下は、机の上から幾つかの書類を選び出すと、それをエオル殿下に渡したようだった。

「そなたの側近が、王宮に不ふ審しん者しやを招き入れた事件の口書きだ」

「口書き？」

「供きよう述じゆつ書しよと目もく撃げき者しやの証言をまとめてある。……そなたの側近であるファーサルド子爵が、グラーシェス公爵妃の命を狙った、ということだ」

「お待ちください。ローヴェはそんなこと……」

「したのだよ、エオル」

　しません、と言いたかったのか、するはずがないと言いたかったのか……でも、最後まで言い終わらないうちに、その言葉はナディル殿下に阻はばまれた。

　殿下はまったく激げき昂こうすることがなくいつも通り冷ややかで、その言葉には反はん駁ばくを許さない強さがある。

「目撃者の証言がある。そして、協力した者は、そなたの命めいでそれをしたのだと言っている」

「え？」

「更に、ファーサルド子爵は、公爵妃の襲しゆう撃げき犯はんを宮中に入れる際にそなたの名前を使ったのだ」

「ぼ、僕は知らないっ。異母兄上、本当に知らないのですっ」

「……そなたが知っていようと、知らなかろうと、それはどうでもいいのだ」

（え？　どうでもいいんだ？）

　思わぬことを言われて啞あ然ぜんとしているエオル殿下の様子が目に浮かぶような気がした。

「そなたの側近が、そなたの名を出して引き入れた以上、それはそなたのしたことと同義だとみなされる」

「……そんな……」

　ガタンと大きな音が響く。たぶん、エオル殿下が床に膝ひざをついたのだろう。

「エオル、そなたは何も知らなかったと言うが、そなたの望みが王位であったこと……そなた達が最終的には私の地位を侵おかそうとしていたことは複数の証言から明らかだ」

　エオル殿下が息を吞む気配がした。

（え？　エオル殿下、王太子になるつもりだったの？）

　ちょっとまって、利用されただけなら何とかなりそうだけど、自発的な意思があったのなら、それって重じゆう罪ざいになるよね？

　王太子の地位を狙う、というのは、国家騒そう乱らん罪ざい、あるいは国家転てん覆ぷく罪ざい……下へ手たをすれば大逆とされてもおかしくない。

「私よりも己の方が王太子にふさわしいのだと常々口にしていたのだと聞いた」

「それは……」

　エオル殿下が口ごもる。

（え？　本当に口にしていたの？　エオル殿下って馬鹿なの？）

　ナディの双ふた子ごの兄妹きようだいというくらいしか知らないけれど、本気で己の方がナディル殿下より勝まさると思っていたのなら頭が弱いのではないかと疑うところだし、本気ではなかったとしてもそんなことを口にするなんて随分と軽々しい振ふる舞まいだ。

（ナディルさま以上にこの国の王太子に……ううん、この国の国王にふさわしい人なんていない。それは、別に私の……妻の欲目っていうわけではないと思う）

「……そなたが私に代わりたいと望んだのが先か、あるいは、ファーサルド子爵が野心を抱いたのが先か……それはわからぬ。だが、そなたの意を汲くんだファーサルド子爵は、随分といろいろな人間を動かしたようだ」

（いろいろな人間？）

「先頃のグラーシェス公爵妃の襲撃、それから、夜会で騒ぎを起こしたローデリア侯爵令嬢、アルハンにも余計なことを吹ふき込んだな？」

　それは問いかけの形をとってはいたけれど、殿下には確信があるのだろう。

「レオンからは注意喚かん起きの使者が来たし、西のフェルディスからは謀ぼう議ぎに誘われたと証しよう拠この書簡付きでわざわざ公爵本人が釈しやく明めいに来たぞ」

　レオンというのは確かアルハン公爵の嫡ちやく男なん……後継ぎの人だ。

「ぼ、僕は……僕は……」

　カタカタとエオル殿下が小さく震える音がする。

「何よりもそなたの最大の罪は、我が妃を……アルティリエを狙ったことだ」

（……私……？）

「アルティリエの護衛体制が手て薄うすになる機会を狙っていたのか？　ああ、そなたらが計画した襲撃は未み遂すいに終わっている。子爵はその場にいなかったようだが時間の問題だろう」

（……リリアのする『大掃除』ってそういう大掃除だったんですね。……うん、そうだよね、リリアだもんね）

　内容から察するに、殿下とリリアは、私を囮に襲撃犯を後宮に誘導して一気に片を付けたのだ。そして、万が一を考えて──おそらくは身代わりをたて、念には念をいれて男装までさせて私を隔かく離りした。

（私の容姿を知っている人間は少ないからこんな簡単な変装でもわりと通用する）

「僕はアルティリエ妃殿下を襲撃などしていないっ。ただ、ローヴェは僕の恋こい心ごころを憐あわれんで……姫を連れ出してくれる、と……手て荒あらな真ま似ねをする気はなかったんです」

「つまりは拉ら致ちだな……」

　殿下の態度はたいへん冷ややかだった。

「拉致なんか……そんなことをするつもりは……」

「本人の合意がない以上、そなたのやろうとしていたことは拉致であろう。あるいは、誘ゆう拐かいか……どちらにせよ犯罪には違いない」

　ナディル様は容よう赦しやなく言葉の刃を突き付ける。

（……この鍵束、王宮から逃げるのに使うつもりだったのかな）

　長ちよう衣いの隠しポケットにしまった鍵束を上からそっと押さえた。

　口元を押さえて欠伸あくびをこらえる。こんな緊きん迫ぱくした場面だというのに眠気に襲われて、目がしょぼしょぼした。体力がなさすぎるにもほどがある。

「異母兄上、僕はただ……恋しく想っていただけなのです。襲撃だなんて大それたことは考えておりませんでした」

　哀あい願がんの響きが混じる。

（……こいしく？　何を？）

　眠いせいでうまく頭が回らないのか、あるいは肝かん心じんなところを聞き逃していたのか、意味がよくわからない。

「だが、後宮を襲撃した者達は間違いなく命を狙ってきたそうだぞ。……全員の刃に毒が塗ぬってあったそうだ。……アルティリエは身体が弱い。ほんのわずかに触ふれただけでも生命の危険があるだろう」

「毒……？」

　そんなはずがない、とエオル殿下は口の中でつぶやく。

「つまり、事態はすでにそなたの思おも惑わくを無視したところにあり、到とう底てい、手が届かぬということなのだな」

　くつくつとナディルさまは喉のどの奥で嘲あざけるように笑った。それはいっそ上じよう機き嫌げんにも聞こえるほど。

（なんか、『無む能のう』と罵ののしる声が聞こえてきそうな……）

「エオル」

　冷ややかな声が、異母弟おとうとの名を呼んだ。

「はい」

「他の罪が減じられることはあれど、アルティリエを狙ったことだけは絶対に許されないであろう。覚かく悟ごするが良い」

　無む機き質しつな声が、断罪の言葉を口にする。

　ちゃんと聞き届けなければいけないと思うのに、まだ成長しきらない身体はどうも限界を迎えてしまったらしい。何度も腿ももをつねったりしたけれど効果はなく、うつらうつらと舟を漕ぐ。

（……聞いてなきゃいけないのに……）

　眠っちゃダメなのに、と思いながらも、意識は半分眠りに侵しん食しよくされる。

　だから、二人が話をしていることはわかっていたけれど、内容がさっぱり頭に入ってこなかった。

「……異母兄上。……いえ、王太子殿下」

「なんだ」

「……姫の夫である王太子殿下だからこそ、申し上げます。……僕は、本当に知らなかったのです。知らなかったことが罪であることは理解しています。でも、僕は姫を殺そうとなんかしていない。……あなたに取って代わりたいと思ったことは認めます。それは、あなたが姫の夫だからだ。僕は国王になりたかったわけじゃない。アルティリエ姫の夫になりたかっただけだ」

「彼女は、一歳になる前から私の妻だ」

　熱のない声。でも、殿下が少しだけ不ふ機き嫌げんそうなのがわかる。

「……大逆をおかしたと言うのなら、確かにそうでしょう。僕はあなたになりたかった。大学を卒業し、王家始まって以来の天才と呼ばれ、近衛を率いる武をも持ち合わせ、四大公爵のすべてが従う……しかも、他国の血をひきながらも王太子だ!!　僕は、いつだって比べられた。何をしてもあなたにはかなわない。あなただけじゃない、二番目の異母兄上とも、三番目の異母兄上とも比べられた！」

　その声が激昂の熱を孕はらむ。

「皆が言うんだ。異母兄上を見習えと。何をどんなに頑張っても誰も僕を認めない。何一つ僕の思い通りにはならない！　だからあなたになりたかった。何もかも思い通りになるあなたに！」

（……そんなことないのに……）

　反論の言葉を口にすることはできなかった。苛いら立だちはあるのに、眠すぎてうまく言葉にできない。

「……話はそれだけか？」

　エオル殿下の激昂などまるで意に介さずに、ナディル殿下は冷ややかに言った。

「……はい」

　消え入りそうな声でエオル殿下はうなづいた。

　ガタンと机の底板に頭をぶつけてはっきりと目がさめた。意識をはっきりさせるように頭を振る。二人には気付かれただろうか。じんわりと冷や汗が背ににじんだ。

「追って沙さ汰たする。己が宮で謹きん慎しんするが良い」

「……はい……」

　小さな衣きぬ擦ずれの音がして、エオル殿下が立ち上がった気配がした。

「特に監かん視しを付ける気はないが、身は慎つつしむように。この上、さらに罪を重ねるようであれば、罪つみ一いつ等とうを減じることもできぬであろう」

　罪一等を減じるとは、死罪となるところを減げん刑けいするという意味だ。

（……王族は通常の法で裁くことはできない。でも、たぶん、王太子の地位を狙ったことは大逆になるのではないかしら？）

　なのに、殿下の口ぶりではそれ以上に私を狙ったことが問題となるようだった。

（唯ゆい一いつのエルゼヴェルトだから？）

　私の感覚としては絶ぜつ滅めつ寸前の希少生物といったところ。

「……はい。肝きもに銘めいじます」

　パタンと小さな音をたてて、扉が閉まる。

（……いなくなったよね……）

　耳をよく澄ませて、ナディル様以外がいなくなったことを再確認して、私はそーっと隠れ場所から這はい出た。

「……ナディルさま」

　振り向いたナディル殿下は大きく肩を震わせ、私を見て動きを止めた。その秀しゆう麗れいな顔は、すべての表情が抜け落ちてしまったかのようだった。

　なぜ私がここにいるのか理解できなかったのだろう。

「……ルティア？　なぜ？」

　それでもすぐに気持ちを立て直したのは、さすがナディル様と言うべきだろう。

「ファーサルド子爵という人に追われて……」

　その前にフィル＝リンとはぐれたり、いろいろとあったのだけれど省略した。だって詳しく話したら、フィル＝リンだけじゃなくて私まで怒られそうだったから。

「……それで、エリニア＝ネルケという女官に助けてもらって、ここに逃げ込みました」

　ちょっと端は折しよりすぎかとも思ったけれど、間違いではない。

「エリニアに？」

　ナディル殿下は、少しだけ考え込む表情になった。

「はい。それで、この鍵束を託たくされまして……」

　私は、鍵を出してみせる。

「それで、エリニアは？」

「わかりません。私、追われて逃げ出したので……」

　私はふるふると首を横に振った。

　殿下が手を伸ばしたので鍵が欲しいのかと思ったら、殿下はまたしても私を抱き上げた。

「……ナディルさま！」

「……何だ」

「私、次からは自分で歩くと申し上げたはずですが」

「それはわかっているが、非常事態だ、許せ」

（これ、非常事態なんですか？）

　哀かなしいことに、私の感覚は麻ま痺ひしつつある。ちょっと追いかけ回されたくらいなら、なんだまたかと思えるようになってきていて、どのレベルなら非常事態になるのか判断に迷う。

「……君は私が目を離しているといつも危機に陥おちいっているな」

　無む造ぞう作さに扉を開け、殿下の足は迷いなくどこかを目指している。二回くらい角を曲がっただけで、私は自分がどこにいるのかわからなくなった。

「危険と言えば危険ですけれど……」

　そこまで言うほどでもないと思う。

　殿下はため息をついて私を見て、それから首を振った。

「あの……どこへ行くんですか？」

「君の宮だ。……もう戻っても問題ない」

「ありがとうございます」

　できれば早く着替えたい。少年の格好をするのは動きやすいけれど、ちょっと落ち着かないのは私の感覚がこちらの感覚と馴染みつつあるからだろう。

「……ナディルさまが最初から大掃除のことを教えてくだされば、私あんな風に子供っぽく拗すねたりしませんでした」

　少し恥ずかしい気持ちを堪えて告げる。

「それも悪くない」

　殿下のその余裕が憎い。

「エオル殿下とのお話はちゃんとできたのですか？」

「聞いていたのではなかったのか？」

「…半分くらいは……すごく眠くて、聞いていたんですけどうまく理解できなかったというか……聞いているそばから忘れてしまったというか……ナディルさま？」

　殿下がくつくつとおかしげに笑う。

「何がおかしいんですか？」

「……君があまりにも素晴らしいから嬉しくなっただけだ」

「からかってますね？」

「まさか」

　私はむっとしてぷいっと明後日あさつての方向を向く。

「拗ねているのも悪くない」

　殿下がくすりと笑った。

「そんなの……」

　意味ありげな流し目に見み惚ほれそうになった。男の色気ってこういうのを言うんじゃなかろうか。

「……ナディルさま、これ、差し入れです。お昼、まだですよね？」

　手にしていた籠を、殿下の胸むな元もとにおしつけた。追いかけ回されている最中でも意地と根性で手離さなかった差し入れだ。

「ああ。ありがとう」

　表情が目に見えて柔やわらかくなる。

「……少しくずれているかもしれません」

「問題ない」

　今頃気付いても遅いけど、火搔き棒を持って立ちむかうより、この水筒を投げればよかった気がする──うまく当てられればだけど。

「チーズと塩しお漬づけ豚ぶたの刻んだものを青菜と炒いためて蜂はち蜜みつをたらしたガレット。それから、フレッシュなチーズと生ハムと青菜のバゲットサンド、ナッツをいれたクッキーも添そえました。飲み物はチャイですね。生姜がきいています」

　殿下のお好きなものばかりだったせいか、口元がほころんだ。

（……良かった）

　喜んでもらえることが嬉しい。

「そういえば、前夜の晩ばん餐さん会かいでお出しした塩漬け豚の煮に込こみはどうでした？」

　この建国祭のイベント週間に、私は何品かのレシピを提供したのだ。己の手で作っていないとはいえ、やはり評判は気になる。

　そんな他た愛あいのない話をしていれば、宮に着くのはあっという間だった。

　扉の前で、殿下はこほんと咳せきばらいを一つした。

「ところで……」

「はい？」

「……君の護衛のはずのフィル＝リンはどこに行ったんだ？」

「えっと……その……」

　ど、どう答えれば一番いいんだろう。

「ルティア？」

「あ、はい。その……ちょっとはぐれてしまって……」

　ぴきっと殿下のこめかみがひきつった。

　ごめんなさい、フィル＝リン。隠しとおせなかったよ。
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「では、どうぞこちらでお待ちくださいませ」

　恭うやうやしく頭を下げたのは金や銀の飾かざりがたっぷりとついた聖せい衣いをまとった老人だ。王宮にある聖堂の管理者だと紹しよう介かいされたが、かけている聖せい帯たいの色が最高位の紫むらさきで刺し繡しゆうは金なので、おそらくそれなりの地位にあるのだろう。

（聖堂の人達は、総じて私に対して丁てい寧ねいです）

　聖堂は聖堂で、私の血に対して何らかの意味を見み出いだしているのかもしれない。

　老人の合図で同じく正装姿の二人の老人が、恭々しく頭を下げる。

　私の身長の倍以上の高さのある大扉が、ぎぃっと音をたてて閉められた。

（……夜が来た……）

　闇やみに閉ざされた空間に私は一人きりにされる。

　不思議と怖こわいという感覚はなかった。

（……不思議な場所だ……）

　王宮の地下にある祈いのりの間まと呼ばれるのが、この場所だった。

　これまでに足を踏ふみ入れた建築物の中で最も天てん井じようが高い場所だ。

　しばらく、台に座すわったまま目を慣らす。

（随ずい分ぶんといろいろなことがあった一日だった）

　ここのところ、毎日がとても濃のう密みつでたくさんのことがありすぎて、ジェットコースターに乗っているみたいだった。

　ちょっと気を抜ぬくと、自分の目の前で起こっていることなのに意味がわからなくなる。

（でも……これで決着はついたんだと思う）

　たぶん、私には知らないことがたくさんある。

　でも、終わった────殿下が終わりにした。

　いろいろと疑問に思うことはあるけれど、私が知ってもいいことならば、そのうち殿下がちゃんと話してくれるし、知りたいことは積極的に聞こうと思う。

　疲れているせいだろうか、ふわりと身体が浮くような浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれた。

　ゆらゆらと身体が揺れる感覚の中で、ぼんやりと今日のことを思い起こす。

（……たぶん、エオル殿でん下かはナディルさまの地位を狙ねらって暗あん躍やくしていたのよね？）

　そして、さっきナディル殿下の執しつ務む室しつで隠かくれていた私の前でそれを暴あばかれて、謹きん慎しんさせられた。

（……どのくらいの罪になるのかしら？）

　罪つみ一いつ等とうを減じる、という言葉通りにとるならばかなりの厳げん罰ばつだ。

（罪を減じられなければ死罪もありうるんだよね）

　ナディル様の口調はあまりにも淡たん々たんとしていたので、いまいち現実味がなかった。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、だんだんと目が慣れてくる。

「……そろそろ、行こうかな」

　目が慣れると、暗くら闇やみの中でもそれなりに平へい衡こう感覚を保つことができる。私は教えられた通りにあまり広くない真っ暗な道へと歩を進めた。

（……このトンネルを抜けると花はな園ぞのがある。私は、その花園の四阿あずまやで一晩を過ごす）

　それが、私の潔けつ斎さいだという。

　トンネルはしばらく続く。長いように思うかもしれないが、一本道で絶対に出口があるから、安心して進むようにと言われた。

（懐かい中ちゆう電灯が欲ほしい……ううん、こちらだと手て燭しよくかランプか……）

　だが潔斎では、身一つで祈るのが決まりだという。

（で、北の塔とうで潔斎をしている殿下が時間になったら迎むかえに来てくれるって言ってたけど）

　この場所でどうやって時間を知るのだろう？　とか、殿下は北の塔からどうやって迎えに来るのだろう？　とか、いくつかの疑問が浮うかんでは消える。

　明日になればわかることとはいえ、もう少しちゃんと説明をしてほしい。

（ナディルさまは説明が足りません）

　説明できないこともいろいろあるのだろう。でも、必要最低限の説明も怠おこたっているような気がする。

（いや、これはさっきの聖堂の人に聞くべきだったんだろうか？　まだ歩くのかな……）

　真しんの暗闇……一筋の光も射さし込まぬこの闇の中では、壁かべに触ふれて進まないと歩くことができない。

　足元すら見えないせいか、まるで闇の中に浮いているような錯さつ覚かくをしそうだった。

（……ここ、何か妙みように安心する……）

　それは、不思議な感覚だった。

　別に見知った場所ではない。それどころか、今日初めて訪おとずれた場所だ。

　なのに、奇き妙みようななつかしさと共に込み上げる絶対の安心感……それは、殿下の腕の中にいる時とは種類をまったく異にしていた。

（この格好、誰だれかに見られたら幽ゆう霊れいに間違えられるかもしれません）

　シンプルな白いガウンに、白い靴くつ、髪を結んでいるのも白いリボン……という白一色の装よそおいはこの暗闇の中でも闇に溶とけ入ることがなかった。

「……あ……」

　視界の先にわずかな光を見み留とめた。

（……光……）

　闇に差し込む一筋の光は、大理石と思おぼしき石の床ゆかに白い円を落としている。

（スポットライトみたい）

　光を見つけたことで、歩くスピードが格段に上がった。

（……とーちゃく！）

　靴の爪つま先さきが円の縁ふちを踏ふんだか踏まないかというその瞬しゆん間かん、視界がハレーションを起こしてまばゆい白に覆おおわれた。

「……あ……」

　反射的に目を閉じる。

（……何だろう……今、何かわかりそうだった……）

　何かが頭の片かた隅すみで閃ひらめいたのだけれど、光の中に消えてその輪りん郭かくだけが脳のう裏りにうっすらと残る。

　足元がぐらついているような気がしたので、その場で蹲うずくまった。




　どのくらい時間が経たっただろう。

　一いつ瞬しゆんだったようにも思うし、随分と待ったようにも思う。

　うっすらと目を開き、少しずつ光に慣らしながら目を開いた。

「……わぁ……」

　感かん嘆たんがこぼれ出る。

　だって、これ凄すごい。

　光の中に広がっていたのは、一面の花園だ。

　咲さき乱みだれる花、花、花……どこを見ても今は盛さかりの花に埋うめ尽つくされている。

「……まるで絵の中だわ」

　思わずつぶやきがもれる。

　淡あわい色合いの花々……かと思えば、鮮あざやかな原色の赤や黄色、オレンジなどの大輪の花が咲き乱れている。

（それとも、もしかしてこれは夢なのかしら……）

　いつの間にか、自分はもう眠ねむりについているのかもしれないとも思う。

　だってここに咲さいている花は、季節を無視している。

　こでまりはたぶん春の花だし、そちらの真しん紅くの薔ば薇らは冬咲きだったはずだ。

「……あ、ロゼフィニア」

　薄うす紅べにや白、クリームに薄うす紫むらさき……七枚花か弁べんのこの小さなかわいい花は本来さまざまな色合いを持つらしい。孤児院では白を育てていたし、街の中では他の色もあった。ダーディニアの国花だからなのか、あちらこちらで見ることができた。

　寒さにも強いから育てやすく、そのうえ建けん国こく王おうとその妃きさきである妖よう精せい王おうの姫君との出会いの花であることから、広く民に親しまれている。

（でも、私の部屋では青いロゼフィニアしか見たことなかったんだよね）

　この花園でも、青系統のロゼフィニアが一番多い。

　青……ダーディニアの王家を象しよう徴ちようするその色。

（そういえば、エルゼヴェルトの紋もん章しようの中にもロゼフィニアがあったっけ）

　エルゼヴェルトの紋章は王家と同じ双そう頭とうの竜りゆうだ。

（……同じ血ってことを意味してるのかしら？）

　脳裏にそれぞれの紋章を思い浮かべる。

（王家の紋章には王おう冠かんが、エルゼヴェルトの紋章にはロゼフィニアの花か冠かんが描えがかれているのって、この建国神話を元にしてるのかもしれない）

　ちなみに、北のグラーシェスは弓矢と有ゆう翼よく獅し子し、南のアルハンは三さん叉さの鉾ほこと海かい竜りゆう、西のフェルディスは剣けんと一いつ角かく獣じゆうを紋章にしている。どこの一門に属するかというのは紋章を見ればわかる。

「ところで、四阿ってどこ……？」

　見渡す限り一面の花の海である。遠くに白いものが浮いて……もしや、あれか？

　思わず、足が止まった。

（……あそこまで、距きよ離り、どのくらいあるの？）

　目を凝こらせば、花の海に浮かぶ小さな島。そこに白いドーム状の屋根を持つ四阿がある。

「たどり着けるかしら……」

　ううん。たどり着くんだ！　と決意を固め、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　どうりで履はかされたのがサンダルでもヒールのある靴でもなかったはずだ。色こそ白だったけれど、足首までしっかりとあるレースのショートブーツはとても歩きやすい。




　意気揚々と歩き出したものの、私の息があがるのはすぐだった。

「……お休みしたい……」

　でも、ここはどこもかしこも花が咲き乱れていて、座れる場所がない。

　白く光こう沢たくのある石が敷しき詰つめられたこの小道だけが花が咲いていない。けれど、道をふさいで座るというのも何だか落ちつかない。

　そもそもこの純白の装いでは、そのへんに気軽に座るわけにもいかないだろう。

　さっきより近くはなっている。なってはいるけれど……でも……道のりはまだ遠い。

　もういっそ道に座ってしまおうか、と思った時だった。

「ルティア……」

　声がした。耳に馴な染じんだ殿下の声が。

「……ナディルさま？」

　きょろきょろと周りを見回す。

「ルティア……良かった」

　私と同じ白一色の簡素な装い────ゆったりとしたシャツと足にぴったりとしたズボン。殿下の長ちよう靴かもまた白だった。

　ナディル様は当たり前のように私を抱き上げる。

「……もうお時間なのですか？」

「いや。……少々裏うら技わざを使った」

「裏技？」

「ああ。……君が困っていると思って。本当はまだ迎えに来る時間ではない」

　すごい、と思った。それから、ありがとう、という気持ちが込み上げてきて、喜びと幸福感でぐちゃぐちゃになった。

　ナディル様は私のヒーローだ。いつも、私を助けに来てくれる。

「……ナディルさま……」

　何て言えばいいかわからなかったから、ぎゅうっと抱きついた。

「ルティア？」

「迎えに来てくれて、ありがとうございます」

「……いや」

　ナディル殿下は少し首を傾かしげ、そして、しがみついている私を抱かかえなおしてそっと背を撫なでてくれた。




「ここは『はじまりの苑その』あるいは『暁あかつきの苑』と言われている。位置としては、君が入った祈りの間の地下から、さらに地下に潜もぐった場所になるな」

「さらに、地下になるのですか？」

「ああ。地表に王宮。その地下が城じよう塞さい遺い跡せき、この場所は、その城塞遺跡のさらに地下になる。王宮は複層構造の遺跡の上に立っているのだが、その最下層がここだ」

「そんなに下った覚えはありませんけど……」

　確かに私の入った祈りの間は地下だったけど、そんな最下層にまで下りたつもりはない。

「……祈りの間は昇しよう降こうするのだ」

「え？」

（つまり、あの広い部屋が丸ごとエレベーターなの？　え？　何それすごい）

　なるほど、揺ゆれたと思ったわけだ。あの暗闇に閉じ込められた時、部屋ごと地下に下っていたのか。

「同じものが北の塔にもある。この二か所からしか、ここには入れない」

「警備はどうなっているのですか？」

「祈りの間も北の塔も資格のある者しか入れない。……そして、どちらも、建国祭の期間にしか地下への道が開かない」

「資格というのは？」

「祈りの間には高位聖職者が入れる」

「では、北の塔は？」

「直系王族だな」

「どちらも入れる者はいるのですか？」

「私と君だな」

「え？」

「君は『鍵かぎの姫ひめ』だ。君の入れぬ場所はない」

　なるほど。『鍵の姫』というのは、物理的にも鍵なのか。

「ここで何をするのですか？」

「一応、建国王とその王妃の故こ事じに思いを馳はせ、母はは女め神がみに祈ることになっている」

「何を？」

「この国の繁はん栄えいとさらなる発展、といったところか……そうだな。たぶん、この夜に皆みな、覚かく悟ごを決めるのだろう」

「覚悟……」

　────覚悟。それは私にも必要なものだ。

　この方の隣となりに立つ覚悟。

　この方の王妃となる覚悟。

　この方とこの国を守る覚悟。

（……うん。大だい丈じよう夫ぶ）

　驚おどろくほどあっさりそう思った。

　私はもうとっくにナディル様と共に歩むこと……共に生きることを決めている。だとすれば、今いま更さらだ。

「……要は、形式だな」

「この潔斎は何の儀ぎ式しきになるのですか？」

「何の、というと？」

「つまり……戴たい冠かん式しきのためのものなのか、それとも建国祭のためのものなのか、ということです」

「どちらも兼かねている。建国祭のためだけであれば、『姫』が祈りの間に入るだけだ。『姫』が鍵の姫でない場合、祈りの間は昇降することもなければ、この場所への道も開かれない。明日の朝、聖職者の手で祈りの間が開かれ、渡された剣を国王に捧ささげるだけだ」

「私の場合はどうするのですか？」

「特にやらねばならぬことはない。……が、せっかくだ。ここは古の伝承の確認をしたいと思う」

「伝承の確認というのは何をするのですか？」

「建国神話と言われる話には、いくつか少しずつ異なる伝承がある。王家の宝ほう剣けんルファナザークの逸いつ話わは、後世で追加されたもの。ゆえに儀式に使っている剣ももちろん後世に作られている。だが、それは完全に後世の追加だったのか？　────私は、剣は最初からあったのだと思う」

　殿下は、まるで水を得た魚のようにいきいきと話し始める。

　その目がきらきらと輝かがやいていた。

　あまりにも殿下が楽しそうなので、私も可能な限りおつきあいしようと心の中できめた。

「殿下、悪いお顔をしています」

「本当は私はまだ北の塔にいるはずなのだから、悪い顔をした王太子はここにはいないのだよ」

　殿下はもっと悪い顔で笑った。

「建国王は姫から剣を得た。それは二つのことを意味している」

「二つのこととは？」

「一つは物質的に剣を得たこと。もう一つは姫の持つ武力の指揮権を与えられたこと。特に指揮権を得たということは、大きかった。姫の武力は、当時の帝てい國こくの精せい鋭えいの一部だっただろうから」

「なぜ精鋭だと？」

「帝國の歴史書の検証の結果、姫の騎き士し達の中ちゆう核かくは近この衛え兵へいだっただろうことがわかっている。帝國の近衛兵というのはエリート中のエリートだ。東方の貴族達の大半は彼らの末まつ裔えいだ」

（ダーディニアの血筋へのこだわりは、そのあたりにも原因がありそうだ）

「物質的な剣はどうしたのか？　その時、共に与えられたとされているこの指輪が今も残っていることを考えると朽くち果はてたという線は薄うすい。ならば、まだどこかにあるはずだ。……私は、それがここにあるのだと考えている」

「なぜここなのですか？」

「最も安全な場所だから」

「でも、隠し場所なんてありませんよ」

　隠す必要はないだろう。と、殿下が指差したのは、石像だ。

　跪ひざまずく騎士とそれを受ける姫君────騎士の目の前に剣が刺さっている。

「……ルティア、抜いてくれ」

「これを、ですか？」

「そう。これを、だ」

　柄まで刺さっていて、刀身はすべて台座に埋まっているのに無茶を言う。

「大丈夫だ。君は鍵なのだから」

　半はん信しん半はん疑ぎのまま殿下の腕から下り、剣に手を伸ばした。

　私が触れると剣は白く光を帯び、そしてフラッシュのように発光した。

（この光、さっきの……ここに到とう着ちやくした時の光に似ている……）

　光がおさまると、私の手には一本の剣が残った。

「ナディルさま……これ……」

　抜いた感覚もないまま、あっさりと抜けてしまった。

（しかも鞘ごと埋まっていたのか、これ……）

「ああ……」

　殿下は自分で言い出したくせに、何だかとても不思議そうな顔をしている。

「……ルファナザークは宝剣ではあっても王権を象徴する剣ではないと思っていたから、本物の剣についていろいろな仮説を立てていた。だが、その仮説がこんな風にあっさり実証されるとあっけなさすぎて不思議な気分になる」

　私はずっしりと重いそれを両手で持ち上げ、殿下に捧げた。

「どうぞ、ナディルさま」

　殿下はしげしげと剣を眺ながめ、それから右手でそれを取る。

　重さを確かめ、鞘さやから抜くことができないことを確認した。

「ルティア、君は抜けるか？」

　鞘を持っていてもらい、柄を持ち上げた。

　剣を使えない私は抜くというよりは持ち上げるというほうが、感覚的にも正しい気がする。

「……儀式、本物でやってみます？」

　本物の剣は、現在の宝剣とはまったく違う。鞘にも装そう飾しよくがなく、とても地味だ。

（この剣が本物なら、この剣でやるのが正しい）

「そうだな。そうしようか」

　ナディル殿下も私の提案にとても乗り気だった。

「……本物の剣で儀式を行ったら何か特別なことが起きるのか……一つ一つ確認していこう」

　四阿のベンチに剣を置き、裏返して文字や彫ちよう刻こくを確認したり、あるいははめ込まれている宝石をのぞき込んだりと手に入れた剣をつつきまわしている殿下を見ていると、ほほえましい気分になるから不思議だ。

　でもこの時、すでに地上で異変が起こっていたことを私達は知らなかった。







　この地下のはずなのに空があるかのような不思議な場所にも朝はくるらしい。

「……ティア……ルティア」

　耳元で呼ばれる己の名前を聞き留めて、のろのろと目を開けると、青い薄闇に閉ざされていた空間はまるで昼間のように明るくなっていた。

　驚くほど近かったナディル殿下のどアップに何とか耐え、まるで何でもないような顔で笑ってみせる。

「おはようございます。ナディルさま」

　びっくりした。心臓がバクバクいっていないのが不思議なくらいだ。

　最近、殿下との距離がすごく近くなった気がする。精神的にも、物理的にも。

「おはよう」

　殿下はとっても上じよう機き嫌げんだ。

「何か面白いものがありました？」

「うん。いろいろと興味深いものを見つけた。……おいで、ルティア。今の世界にはないものを見せてあげよう」

（今の世界にはないもの？）

　殿下の言葉にひっかかりを覚える。

　当たり前のように私を抱き上げるから、私もついそれを当たり前のように受け入れてしまって気が付いた。

（自分で歩くっていう私の決意はどこに!!）

　これは私の意志が弱いのか、それとも、殿下が巧こう妙みようなのか……。

「ルティア？」

「殿下、降ろしてくださいませ。私も反省いたしますが、殿下も当たり前のように私を抱き上げないでください」

「ルティア、君の決意は尊とうとぶべきものだが、今日はこの後も体力を消費することがたくさんある。おとなしく私の腕の中にいなさい」

　がっちりというわけではないけれど、しっかりと抱きしめられて降りる隙が見いだせない。

（……何かすごく負けた気分なのですけど！）

　悔しいという気もするけれど、守られている安心感もあって、なかなか微妙な気持ちになった。

（もう、このままでもいいかなって気もする）

　私が成長すれば、抱き上げてもらう機会もそうはないだろう。だから、殿下が私を当たり前のように抱き上げてくださる間は、それでいいのかもしれない。

（あと何年でもないだろうし……）

　意志薄はく弱じやくと言われてもかまわない。人は易やすきに流れる生き物なのだ。

（別に腕の中にいることに慣らされたわけじゃないんだから）




　私が寝ている間に、殿下はこの空間をいろいろ見て回ったらしい。迷いない足取りで一か所を目指す。

「私達が始まりの庭と呼んでいる場所は、おそらくこの遺跡をモデルにして作り上げたものだろう」

「遺跡、なのですか？」

　意外な気がして、思わず問い返した。

「ああ。遺跡だ。王都迷宮の最下層……おそらく、こここそが『はじまり』なのだと思う」

「何の始まりですか？」

「ダーディニアの……そして帝國のはじまりだ」

　殿下の言葉のニュアンスからして、それは統一帝國のことなのだろう。

「……帝國の父ふ祖その地は空白の大地と呼ばれているアルテッラですよね？」

　アルテッラあるいは、アル・テッラ。帝國語で大きな都市という意味の冠かん詞しが『アル』で、テッラというのは『空白』あるいは『白』を意味する。

　統一帝國はこの空白の大地で生まれ、やがて不ふ毛もうの土地となった父祖の地を捨て中央に覇はをとなえた。

「そうだ」

「そして、ダーディニアの父祖の地……ダーディエ王家の発はつ祥しようの地はラーディヴですよね？」

　実は、今はエルゼヴェルトの領都となったラーディヴこそが、ダーディニア発祥の地である。

「ああ。……父祖の地と言うのならば、それで間違いないだろう。だが、はじまりというのはそういう意味ではない。ダーディニアのはじまりが建国王と帝國最後の皇こう女じよの出会いであるように、帝國の帝國たる証……あるいはその源流ともいうべき場所が、ここなのだと私は思っている……ルティアは、聖書を読んだことがあるか？」

「はい」

　私の名前は聖書の冒頭からとられている。だから、熟読というわけではないけれど、さわりくらいはわかる程度には読んだ。

　光の中からあらわれた母はは女め神がみが地上に降り立ち、瘦やせた大地に水と緑を呼び、豊ほう穣じようの大地を人に与えて世界がはじまる神話部分が前半。後半は人の基本的な倫りん理りを養やしなうような教育物語的なものになっている。

「聖書の大半は、実際の歴史を神話に仮か託たくして書いたと言われている。大学ではそういう研究をしている人間もいて、幾つか裏付けられたこともある。……おそらく、聖書の神話とは、統一帝國の成立の歴史をなぞらえたものなのだ」

「統一帝國は、氷に閉ざされ、空白の大地と化したアル・テッラを追われた氏し族ぞくが中央に進出し、やがて世界を統一したものとされていますよね？」

「そうだ。ロードリアスの『帝國紀』にそう書かれていることが根拠とされている。だが、私はそれは誤ご訳やくだと思っている。〝帝國は、氷に閉ざされたアル・テッラから中央へと至り、世界を統一した〟とある。これまでの歴史学者は、小しよう氷ひよう河が期きがはじまったことによってアル・テッラが現在の氷河に覆おおわれた不毛の大地となったための民族移動だと解釈しているが、最近の研究では、アル・テッラはそれ以前から氷の大地だったと言われている。氷河が溶けたことがない、というのが根拠のようだ」

「……では、彼らはどこからかやって来たのですね？」

「そうだ。それがどこなのか、知る者はいない。だが、手がかりはある」

「手がかり？」

「帝國の伝説の一つに、帝國の始し祖そは『空から来た人』だったとある」

「そらからきたひと……そらというのは、宇う宙ちゆうのことですか？」

「うちゅう……」

　殿下がつぶやく。

「宇宙がどうかしましたか？」

　私の問いに殿下は笑った。

「……君は知っていると思っていた」

「え？」

「『宇宙』という概念は、普通の人々の中にはないのだ」

　殿下はごく真面目な顔で言った。

（え？）

　あれ？　これってすごくまずいのかしら？　と思ったけれど、殿下の様子は変わらない。私を糾きゆう弾だんする様子もなければ、偽物だと思っているという風もない。

（いや、私はアルティリエで間違いないのだけれど……）

「君が当たり前だと思っていることの中には、当たり前ではない────この世界では厳しく封印されている知識がある」

「……私……」

「怯える必要はない。『鍵の姫』は血の記憶を持つ。ゆえに、普通にありえることだと聞く」

　待って。待って。違うの。私に『宇宙』の概がい念ねんがあったのは、私の中に異世界の和泉いずみ麻ま耶やの記憶があるからだ。

　さーっと血の気がひいた。

　私の常識はこの世界の常識とズレていることはわかっていたから、余計なことは口にしないようにしようと思っていたのに、王太子妃である今の環境に慣れてきたせいでいろいろ発言してしまっているような気がする。

（私の馬鹿）

「……血の記憶というのは何ですか？」

「『失われたはずの世界の記憶』だと、七代前のグラディス一世陛下の第二王女であるリディアーヌ姫の日記に書かれていた」

（……待って。失われた世界の記憶って……？　私の……日本での記憶もそれに当てはまるんじゃない？）

　でも、迂う闊かつなことは言えない。

「私は……昔のことを覚えていないので、よくわからないのです」

「別に咎とがめだてをしようと思ったのではない。……ただ、君が記憶がないことを気にしているようだったので、いつか言っておこうと思っていたのだ」

「ナディルさま……」

「いい機会だから教えておこう。……統一帝國の帝室は、母女神の末まつ裔えいだと言われている」

「存じております」

　私はうなづいた。

（そらからきた人が、『宇宙から来た人』だったなら……、神だと思われたのもよくわかる）

　この世界で空を飛ぶことができるのは鳥だけだからだ。

　飛行機もなければ、グライダーやパラシュートなどもない。

　今よりももっと文明が発達していない広い世界で、空から降りてきた人は文字通り『神』だったに違いない。

「帝國の血は、その奥底に神を潜ひそませる。ゆえに、時折、異能を持つ者が現れる」

　私は異能を持っているわけじゃない。ただ、遠い過去の記憶を持っていただけだ。

「巫かんなぎ……シャーマン的な能力を持つ者が現れたり、私のように学問に特化した頭脳を持つ者が生まれたりもする」

「……ナディルさまも？」

「ああ。……私の母は一滴もこの国の血をひいてはいないが、父は先王陛へい下かだ。この身の半分は紛まぎれもなく帝國の血をひいているし、れっきとした母女神の末裔である。君よりずっと薄いけれども」

「そうですよね。……殿下と私は従い兄と妹こ同士ですものね」

（本当は叔お父じと姪めいですけど……）

「ああ。……まあ、そうは言うが、『鍵の姫』は本当に特別なのだ」

「別に鍵の姫は万能ではないと思いますよ？」

　人間一人ができることなんて限られている。

　私が特別な血筋であったとしても、私自身は天才でもなければ、秀才というわけでもなく、異能と呼べるような力も持っていない。

「それは理解している。……だが、これまで実証できずに仮説ばかりで論ろん争そうしてきたことが、血筋ゆえと言われればあっさりと証明できる。それを考えれば万能のように思える」

「ナディルさまのお役に立てるのでしたら良かったです」

　正直、私は『鍵』であることの重要性をそれほど感じていない。だから、殿下が喜んでくれればそれでいい。

「……君は、謙けん虚きよだな」

「謙虚というほどのことではありません。ただ、己の血が特別であっても、己自身が特別だと思えないだけです」

　自分を粗そ末まつにするというわけではない。ただ、自分のことだから殿下のように神しん聖せい視ししようがないだけだ。

「この世界で唯一の正式な帝國の遺い産さんの継けい承しよう者しやだというのに」

「私にとってはどうでもいいことです。……むしろ、この血のために他国と争うようなことにならなければよいと思っています」

　例えば、統一帝國の後こう継けいを標ひよう榜ぼうしている帝国などは、絶対に言いがかりをつけてくる。

「そうだな。……誰もが君を望むだろう」

　殿下が私を連れてきてくれたのは、まるで青い湖のように見える一角だった。

　青いのは水ではない。花だ。一面の青い花々が、季節を無視して咲き乱れている。アジサイやネモフィラ、アヤメやロゼフィニア、それから、薔ば薇ら。

「……薔薇？」

　ひっかかりを覚えたのは薔薇だ。だって青い薔薇は自然には存在しない。

（遺伝子組み換えで作られた青い薔薇……）

　よく見れば、アジサイやネモフィラ、アヤメの青も、私が知る色とは微妙に違っている。

　差し込んだ光の加減で、花々の青は、碧とも蒼ともつかぬ色を帯びた。

「……これは、ダーディニアの青、ですか？」

「そうだ。……すべて人工的に作られた。大陸中でこの王宮にしかない」

「……下町で見たロゼフィニアは、白とか黄色とか……いろいろな色がありました。でも、青だけは見なかったんです」

「青のロゼフィニアは、ダーディニアの王宮にしか存在しない。この王宮の外では育てることができないのだ。帝國最後の皇女のもたらしたものの一つで、帝國の帝室を象しよう徴ちようする花でもある」

「……王家の紋もん章しようにも、エルゼヴェルトの紋章にもありますよね？」

　エルゼヴェルトの紋章の竜は、ロゼフィニアの花冠をかぶっているのだ。

「そうだ」

　殿下は私を青の中におろす。

　そして、私の前に跪ひざまずいた。

「……アルティリエ・ルティアーヌ」

　名を呼ばれた。

　敬称も何もない名。

　私の名を呼ぶ人はもう殿下の他にはいない。

「はい」

　殿下は、佩はいていた剣を抜き、私の手に握らせる。

（これが儀式だ……）

　何をどうすればいいのか、教えられずともわかった。

　殿下の頭上に剣の切っ先で女神の守護印を描き、その刃を肩に置く。
















　殿下の唇が、古い古い言葉を紡ぎはじめた。

　耳に心地の良い声が、私の知らない言葉で誓いを述のべる。

（知らない言葉なのに……知っているような気がする）

　まるで歌うように……どこか熱を帯びたその声音は、耳元から入り込み、私の身体の中に何かを満たしてゆく。

「……許します」

　私がその誓いを受け取った瞬間、どこからか吹き込んだ風が花を舞い上げた。

　青い花はな片びらが舞い散る中、私は抜いた剣を殿下に捧ささげる。

　立ち上がった殿下は無言で剣を受け取り、鞘さやに戻した。

「……ルティア」

「はい」

「……私は『すべての知を守る者』なのだ」

　それが何を意味するかわからなくて首を傾げる。

「そしてたった今、『地を統すべる力持つ者』────ダーディニアの王となった」

　その瞳を見上げて、私はうなづいた。

　宣せん誓せいは、王が国と約するものだ。

（ダーディニアは私のもので、私がダーディニアなのだ）

「ダーディニアの王というのは、君を守る者であるということだ。この先、何があってもそれを忘れないでほしい」

「……はい」

　殿下は騎士の礼をとり、私に手を伸ばす。

　私がその手に己の手を重ねると、殿下はそのままひょいっと私を抱き上げた。

「……ナディルさま……いえ、陛下。国王陛下はそんなに気軽に王妃を抱き上げないものだと思います」

「問題ない」

「大ありです」

「何が問題なのだ？」

「いつまでも子供だと思われるのが癪しやくです」

「勝手に思わせておきなさい。……君が子供でないことは私が一番よく知っている」

　なぜかドヤ顔のナディル様に私は笑った。ナディル様も笑った。

「……ルティア」

「はい」

　笑っていたナディル様が真顔になる。

　美形の真顔というのは妙な迫力がある。私は負けないようにおなかに力をいれて無言でナディル様を見返した。

（たぶん、こういうところが小さい子とか気弱な人に怖がられるんだと思う）

　以前、殿下は自分は子供に好かれないと言っていたけれど、殿下の存在が発する威圧感とか、こういう美形ならではの凄みみたいなものが理由もなく怖く感じられるのだと思う。成長すると逆にそういった部分に惹かれ、魅了されるようになるのは、殿下の周囲を見ていればよくわかることだ。

「……これを」

　いったいどこから取り出したのか、ナディル様が濃紺の天鵞絨ビロードの包みを手にしていた。

　長衣を身に着けているわけでなし、隠し場所などなさそうなものだけれど、いったいどこにしまっていたのだろうと首を傾げてしまう。

「……君の宝飾環テイアラだ」

「私の、ですか？」

　なぜこんなところに持ってきているのか、意味がわからずに目をしばたたかせる私にナディル様は笑った。

「なかなか渡すタイミングがなくて、気付いたらこんなところまで持ってきていた」

　天鵞絨の包みから取り出したのは銀の繊細な細工の宝飾環だ。

　私は少し身体を傾けて頭を差し出した。

「……ルティア？」

「だって、花か冠かんでしょう？」

　建国王が妻となる妖精の姫に差し出したのは、ロゼフィニアの生花で作った冠だったという。

「……ああ……」

　ナディル様の手が少しだけ震えたように見えたのは私の気のせいだったかもしれない。

　そっと頭の上に美しい細工の花の冠がのせられた。

　私はそっとそれに触れ、ゆっくり顔を上げてナディル様に笑いかける。

「似合いますか？」

「……もちろんだ」

　髪は結っていないし、メイクもちゃんとしていなければ、ガウンも簡素な白一色。

　更に、ここにいるのは私とナディル様のただ二人だけ。

　それでも、私はこれが自分の花冠の儀なのだと思った。

（……おめでとう、私）

「おめでとう、ルティア」

　ナディル様の言葉にびくりと肩が揺れる。一瞬、心の中をのぞかれていたのかと思うほどに驚いた。でも、心の中の声が外にもれていたわけではなかった。

「……ありがとうございます、ナディルさま」

　ナディル様もまた同じことを思ったのだ、と気付くととても嬉しかった。

「上に戻ったら、また同じことを繰り返すのだが……」

「え」

　私は自分の花冠をそっと押さえる。戻ってくることはわかっていても、これを一時的にでも手離すのが嫌だった。

「……大丈夫だ。それを使えるのは君だけだし、誰も取らない」

「そういう意味ではありません」

「では、何なのだ？」

「……せっかくナディルさまにいただいた花冠なのに、誰かの手に渡すのが嫌なんです」

「別にそのまま持って行って構わない。花冠の儀の時には別なものを贈ろう」

「え!?　そんなにいくつもあるのですか？」

「……そんなにはない……はずだ」

　たぶん、と付け加えた殿下の表情が面白くて、私は笑った。

（……この人と、ずっとこういう風に時間を重ねていきたい）

　この日、それが私のささやかな望みで、目標で、野望となった。
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　地上に戻ってから、それぞれの正装に着替え、もう一度、私達は聖職者達の見守る中で宣誓の儀式を繰り返した。二度目だったおかげで、緊張することもなく恙つつが無なく儀式は終わった。

　ナディル様の宣誓が終わると同時に国中の鐘が打ち鳴らされ、色とりどりの花片が空を舞った。

　サグリザを奏かなでる鐘の音色が王都中に響き渡る中、王宮までの道のりを無む蓋がい馬車でパレードする。

　ナディル様の頭上には燦さん然ぜんと王冠が輝いていた。

　国王陛下万ばん歳ざい。王妃殿下万歳の声にこたえて私達は笑顔で手を振る。

「……ところでルティア、それは？」

　私の手首にある孔く雀じやく緑みどり色いろのシュシュに、ナディル様が首を傾げる。

「……秘密です」

　私は王妃という立場にありながら、宣誓をすることがない。

　今までも、そしてこれからも、誓いを求められることは決してない────それは、私がダーディニアそのものを体現する存在だからだ。

　でも、アルティリエ・ルティアーヌという個人として、あるいは、この国の王族の一人として誓いたいことが心にある。

（これはその証だ）

　私がそれを忘れないための大切な証なのだ。
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　王宮は、王都で最も高い場所にある。

　その王宮の中でも最も高い場所が、この北の塔とうだ。

　かつて、高貴な方の監かん獄ごくとして機能していたというこの塔は、高貴な囚しゆう人じんというものが法律的に存在しなくなってからというもの、長年にわたりただの物置と化していた。

　それを自身の研究施し設せつとして整備したのは兄上だ。研究施設に飾かざり気けは必要ないという意向で改装は必要最低限のため、今もそこかしこに監獄であった頃の名残なごりがある。

（ついつい気になってしまうんですよね……）

　例えば、隅すみの方に積まれている古い拷ごう問もんの道具や、何の形をしているのかよくわからないオブジェ、それらと並びあって把とつ手ての壊こわれた二百年以上昔の美しい簞たん笥すが置いてあったりする。

（……かつて監獄の住人だった人間が使っていたんだろうか？）

　ここは、幼い頃の私の怖こわい場所の一つだった。

　王家の常として、我わがダーディエ家も血なまぐさい話には事欠かない。歴史で語られるこの塔の収しゆう監かん者しやの哀あわれな末路の幾いく何ばくかを知っていた私にとって、ここは恐おそろしくてならない場所だった。できれば足を踏ふみ入いれたくないのだけれど、大好きな兄と高確率で会える場所でもあったので、いやいや足を運ぶ場所でもあった。

「シオン、おまえ、行かなくていいのか？」

「どこにです？」

「聖堂で祈いのるのが仕事だろ？　儀ぎ式しきとかあるんじゃないのか？」

　二番目の兄、アルフレートが、おまえ何言ってんだ？　という顔をする。この兄は表情はわかりやすいが案外腹の底はわかりにくい。脳みそにまで筋肉がつまっているような単純な騎き士しとはわけが違ちがう。

「ないわけじゃないんですが……僕……いえ、私なんかの祈りがなかったとしても、母はは女め神がみはお気になさらないでしょうし、何というか……ちょっと人数が多すぎるんでやりたがっている人にやらせてあげた方がいいと思いまして……」

　聖せい職しよく者しやには位階というものがある。同じ大だい司し教きようであっても、担当してる教区で差がある。そういう意味では、私は大司教の中で二番目の高位となるので、遠えん慮りよする必要はない。だが今回は別に遠慮したというわけではない。

「まあ、あんだけ高位聖職者がいれば、おまえ一人くらいいなくてもなぁ」

「でしょう」

　最高枢すう機き卿きようをはじめとし、枢機卿十二人のうちの七人。それから、大司教二十四人のうちの十四人までもが今、この王都に……いや、この王宮に滞たい在ざいしている。最初に兄上にご報告申し上げた数字から倍以上増えている気がするが、修正報告をしても兄上は小さなため息をついて一言呟つぶやいただけだ。

　その兄上の「まあ、何人いようが、坊ぼう主ずは坊主だ」という言葉に、兄上の宗教観というか、聖職者に対するすべてが集約されているような気がする。

「……今頃、何してるんでしょうかね？」

　およそ一刻ほど前、兄上と義あ姉ね上うえは潔けつ斎さいのためにそれぞれの場所で祈りに入ったはずだ。

「義姉上は普ふ通つうに祈っていると思うが……」

　体調がすぐれないという理由で今日ほとんどの行事を欠席した人の幼げな姿を思い出す。正直なところ、義姉上でなければ、妃きさきとして欠格していると非難されるだろう。

『エルゼヴェルト直系の姫』という事実はかくも重要視され、特別とされる。

　建国祭や戴たい冠かんは多くの聖職者を必要とする特別な儀式ではない。それでありながら、高位聖職者がずらりと揃そろったのは、結局はそれが理由だ。

　私達聖職者にとってもエルゼヴェルト直系の姫というのは特別な意味をもつのだ。

（現代に残る、『母女神の末まつ裔えい』）

　聖職者の間ではそう呼ばれ、母女神の血を繫つないでいる家であると伝えられている。

（エルゼヴェルトは、その血に神を潜ひそませるからこそ尊い）

　あらゆる意味で、エルゼヴェルトの直系の姫君というのは特別な存在である。当の義姉上は、それをさほどのこととも思っていないようだが。

（……不思議な人だよな……）

　見た目は間ま違ちがいなく子供だ。

　十三歳という年ねん齢れい以上に幼く見えるのは、それほど頑がん健けんではないせいだろう。エルゼヴェルトは、本来、繊せん細さいで儚はかなげな美び貌ぼうの持ち主が多い。義姉上もまたその例にもれない。

　兄上と並ぶと実際の年齢以上に差があるように見えるが、ひとたび口を開けば差はあまりないように思う。

（……少なくとも、義姉上は私よりもずっと大人な気がする）

　見目が、というわけではなく、その心の在あり様ようが。だからこそ、私もアルも彼女を『義姉』と呼ぶのだ。

「兄上は、調べ回っているんじゃないんですか？　祈りの間とか祈りの庭とか、儀式の時でないと入れない場所がいっぱいありますし」

「……そうだな」

「それに……もしかすると、本物の始まりの庭に入れるかもしれませんから」

「本物と偽にせ物ものがあるのか？」

「ああ、言い方が悪かったですね。私達が『はじまりの庭』と呼んでいる場所は、私達には入れない場所を模して作ったものなんですよ。……本物の『姫』である義姉上はその源となる場所に入れるはずなんです。もちろん、『王』である兄上も『姫』がいれば入れるはずなので……」

　そう口にしたその時だった。

　鐘かねが鳴った。

　北から順に、王都にある鐘しよう楼ろうがそのすべての鐘を鳴なり響ひびかせる。

「これは……」

　聞き覚えのある旋せん律りつが高く低く空を震ふるわせて、王都中に広がっていく。

「サグリザですね」

　ダーディニア王家の最も大切な式典曲だ。

「……王都中の鐘楼がサグリザを奏かなでました。……これは、この国が兄上の即そく位いを寿ことほぎ、奏でた鐘です、アル」

　背筋がぞくりと震えた。

　時間を知らせる鐘とは違う。しかも、誰だれかが奏でたものではない。おそらく今、鐘楼に行っても、そこには誰もいない。

　守護者が奏でているのだと言い習わされているが、それがどういう仕組みによるものか知る者はいない。

　兄上はあらかじめ条件が合うと奏でられるようになっている仕組みがあるのだというが、それがどういうものか私にはさっぱりわからない。

（この音色は、ダーディニアという国が新しい王を認めたということだ）

　即位前夜にサグリザが奏でられることは、この国に……ダーディニアに望まれて即位することなのだと言われている。

　ふと見た己おのれの手が小刻みに震えている。喜びと、そして得体のしれない何かに触ふれている感覚とが入り混じって、震えを止めることができなかった。

「……真しんの王の即位だ」

　アル兄上が心ここにあらず、といった様子で呟いた。

　私が物心ついたときから王おう太たい子しだったナディル兄上だが、皆みなが思っているほどその立場は盤ばん石じやくなものではなかった。

（私達の母は、この国の者ではないから……）

　母のことも生まれも卑ひ下げするつもりはない。でも、母王おう妃ひが他国の人間であることは事実で、それはダーディニアにおいては致ち命めい的てきともなりうる弱みなのだ。

　単に流れる血だけで言うのならば、四公の直系である母を持つ異母弟おとうとのほうがよほど正統だ。

（でも、王は兄上なのだ……）

　そして、もう誰も兄上をその地位から引きずり下ろすことはできないだろう。




　サグリザの主しゆ旋せん律りつが三回繰くり返かえされ、周囲が静かになるとあちらこちらから万ばん歳ざいの声が聞こえてくる。その声はだんだんと大きくなるかのようだった。

「こんな真夜中なのにな……」

「そうですね」

　それでも兄上の即位を祝う民たみがいる。その数はどんどん増えているに違いない。王宮にまでそのさざめきが届き、その声は次し第だいに増してゆく。

　ひとしきりサグリザの輪りん唱しようが終わると、どんっと腹に響ひびくような無音の圧力が空気を震わせた。

「え？」

「へ？」

　私とアルは、光が灯ともり始めた王都の街並みを見つめる。

　夜を切きり裂さくような光の柱が、天に向かって聳そびえ立っていた。

「あれは、どこですか？　アル」

「たぶん、フランベルジュガ運河だ」

　王都アル・グレアはレヴァ河で北岸と南岸に分断される。

　北側の中心がこの王宮で、南岸の中心は大学。河を挟はさんでまるで双ふた子ごのように発展してきた都市で、河の中心がフランベルジュガ運河だ。

「運河に何かありましたか？」

「……遺い跡せき、じゃないか？」

「遺跡、ですか？」

　見えている柱は二本だ。

　運河の中央あたりと、そしてもう一本は、王都大聖堂……私の管理するその場所に建っていた。

「確か、すごく古い遺跡があっただろう？　運河の底に」

「……それは知りませんでした」

「なら、大聖堂にあることは知っているだろう？」

「ええ」

（……地下遺跡か……）

　私より圧あつ倒とう的てきに情報を持っていないくせに、やはりアルの読みは鋭するどい。

「兄上に聞いたことがある。運河の基き礎そ設計はアルセイ＝ネイで、やはり古代遺跡を使ってるって」

「……あれ？　だとすれば、王都にはもう一本柱が……」

　私は私の知る範はん囲いの王都迷めい宮きゆうの地図を脳のう裏りに描えがく。大聖堂と運河と同じくらい古い遺跡がもう一つあるはずだ。

「バーカ、見えるわけないだろ。……ここなんだから」

「……そうでしたね」

　もう一つはこの王宮の地下……かつての城じよう塞さい遺跡の更さらにその下にある。

（おそらくは、わかっている範囲で最も古い遺跡だ）

　光の柱が古代遺跡から立ち上るのならば、この王宮にも柱が立っているに違いない。

　私は塔の小窓から首を出して周囲を見回したが、特に異変はなかった。

「兄上が残念がるだろうな」

「何がです？」

「守護者が奏でるサグリザが聞けなかったこと、それから、この天の御み柱はしらが見られなかったこと……伝説の中の出来事が本当に起こるなんて……誰よりも興味があるだろうに」

「確かに」

「……まあ、でも兄上が一番興味あるのは義姉上のことだろうな」

「義姉上ですか？」

「ああ。……それとも、『エルゼヴェルト』というべきなのか……俺は詳くわしくは知らないけど、あの人、特別だろう？　本人が気付いているかわかんねーけど」

「……そうですね」

　肝かん心じんなことは何も知らないくせに、本当に大事なことをちゃんと理解している。こういうところがアルの侮あなどれないところだ。

「まあ、そういうの除いたとしてもきっと興きよう味み津しん々しんだろうけど」

「なぜです？」

「惚ほれた女に興味のない男はいないだろ」

「え？　え？　惚れた？」

　この世で一番兄上に不ふ釣つり合あいな単語を聞いたような気がして我が耳を疑う。

「年齢差あるからわかりにくいけど、あれは惚れてるだろ」

「ええ──────っ」

「おまえ、うるさい」

　耳を押おさえたアルにポカリと頭を軽く叩たたかれる。

「えーっ、だって！」

「わからなかったのなら、おとなしく見てろ。あと何年もしないうちにみんなにわかるようになるから」

「……そうなんですか？」

「そうなんだよ」

　真面目くさった顔で面めん倒どうくさそうにアルは言った。悔くやしいことに、年齢が近いせいか、私よりアルのほうが兄上をよくわかっている。

　そして、私達は光の柱が消えるまで、静かにそれを見守った。
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「……は？　もう一度言ってくれる？」

　エリニアが理解ができない、という表情で聞き返す。

「だから、エルティ＝アルディアという従者見習いの少年は、妃ひ殿でん下かなんです」

「妃殿下って……アルティリエ妃殿下？」

「そうです」

「うそ。だって……あの子……私を庇かばったのよ」

　エリニアは大きく目を見張る。

「そういう方なんです」

　妃殿下は、本当はエリニアを庇うべきではなかった。こう言うのもどうかと思うけれど、妃殿下とエリニアではその身の価値が違う。王太子妃……いえ、もう今日からは王妃殿下である尊い御おん身みと一平民女によ官かんとでは比べ物にならない。

「もし、あの時、ケガでもしたら……」

　エリニアは考えるだけでも恐ろしいとばかりにぶるりと身体からだを震わせる。

「妃殿下ももちろん、ご自身がケガをするおつもりはなかったと思います。本当は庇うのだってダメだと思いますけど」

「当たり前だわ。……リリア、あなた、ちゃんと叱しかったの？」

「無理です」

　私はあっさりきっぱりと言った。

「……とんでもないわがまま娘という噂うわさは聞かないけれど、一番近くにいるあなたがそういうところをしっかりしてあげないと、困るのは妃殿下ご自身なのよ」

　案の定、エリニアはその表情を曇くもらせた。

「ご注意申し上げることがないわけじゃありません。でも、基本的に、あの方はただの十三歳の少女ではないのでそれほど注意の必要はないんです。……そして、注意をしなければならない時は確かく信しん犯はんです」

「どういうこと？」

「わかっていてやるってことです。……どうしても、という決断をなさる時、妃殿下はいつも自分ではない誰かを選ぶのです。……ご自分の身を粗そ末まつにするわけではない。でも、わが身の危険を顧かえりみることがないのです」

「なぜ？」

「さあ……。私は理由を知りません。……ですが、推すい測そくでお話するのならば、妃殿下が物心つく前から王太子妃であることが理由になるのかもしれません」

「どういう理由なの？」

「……王太子殿下の妃として育ち、王太子殿下の妃として生きてきたのです。あの方はごく当たり前のように民は守るべきものであると思っておられます」

　エリニアははっとした表情をした。

「王族とは何なのか、王太子妃とは何なのか……いつも自分に問い続けているような方です。……私は心より尊敬してお仕え申し上げています」

「……そう」

　エリニアはそっけなくうなづく。

　彼女が『貴族』というものに対して嫌けん悪お感かんを抱いだいていることを私は知っている。

　こんな場所で働いていてそんなことではやっていけないだろうと思っていたけれど、エリニアは何とかうまく折り合いをつけていた。

「……ところで、以前のことになるのですけれど、教えていただいてもいいですか？」

　私はできるだけさりげなくなるようにエリニアに聞いた。

「ええ、構わないわ」

「……妃殿下の公こう務むデビューの昼ちゆう餐さん会かいのことです」

「ああ……」

　エリニアはいつのことだかすぐに思い出したらしい。

「妃殿下のカトラリーが専用のものでなかったこと……それから、お料理が妃殿下のものではありませんでした。……何か理由がありますか？」

　少しだけ、口調が糾きゆう弾だんするような響きを帯びる。

　エリニアはそんな私をくすっと笑った。

「……妃殿下は何ておっしゃったの？」

「なぜ、そうなったかが知りたい、と」

「……嫌いやがらせの犯人を見つけろとは言われなかったの？」

「ええ。……妃殿下は、あなたが悪意でそれをしたとは思わないとおっしゃいました。……ただ、理由を知りたいと」

「……理由」

「何かの理由でカトラリーは使えなかったのかもしれない……。そして料理には不備があったのかもしれない、と」

「……聡そう明めいな方なのね」

「はい」

　私は自信をもってうなづくことができる。

「……言い訳はするつもりはないの。でも、理由をというのなら、あのカトラリーは絶対にお出しできなかったし、お料理はもっとお出しできるものではなかった……間違えたわけじゃないわ。間違えたってことにして交こう換かんしたけれど」

「やはり、何かあったのですね？」

「ええ。カトラリーは変色してしまったし、お料理には異い物ぶつが混入されていたの」

　エリニアは、暗あんにカトラリーには何らかの毒物が塗ぬられて、料理にも何かが盛られていたのだと教えてくれる。

「それは……妃殿下が激げき怒どしそうな案件ですね」

「激怒？」

「お料理に異物が混入されていることを、妃殿下はとてもお怒いかりになります。わざと異物を混入させるなんてもっての他ですし、もし料理人の手て違ちがいや失敗で入ってしまったのならそれはそれでお怒りになりますね」

「……怒りの方向が違うのでは？」

「妃殿下的には間違いじゃないんです。……妃殿下は、お料理が損そこなわれたり、無む駄だにされることが何よりもお嫌きらいなので」

「そうなの。……じゃあ、妃殿下は犯人を必要となさるのかしら？」

　試ためすようなまなざしでエリニアは私を見た。私はゆっくりと首を横に振ふる。

「必要ありません」

「本当に？」

「はい」

　私は自信をもってうなづいた。
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「こんどのおうさまは、ほんとうのおうさまなんだってきいたけど、ほんとう？」

　ウェイがたどたどしく問う。

「本当の王様って何だよ。王様に偽物も本物もないっての」

　ジャーロが顔を顰しかめる。

　一時期、なりを潜めていた皮肉屋な性質が戻ってきたらしい。

「だって、ひかりのはしらがたったんだって」

「わたし、見たよ。すぐ消えちゃったけど」

　王宮が光に包まれてたんだ、と興奮気味にフィーが言う。別にこれはフィーだけじゃない。孤こ児じ院いん中の……いや、たぶん王都中の人間が同じ興奮と、そして熱ねつ狂きようとを共有していた。

「鐘の音も聞いたよ」

「ぼくも聞いた」

「ねえねえ、戴冠式ってもう終わったの？」

「今やってるとこだろ」

「ねえ、まだかなぁ？」

「まだだろ。鐘が鳴ってねえもん。きっと、まだ儀式やってんだよ」

　昨日まで多くの人でごった返していた大通りは、今は人っ子一人歩いていない。屋台も全部閉められている。パレードの間は店じまいで、終わったらまた開くのだ。

　といっても、俺達の屋台はもう売るものがない。隣となりの聖堂の倉庫の備び蓄ちくもほとんど使い切ってすっからかんになるまで売りつくした。

　ちょっと無理してでもここで売りまくって知名度をあげるのだとジャーロが張り切ったせいだ。ついでに隣の聖堂の生なま臭ぐさ司教を絶ぜつ句くさせる勢いで巻まき込こんで、俺とルファも暴走はしたような気がする。

　シオン猊げい下かの持ってきた話は、俺達を冷静でいられなくしたし、それくらいすごい話だったのだ。

「そういや、屋台はどうなったの？　ジャーロ」

　建国祭の後、二日くらいはまだ大通りの屋台は営業している。売るものがない俺達は、屋台の場所を貸すことにした。

「売り上げ利益の三割で貸すことにした。レラ同席のもと、契けい約やく済ずみ」

「三割！　それよく吞のんだな」

「最初は半分って言ったんだけどさ」

「吹ふっ掛かけすぎだろ」

「売り上げじゃないよ。利益だよ？　あの場所で売れなきゃ、ゼロなんだよ？」

「だけどさ……」

「まあ、もともと三割が落としどころだと思ってたんだけど」

　ジャーロは何かを吹ふっ切きったらしい。ここ数日、驚おどろくほど絶好調だ。

　それはジャーロだけじゃない。子供達だけではできないことも、大人が協力してくれればすんなりいく。

　こういったことにあまりいい顔をしないレラ・アデーレだったけれど、元王子様の大司教様が協力してやってください、と言ったものだから驚くほどスムーズに手伝ってくれた。

　レラは、元が貴族のお嬢様なので、商売とか金かね儲もうけといったことにあまり理解がない。でも、身分とか地位……えーと、権けん威いってやつにちょっと弱い。あの大司教猊げい下かはそのへんをよくわかってる。

　ついでに、ものすごく気が利きく大司教猊下は隣の生臭司教にも俺達に協力するよう一言言ってくれたらしい。おかげでこれからあんまり面倒くさくなく、いろいろできそうだった。

　ゴーンと鐘が鳴る。

　遠くでわあっと一いつ斉せいに歓かん声せいがわいた。歓声がまるでさざ波のように伝わり、寄せてくる。

「お、出てきたみたいだな」

　さざめきは王宮の方から溢あふれてくる。

　大通りの両側に溢れるようにたくさんの人がいたし、大通りに面した建物の窓や扉とびらはすべて開け放たれていて、先ほどからそわそわした人達が何度も顔を覗のぞかせていた。

　俺達にとって建国祭のクライマックスは、新しい国王陛下と王妃殿下によるパレードだ。

「国王陛下、ばんざーい」

「王妃殿下、ばんざーい」

　遠くから聞こえてくるその言葉に、みんなも口々に唱しよう和わする。

　誰もがいい時代がくるのだと、これからもっといい生活がはじまるのだという期待でいっぱいだった。

　万歳の声はだんだんと近づいてくる。

　これは馬車が少しづつ近づいてきている証しよう拠こだ。

「国王陛下、ばんざーい」

「王妃殿下、ばんざーい」

　俺達も何となく合わせてその言葉を口にする。

　先ぶれの馬のひづめの音。先頭を王家の旗を持った旗手が行く。その後ろを青毛の大きな馬に乗った立派な身なりの男が満面の笑みを浮うかべて沿道の俺達の前を通り過ぎていった。

「……あの人、誰だ？」

　こそっとジャーロに尋たずねた。

　該がい当とうしそうな人の名は頭の中に何人か浮かんでいる。けど、俺の知識では残念ながら絞しぼり込こむところまではいかない。

「近この衛え師し団だん長ちようのレーデルド公こう爵しやく」

　あっさりとジャーロは言った。ジャーロの頭の中には貴族名めい鑑かんが丸ごとつまっているから、たぶん間違っていない。

「どこを見ればわかるの？」

　フィーが不思議そうにたずねた。

「まず、あのマント。あの長さが許されているのは、王族……ディアの称しよう号ごうを持つ人だけだ。でもって、軍人なのは確かだろう。ディアで軍人なのは全部で七人。でもって、あの深ふか緋ひは近衛の色だ。王族、軍人、近衛、ここまでで二人に絞しぼられる。年齢からすると、レーデルド公爵ってことがわかる。……全部は知らなくても、近衛ってこととあの襟えりの記章が師団長だってことだけ知ってれば、誰かはすぐわかるだろ」

「なるほど」

「なるほどー」

　フィーの感心の言葉を、ウェイがマネする。

　それからも、目の前を東軍、西軍、南軍、北軍の各師団の騎き馬ば中隊が通り過ぎて行く。その殿しんがりは黒を纏まとった中央師団だ。

　黒が見えた瞬しゆん間かん、わあっという歓声があがる。

　黒のその中央師団を率いるのが、新しい国王陛下となられた方の弟だと誰もが知っているからだ。

「アルフレート殿下、ばんざーい」

「おめでとうございますー」

　昨日、俺達の孤児院にいた髭ひげ面づらで冴さえない男とは、全然別人だった。

　美び貌ぼうという言葉にはまったく当てはまらないが、軍人らしい強さが垣かい間ま見みえるその容よう貌ぼうは、間違いなく格好良い。

　黒と銀を多用した礼装がまた彼のその強さ、そしてにじみ出る精せい悍かんさをひきたてている。

「……ねえ、ラグあの人」

「……ああ、うん。昨日の人、本人」

「本当に王子様だったんだね」

「まあ、そうだな」

「……大司教猊下も本物だったんだよね？」

「当たり前だろ」

「……じゃあさ、じゃあさ、おフ嬢ア様ラって……」

　フィーが言いかけたその時だった。

　隣に立っていたおっさんが腹の底から叫さけんだ。

「国王陛下、ばんざーい。王妃殿下、ばんざーい」

　からからと軽かろやかな車輪の音がする。

「……あ……」

　ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　俺達に視線を向けたのは、本当に一瞬でしかなかった。

　俺達を認にん識しきしたのかもわからない。

　でも、確かに見たのだ。

　王家の禁きん色じきのガウンをまとい、白いふわふわの毛皮の縁ふち取どりのマントを身に着けたその姿────陽光を浴びてきらきらと金色に輝かがやく髪かみ、不思議な色合いの青の瞳ひとみがこちらにそっと笑いかけていた。

　そして……にこやかな笑顔で手を振るその人の手首にあった孔く雀じやく緑みどり色いろのシュシュ。

「……おじょうフアラ？」

　ウェイの目に涙なみだがたまる。

　さよならも言えないまま別れてしまったその人を、ウェイはまだ忘れられずにいて、俺達はうまく慰なぐさめてやれなかった。

　薄うす々うす、どこの誰なのかみんな気付いていたけれど、名前を口に出すことはできなかった。

　だって、それはあまりにもありえないことだった。口にしたらそれは夢になってしまうような気がしたからだ。

「……ウェイ、お嬢はおうちに帰ったんだ」

「……おじょうのおうちは、こじいんじゃないって、しってたよ、ボク」

「うん」

「おじょうのおうちは、おしろだったんだね」

「……ウェイ、それは秘密なんだ」

「……うん」

　ウェイは目をこすると、自分の手首にもある孔雀緑のその飾かざりにそっと触れた。それを見て、俺達もそれぞれ自分の飾りに触れる。

「……おうひでんか、ばんざーい」

　たくさんの人たちの歓声が木こ霊だまのように響く中、ウェイは精いっぱいの大声を上げた。

「アルティリエ王妃殿下、ばんざーい」

　俺もまた精いっぱいの大声を上げる。

「せーのっ」

　不意にルファが音おん頭どをとった。もちろん、みんな何て言えばいいのかわかっていた。

「「「「「「「「「アルティリエ王妃殿下、ばんざーい」」」」」」」」」

　その人に届けとばかりに、声の限り叫んだ。

「……あ……」

　通り過ぎた馬車の座席で、その人が振ふり返かえった。笑っていたと思う。

　そして、孔雀緑の飾りをした方の手を俺達に向けて振った。

　……一瞬だったから夢だったのかもしれない。

　でも、その瞳は確かに俺達を見ていた。

　俺達も同じ色をした飾りを手にして精いっぱい手を振った。

　熱いものが込み上げてくる。

　どんなに蔑さげすまれても、罵ののしられてもこぼれることのなかったものが俺の頰ほおを伝っていた。そして、俺は声を張り上げて新しい御み世よに祝いの言葉を贈おくった。
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「大おお騒さわぎですね」

　私はティーカップを手にのんびりとリリアに言った。

「仕方がありません。慶けい事じに伴ともなうものとはいえ、旧体制の一新ですから」

　リリアはゆるゆると首を横に振ふる。

　戴たい冠かん式しきの終わった後、私と殿でん下か……改め、陛へい下かは、新しい宮に引ひっ越こしをした。

　かつての後こう宮きゆうの一部を改装した新しい宮は私と殿下だけの生活領りよう域いきとなる。これから他の使っていない部分を順に取とり壊こわし……あるいは改装し、後宮を一新するのだという。

　その中で、人事も刷さつ新しんされた。

　特に注目されたのは後宮人事だ。

「今は何が話題なの？」

　いつの時代でも後宮というのは噂うわさ話ばなしの絶えないところだ。噂うわさに疎うとい私は、とても詳くわしいリリアに問う。

「人事のことでしょうか？」

　リリアがおかしくて仕方がないような表情で口元を押さえた。

「もしかして、アーニャのこと？」

「アンナマリア様の女によ官かん長ちよう就しゆう任にんは抜ばつ擢てきとはいえ内示通りですもの。噂になるほどではありませんわ。問題は、もう一人の女官長です」

「公こう爵しやく妃ひのこと？」

「はい。……どんな手を使えば公爵妃を出しゆつ仕しさせられるのです？　妃ひ殿でん下か」

　後学のためにお教えくださいませとリリアがきらきらとした目で私を見る。

「後学も何もエレーヌ様が、私を巻まき込こんだことや置き去りにしたことにあんまりにも罪の意識を感じておられるので提案したのです」

「提案、ですか？」

「ええ。そんなにも罪の意識を感じるのでしたら、どうぞ私にいろいろ教えてくださいませ、と」

「……失礼ながら、公爵妃は箱入りで有名な方ですけれど」

「でも、私の知らないことをご存じです。それから、エルゼヴェルトの……大貴族の姫としての常識や規き範はんをしっかりと身につけておいでです」

「それはまあ……」

「なので、そういった女性の嗜たしなみを教えてくれる家庭教師みたいなことをしていただけないかな、と思ったのです。……ナディルさまに申し上げたら、それならば王おう妃ひ宮ぐうの女官長として出仕するがよい、と。もちろん、公爵妃でいらっしゃいますから、王宮で暮らすというわけにはまいりませんし、毎日出仕していただくわけではありませんけれど……」

「まあ、私にとってはありがたい上司ではあります」

「殿下……じゃない、陛下は、リリアが女官長になる時まで、名前だけでもエレーヌ様に女官長でいてもらう、と」

　それが一番都合が良いいのだという。私もそれはうなづけるけど、ナディル様から聞くと何だか他の意味もありそうに思えるから不思議だ。

「仮にも公爵妃でいらっしゃいますからね。……誰だれも表立っては逆らえないと思いますよ」

「ですよね」

「それに、エレーヌ様は私の意向に沿わないことは絶対になさらないし」

「そうですね」

　これまで、大貴族の正夫人が出仕した例がないわけではない。でも、女官長とはいえ、エレーヌ様ほど高位の方が出仕した例はない。

（妃デイスの称しよう号ごうを得ている方が出仕するなんて、普ふ通つう、ありえないですもんね）

　高位の貴族が出仕するということは、仕える主あるじの格をあげる。

　ただのお話相手だったとしても、それだけの貴族が仕える価値がある、とみなされるからだ。

　今回の場合、噂では、ナディル様が公爵家へのペナルティとしてそれを命じたということになっているらしい。もちろん、噂だ。何のペナルティか誰も知らないのだから、噂以上になりようがない。

（私が、王宮を留る守すにした事実は隠かくされたのだし……）

　だから、エレーヌ様がどれだけ罪の意識を感じようともペナルティは発生していない。公おおやけには、エレーヌ様は幼い王妃の補ほ佐さをするために、私の身内の女性として自分から名乗り出たということになっている。

（それも別に間ま違ちがいじゃないんだよね……）

　ナディル様の意向にそってそれを提案したのは公爵家なのだ。

（いろいろ、あるんだよね）

　相変わらず私は、政治的な思おも惑わくやら、柵しがらみやらがよくわからない。

　下へ手たに齧かじって知ったかぶりしても困ると思うから、そのあたりはもう手をつけないことにしている。

　つまるところ、ナディル様に丸投げなのだけれど、ナディル様にとってはそのほうが都合がいいらしいので良かったと思っている。

「問題は私が、公爵妃が仕えるに足る王妃であるかということなのです」

（つまり、私は『公爵妃を女官長にしている王妃』としての格を得なければならないというわけです）

　何たる無茶ぶり！　と思わないでもないけれど、案外平気じゃないかな、とも思う。

「私如ごときが申し上げるのも何ですが、妃殿下はお仕えするにふさわしい、素す晴ばらしい主だと思います」

「ありがとう、リリア」

「とんでもございません」

　別に傲ごう慢まんになっているつもりはない。ただ、自分のできることなんて限られていると私は知っている。

　だから、できないことは誰かに助けてもらえばいいし、何と言っても私はまだ十三歳なので、多少の失敗があっても大目にみてもらえるだろう。

　幸いなことに私はとっても恵めぐまれていて、頼たよりにしていい人がたくさんいる。

（もちろん、一番素晴らしく、最高に頼りがいがあるのはナディルさまだけど）

　それに……覚えていなくても、私は最高の教育を受けてきた。それは別に無になったわけではなく、今の私の中に眠ねむっているだけだ。何かきっかけがあれば思い出すことがあるし、役立ってくれることがたくさんある。

（自然に浮うかんでくる知識とか……無意識下にまで刻まれたほどのマナーとか……）

　たとえ、目の前の人がどこの誰であっても……それがどんな場であっても、私はきっと慌あわてることはないだろう。

（どんな礼れい儀ぎも、作法も、この身体が覚えているから）

　その人がどこの誰かを知らなくとも、私はどんな場でも、怯おびえずに堂々としていることができる。

「……それに、私、エレーヌ様が嫌きらいではないの。だから、少し良い方に変わればいいな、と思って」

「……何をお考えですの？」

「秘密。……どうなるかわからないもの」

　リリアは苦く笑しようした。

　どこからか、甘あまい香かおりが漂ただよってきた。

「そろそろ焼ける頃かしら？」

「いい香りがしますね」

「うん」

　新しい厨ちゆう房ぼうのオーブンは、残念ながら今まで通りの炭と薪まきを利用するものだった。

　でも、照明は、これまでの常じよう夜や燈とうだけではなくガスを併へい用ようしたものになっている。まだ機器がそれほど開発されていないため、ガスの明かりだけでは光量が足りないのだけれど、確かにガス灯が使われている。

（きっと近いうちにガスオーブンができると思うの）

　それこそ、チャンスがあればナディル様におねだりしようと思う。

「……アルハンのご令れい嬢じようが後宮に入られるという噂は、今のところ下火になりました」

「そう。……どうして？」

「ご令嬢は陛下の側そく妃ひになる意志はないようで……」

「そうなの？」

「はい。ご令嬢の侍じ女じよと親しくしている者に聞きました」

「そうですか」

（今回はそれでいいかもしれないけれど）

　こういった話がまたいつ再燃するかわからない。

（その時はその時だけど……）

　でも……ナディル様はそうはなさらないように思う。根こん拠きよがあるわけじゃないけど。

　ふと、ざわざわした空気に触ふれた気がして扉とびらの方を見た。

「妃殿下？　どうなさいました」

　し、と唇くちびるに人差し指をあてる。

　コンコンと軽かろやかなノックの音がする。女官特有の叩たたき方だ。

「どうぞ」

　ミレディが一礼する。

「陛下の御お成なりでございます」

　リリアがすっと背筋を伸ばす。

　私も椅い子すから立ち上がった。

「……楽にしていてよい」

　入ってきたのはナディル様だ。

「いらっしゃいませ、陛下」

　まだ時々、殿下と言いそうになる。

「突とつ然ぜんにすまない」

「いいえ。お会いできてうれしいです、ナディルさま」

　頰ほおが自然に笑みを形作る。ナディル様を目にするとごく自然に笑みが浮かぶ。これはもう条件反射みたいなものだ。

「お時間はありまして？　ちょうどパイが焼き上がるところです」

　私は簡素なガウンの上に、希望通りに作ってもらったエプロンをつける。

　結婚が控ひかえているためあと何日もせずに王宮を退出するアリスは、五歳下の自分の妹……エリスを新しい侍女として推すい薦せんした。アリスよりもずっと針はり子ことしての腕うでがいいというエリスは、三日前に出仕したばかりだけど、もうすでにその腕前で私の侍女としてなくてはならない存在になっている。

「ああ。……何か食べさせてくれないか」

「おなかは少し減ってます？　それともいっぱい減ってます？」

「……いっぱい、だな」

「わかりました。少々お待ちくださいませ」

　私はそっと一礼して、隣りん室しつへと足を向ける。

「ああ」

　ナディル様は、私の居間のご自分の席だと決めているソファの角に座すわった。




　国王になって、一番変わったことは陛下との行き来が今まで以上に増えたことだ。

（びっくりするくらい二人でいる時間が増えたよね）

　まず、引っ越したことでナディル様の私的な生活スペースと私の生活スペースが重なったということがある。

（それがどういうことかというと……つまり、寝しん室しつが一いつ緒しよになったの）

　そのことを考えただけでまともにナディル様の顔を見られなくなる。だってね、それってつまりさっさとそういうことしろっていう……子供をつくれよって言われてるってことだから。

　もちろん、それぞれに別の寝室もある。あるんだけど、二人の寝室というものができたのだ。それも、真ん中にドーンと寝しん台だいを置いただけの部屋。

　普ふ段だん使っている寝台だってものすごく広いのに、ここの寝台はさらに広い。それこそ、小さな部屋くらいあると思う。

（でもって、特に病気とかそういうのでない限り、その同じ寝台で寝ねるようになったの）

　まあ、まだ何もないんですけどね！

　フィル＝リンに言わせれば、「え？　何？　不ふ能のうなの？　何のやせ我が慢まんなの？　え？　そのマゾみたいな所しよ業ぎようは何のためなの？」ということらしいけれど、私は礼れい儀ぎ正ただしく聞こえなかったフリをした。

（……だって、アルティリエは生きつ粋すいのお姫様なんだから）

　やや耳みみ年どし増まな……下ネタ的知識は、お姫様のものではない。つっこむようなスキルももちろん違う。だから、私はしっかりと口にチャックをする。

　ナディル様は、未成熟な身体に負担を強しいるつもりはないと、いつか言ってくれた言葉を繰くり返かえしてくれた。

　花か冠かんの儀ぎを終え、生理も来ている身ではあるけれど、十三歳というのは結婚の早い貴族であってもまだ幼いと判断される年ねん齢れいなのだ。

　夜を同じ寝台で過ごすようになって、私達が一緒にいる時間は本当に増えた。

　毎日、己おのれの目でナディル様の体調を観察できるようになったのはとても大きいし、些さ細さいな事でもすぐに相談するようになった。

「……そろそろよね？　どうかしら？　エルダ」

　お菓か子し専用の料理人……つまり、パティシエールであるエルダに尋たずねる。

　お菓子が食べたいという私の希望を聞いた東とう公こうの拡大解かい釈しやくにより、エルゼヴェルトから王都に来て私に仕えることになったエルダは、いい感じに職人気質が強く、安心していろいろ任せられる。

（……私のもう一組の手、みたいな感じ）

「妃殿下……ええ、うまい感じに焼き上がっています」

　ちょうどエルダがオーブンから焼き上がったパイを出したところだった。

「こっちの一枚目が果くだ物ものの方。こっちの二枚目が肉なんかを入れた方ですね」

　飴あめ色いろに炒いためた玉ねぎとひき肉をたっぷりと詰つめ、二種類のチーズを真ん中に仕し込こんだパイは、おやつ用やデザート用ではなく、お食事用のパイだ。

　エルゼヴェルトでは主おもに内ない臓ぞう類るいをパイにするそうだけど、私の口にはちょっと合わなかった。

　まだ完全に大人の味覚というわけではないらしく、レバーパテなんかも食べられない。

「……シチューパイはうまくいったかしら？」

「はい。これを見る限りでは、特に汁つゆが漏もれている感じはしませんね」

　鶏とり肉にく団だん子ごのシチューを詰めたパイは、麻ま耶やの家族の味だ────母の得意料理で、父と麻耶の好物だった。

（アルティリエにとっても、シチューは思い出の味だった）

　それは、幼いアルティリエが王太子殿下だったナディル様の誕生日に用意したメニューで、ナディル様に初めて食べてもらった料理だったから。

「陛下は、おなかがすっごくすいているんですって。だから、シチューのパイもお肉のパイも召めし上あがっていただこうと思うの。シチューのパイはそのままでいいけど、お肉のパイにはチーズソースをかけて。仕上げに黒コショウをたくさん振ってね」

「それでデザートにこっちの林りん檎ごとか梨なしのパイですか？　ちょっとくどすぎやしませんかね？」

「もちろんくどいと思うわ。だから、果物のパイはなしで、デザートはグラスデザートをお願い」

「何にしますか？」

「んー、ヨーグルト。……グラノーラとヨーグルトを交こう互ごにいれて、一番上にミルクババロアをのせてね」

　グラスにいれた小さなパフェみたいなデザートだ。

　組み合わせ次し第だいでいろいろなスイーツが楽しめる。

「何のソースを使いますか？」

「エルダのおすすめでいいわ」

　エルダの舌と技術を私はとっても信しん頼らいしている。

「かしこまりました」

　エルダはぎこちなく頭を下げた。

　礼なんてどうでもいいのだと言ってあげることはできない。

　ここは王宮で、私は王妃だから。

　でも、私はエルダに特別な親近感があるし、エルダもたぶんそうだろう。

　一緒にお菓子を作っている時だけは身分も何もなく、私達はただのお菓子職人同士でいられる。

（私はもうパティシエールではないけれど……）

　でも、職人だった記き憶おくがなくなるわけではないから、お互たがいわかりあえることが多い。







「お待たせしました」

　席に戻ると既すでにテーブルの上にはお茶のセットが整えられていて、ナディル様の前には湯気の漂ただようティーカップが置かれていた。

「先に茶をもらっていた」

「はい。新しいブレンドですけど、いかがです？　胃がすっきりするお茶なんですよ」

「ああ……確かに。ミントか？」

「はい。ミントとカミルレをブレンドしています」

　ダーディニアではカモミールのことをカミルレという。

「悪くない」

　これ、ナディル様にしてはかなり良い評価だ。

　席につくと、ほんの少しの間をおいてやってきたミレディが私の分のお茶をいれてくれる。そこにスプーン一杯分だけ蜂はち蜜みつを垂らすのが、私の好きな飲み方だ。こうすると、鮮せん烈れつすぎるミントの味がまろやかになるような気がする。

（最近、みんな呼吸を読むことがうまくなった気がする）

　何もすぐにお茶をもってくればいいわけではない。適切な間、というものがある。それを読むのが上手じようずになった。心地ここちよい空気をかき乱さないで、皆みながそれぞれの仕事をしている。

　一息ついてお茶を口にした。

「……私の独り言を聞いてくれるか」

　ナディル様が、窓の外に視線をやりながら言った。

「はい」

　私はうなづく。

「……先月、私は異母弟おとうとを亡なくした」

「はい」

　ズキリと胸が痛んだ。

　エオル殿下は、病気で亡くなったと公示された。

　葬そう儀ぎは王族の私的なものとされ、王宮大聖堂でシオン猊げい下かの手で執とり行おこなわれた。

　でもそれは、死を賜たまわったものなのだと、私達は知っている。

　病死と公示された以上、それ以外の記録はどこにも残らない。

　けれど、側そつ近きんであり乳ち兄きよう弟だいだったファーサルド子し爵しやくが大逆で処しよ刑けいされたのだから、真実がどこにあるかは、たぶん貴族であるならば誰もがわかっていただろう。

（異母弟とはいえ、ナディルさまは自身の兄弟きようだいに死を命じた……）

　ナディル様の御心を思うと、胸むねの奥おくがぎゅっと摑つかまれたような痛みを覚える。

「王都の……とある孤こ児じ院いんに新しい修しゆう道どう士しが入った」

「はい……？」

　いきなり、何の話だろう？　と思った。

「君もよく知っている孤児院だ」

　ナディル様の言葉に、私の頰が緩ゆるんだ。

　ラグ達の話が聞けることはとても嬉うれしい。

「それで、その新しい修道士というのはどういう人なのですか？」

　彼らの助けになってくれる人なのだろうか？

「……死んだ私の異母弟によく似ている。アルハンの遠とお縁えんだそうだ」

　はっとした。

「……ナディルさま？」

「……私は会う機会がないだろうが、君は会う機会があるかもしれないから」

「……はい」

　そうなんだ、と思った。

「……ナディに話してあげて良いですか？」

　双ふた子ごの片割れを亡くしたナディは、未いまだ悲しみに沈しずみ込んだままだ。喪もに服しているといえば聞こえはいいけれど、まったく立ち直れていないという。

（ナディの哀かなしみは、単純にエオル殿下を失ったことだけではない）

　ナディは、エオル殿下がナディル様に成り代わることを考えていたことにまったく気付いていなかったのだという。

　自分が、誰よりも理解している……知っていると思っていた双子の片割れのことを理解していなかったのだと思い知らされたことが、その衝しよう撃げきを更さらに大きいものにしたのだろう。

　泣きながら何度も謝罪されたし、可哀かわいそうなくらい憔しよう悴すいしていて、東ひがしの宮みやは火が消えたような状態だという。

　ナディの仲の良かった侍女たちも、ほとんどが結婚や婚こん約やくを理由に退出してしまった。それはあたかも沈みかけた船からネズミが逃げ出すかのようで、私は少しだけ腹がたった。

「……かまわない。だが、彼は既に世を捨てた身だ。会いに行くことは許可できない」

「はい」

　私はうなづく。

（会いに行くことは許可できないと言いつつ、私ならまた会うかもしれないからと教えてくれる……）

　つまり、その時間に私達が王宮にいればいいのだ。

（ナディが地下を歩ける手段を考えなきゃ……ああ、フィルに聞いてみよう）

「新しい修道士は、君が母はは女め神がみに捧ささげたレシピをよく知る子供達にいろいろとしごかれながら、やっとこれを作れるようになったそうだ」

　ナディル様がポケットから出したのは、柔やわらかな紙に包まれたホロホロクッキーだった。テーブルの上に広げられたそれは、少し不ぶ格かつ好こうだ。

「これが一番上手に焼けたものだという」

　手に取ろうとして、はっとして手を止めた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。私が毒どく味みした」

「……それ、全然大丈夫じゃないと思いますけど」

「細かいことは気にしなくていい」

　国王陛下が毒味って普通に考えてダメだと思う。

　手に取ったクッキーをそっと口にする。

　ほろほろと口の中で崩くずれ、バターと柔らかな甘さが口に広がった。

　一いつ切さいのアレンジがない私の作ったのと同じ味。

「……これ、ナディに届けても？」

「かまわない」
















　ナディル様は小さくうなづいた。

　ふと視線を上げると、リリアとミレディがちょうどパイを運んできたところだった。

　私のパイはミニサイズで、ナディル様の分は大きめサイズだ。

　専用のナイフとフォークが添そえられている。

「……もし、そのクッキーが気に入ったのなら、孤児院に喜き捨しやをすればいい」

　ナディル様は何てことはないといった様子で私に告げる。

「……ナディルさま」

　パイを切りかけたナイフとフォークを置いて、私はナディル様の名前を呼んだ。

「なんだ」

「私が孤児院に喜捨に行ったら、問題になりますか？」

「……一つの孤児院に拘こだわらないのなら、特に問題にはならない」

「では、王都の大きい四つの聖堂と付属の救きゆう貧ひん院いん、孤児院を回ろうと思います」

　私は笑みを浮かべて告げる。

　目の前の人の不器用な優しさが嬉しかった。それが私以外の人に対するものであっても、この嬉しいという気持ちは変わらない。

「わかった。ラーダに言っておく」

「はい。……ナディを誘さそって一緒に慈じ善ぜん活動をしてもかまいませんか？」

「構わない」

　ナディル様は静かにうなづいた。

「……ナディルさま」

　私は、大切にその名を呼ぶ。

　シチューパイを口にしたナディル様は、何か？　というように小さく首を傾かしげた。

「……愛してます」

　込み上げる愛おしさに胸がいっぱいになる。

　唐とう突とつでも何でもいい。

　今、この瞬しゆん間かんに私の中からあふれ出してしまった気持ちがあって、それが言葉になって私の唇から零こぼれ落おちた。

　一いつ瞬しゆん動きを止めたナディル様は目を白黒させて、それから激しく咳せき込む。

　そんなに驚おどろかせたつもりはなかったけれど、かなりの衝撃を与あたえてしまったらしい。

　グラスの水を一気に飲んだナディル様は、小さく咳き込みながら息を整える。

「……君は……」

　それから、ナディル様らしからぬ乱暴さで立ち上がった。

「……ナディルさま？」

　私を見下ろすその瞳ひとみを見上げる。

　ナディル様は、滑なめらかな動作で私の前に膝ひざをついた。

　合わせた瞳の、その色に見み惚ほれた。

　凍こおれる水の色……あるいは、冬の風の色────銀を帯びた氷蒼色アイスブルーの瞳の奥に柔らかな熱がある。

　私をまっすぐに見たナディル様は困ったように視線を揺ゆらし、それから、私に手を伸ばした。

　腕の中に閉じ込めるかのように強く抱きしめられる。

「……ナディルさま？」

　そして、耳元で囁ささやかれたその言葉に私は破は顔がんした。

　きっと今までで一番きれいに笑えているだろう。

　そして、私は抱だきしめ返す腕に力を込めた。











「異世界で、王妃殿下はじめました。」完
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　ネットの海の中で細々と物語を紡つむいでいる汐しお邑むら雛ひなと申します。

　六冊目のなんちゃってシンデレラの本を手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回の巻で、『なんちゃってシンデレラ　王おう都と迷めい宮きゆう編へん』の物語に無事にエンドマークをうつことができました。

　読んでくださっている皆さまのおかげです。いつもありがとうございます。




　このあとがきを書いている頃、世間はバレンタインで賑にぎわっています。

　特にデパ地下はバレンタイン一色で、催さい事じ場じようももちろんバレンタイン！

　つまり、どこを見ても、チョコ、チョコ、チョコ……という天国のような光景が見られるわけです。

　私にとってバレンタインというのは、普段買う事のできない珍しいチョコを購こう入にゆうできるイベントという認識だったりします。

　もちろん、特別予算を組んでいて、あれを買おうか、これを買おうかと思い悩んだりしながら、人であふれる催事場を巡ります。

　作中の時間軸のダーディニアには、チョコがありません。

　いつかチョコを食べる日を夢見ているアルティリエと違い、チョコレートのある幸せをかみしめながらいつも予算オーバーする量を買い込んで、少しずつ楽しんでいます。




　最後に、刊行にあたりお世話になった皆様に、御礼を申し上げます。

　コミカライズも忙しい中、見み惚ほれるほどに素敵な表紙絵やモノクロイラストを描いてくださった武たけ村むら先生。そしていつも以上にご迷惑をおかけしました担当様、校正様、本当にありがとうございました。真夜中の会議室に間の抜けたおなかの音が鳴り響いた時のあの気まずさは忘れません。リアルコントでした。

　そして、本作を読んで下さった皆様に重ねて御礼申し上げます。

　またお会いできることを祈り、あとがきとさせていただきます。





汐邑　雛






















電子版特典　独占欲の在り処









「ナディル様、東公が素敵な物を献上してくださいましたの。夕餐をご一緒できませんか？」

「……かまわない」

　ナディルは、うなづくだけで良いのにもったいぶってしまう己の面倒くささに心の中でため息をついた。

　だが、アルティリエはまるで気にした風もなくその﨟ろう長たけた面おもてに喜色を浮かべる。

「では、夕の七刻あたりでよろしいですか？」

「ああ」

「遅れるようでしたらご連絡くださいね」

「わかった」

「では、夕餐を楽しみにしています」

　ふわりと笑って一礼する。その顔を見ているだけで明るい気持ちになった。







「……それで、何で俺が呼び出されてるんでしょうかね？」

「それはもちろん手伝ってもらうためです」

　王妃となってから、アルティリエの生活は大きく変わった。

　だが、彼女がそれについて文句を言ったことはない。

　これまで公務に就いていなかったのが噓のようにスムーズに王妃としての生活を送っている。

　元々、王妃の公務というのは流動的だ。絶対にやらなければならないことというのはそれほど多くはなく、夫である国王次第でその仕事量や内容はいろいろと変わってくる。

　どうやら、ナディルはアルティリエをできうるかぎり王宮に閉じ込めておきたいようで、一人で社交の席へと出すことを未だ渋っている。

　これまで幼さを理由に公務から遠ざけることができていたのは、実はナディルにとって都合がよかったのかもしれない。

（今はあの手この手を使って、極力外に出さないようにしているもんな）

　アルティリエがまったく気にしている風がないからいいのだが、フィル＝リンの見たところ、どう見ても王宮監禁生活みたいなものだ。閉じ込められている場所が広いせいで気が付きにくいだけである。

「……え？　手伝うって、俺が？　何を？」

「夕餐のしたくです」

　アルティリエはあっさり言った。

「え？」

「もちろん、すべてというわけではありません。一品……できれば二品、自分の手で作ってお出ししたいのです」

　なるほど侍女の私服と間違えそうなほど簡素なワンピースドレス姿である理由はわかった。

（わかったからといってまったく喜べねえけど……）

　どう考えてもこれはいつものパターンだ。

　手伝うのは良い。何を手伝うのかはわからないが。アルティリエは手伝ったら手伝っただけの報酬というか余禄よろくをくれるので喜んで手伝う。

（問題はだ……）

　脳裏に浮かぶのは、即位してから少し気難しくなったと言われる国王陛下の方である。

　アルティリエの前ではええかっこしいなナディルは、自分が手伝ったことを絶対に後でねちねちと言ってくる。自分の知らないところで、俺が……いや、俺じゃなくとも他の男であっても、自分ではない男が、言葉を交わしているだけでも気に入らないというのがナディルがひた隠しにしている本音である。

（あいつは口が裂けても言わないだろうけど……）

「いやいやいや、そういうことが聞きたいんじゃなくて……」

　アルティリエは小さく首を傾げる。とても可憐な仕種だ。

「東公がとっても新鮮なミルクを献上してくださったんですよ。エルゼヴェルトの山の方の領地にしかいない種類の牛のものだそうです」

　それを理由に夕餐に誘ったのです、と嬉しそうに笑う。

　いつだったか、ナディルが彼女を花に例えたことがある。それもなるほどとわかる笑い方だ。

「ミルクだろう？　領地から運んでくるんじゃ腐るんじゃないか？」

「牛ごとつれてきて、王都の御屋敷で絞って献上してくれたのです」

　少しだけ得意げな顔をするのが可愛らしい。

「……なるほど」

「牛にはいい迷惑ですけど、私としては嬉しいです」

「なんで？」

「本当はその土地に行くのが一番ですけれど、私にはきっと難しいから……行かなくても本場の味が楽しめるのはありがたいことです」

「そんなに言うほど、味が違うのか？」

「単体同士だとわかりにくいかもしれませんが、飲み比べればわかると思いますよ。甘味が強いというか、濃厚だけどもったりしてないというか……」

「へえ」

「……で、何作んの？」

「鶏だんごのホワイトシチューとミルクババロアを」

「鶏だんごのシチュー、先月も作らなかったっけ？」

「ナディルさまがすごくお好きなので」

「……好き嫌いなんかあるのか？」

「私の作るものは何でも好きだって言って下さいますが、特別にお好きなものもちゃんとありますよ」

　アルティリエは何かを思い出した表情で、ひっそりとした笑みを見せた。







「……今日のシチューは、いつも以上に味が良かった」

　濃厚でありながら後味がしつこくない。バターもチーズもたっぷりと使っていたようなのに胃もたれもしないし、口の中には未だにおいしい余韻よいんが残っている。

「お口に合って良かったです。東公が献上してくれたミルクを使いました。特別なミルクなんですよ」

「へえ……」

「いろいろ細かな説明もついていましたので、後でお届けさせますね」

「わかった。……君は目を通したのか？」

「どこの産地のものかは控えました。……東公の説明書は細かいので……」

　アルティリエはあまり興味がないのだと笑みを浮かべる。

「いろいろ特別なミルクなのはわかりましたけれど、大切なのはおいしいかおいしくないかなので……」

「君が気に入ったのなら、その牛を御料ごりよう牧場で育てさせようか？」

「いいえ。そのままでかまいません。……たぶん、御料牧場で育てていたら味が変わってくると思います」

「そうなのか？」

「はい。牛が食べたものがミルクの味を決めるのだと聞きますから」

　アルティリエは手慣れた様子で食後のお茶をいれた。指先の美しさに目を惹かれた。

「環境が味を決める、か……」

（人間と変わらないな）

「……牛だけではなくて、人間も同じじゃないですか？」

　環境が人を作るっていいますもんね、とアルティリエは無邪気に言う。

　まるで心の中を言い当てられたかと思って一瞬ドキリとした。

　そんなナディルを、アルティリエは不思議そうな表情で見ている。

　ナディルはさりげなく話を変えた。

「そういえば、シチューは随分たくさんあるようだったが、一人で作ったのか？」

「いいえ。フィル＝リンが……」

　手伝ってくれました、と口にする表情はとてもにこやかだ。

「そうか、フィルが……」

　他の男の名がアルティリエの口から出るのはいささか面白くない。たとえそれがフィル＝リンであってもだ。

　だが、それを咎めるのも度量のない男のようで嫌だった。

（……もしや、これが独占欲か？）

　今更ながらに現在の自分の心境に思い当たる。だが、それはそれでひどく貴重な気持ちであるような気もした。

「……どうかしました？」

　不思議そうに問うアルティリエに、ナディルは小さく首を振った。

「いや、何でもない」

　そしてナディルは、初めて自覚した独占欲を押し殺し、アルティリエを真似たにこやかな笑顔を浮かべた。








著

汐邑雛

Hina Shiomura




実は昔からホットケーキが好きです。

幼い頃、父が行きつけだった喫茶店で食べさせてもらったものがきっかけだったと思います。最近ブームのパンケーキも好きで、参考の為に！　と言いながら、まめにいろいろなお店に足を運んでいます。自分で作るのも、粉の配合や産地、牛乳や卵、ヨーグルトをいれたり豆乳にしたり、メレンゲの泡立てを頑張ったり……こだわりはじめたらキリがなくてその奥深さに恐れ慄いています。
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なんちゃってシンデレラ 王おう都と迷めい宮きゆう編へん




異い世せ界かいで、王おう妃ひ殿でん下かはじめました。




【電でん子し特とく典てん付つき】








汐しお邑むら雛ひな





[image: ]





2018年3月15日　発行




ver.002




[image: ]Hina Shiomura 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『なんちゃってシンデレラ 王都迷宮編　異世界で、王妃殿下はじめました。』

2018年3月15日初刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。
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